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lAwm まをのために 


ソニー製品は安全に十分配慮して設計されています。しか 
し、電気製品はすべて、まちびった使いかたをすると、火 
災や感電などによ0人身事故になることがあ0危険です。 
事故を防ぐために次のことを必ずお守りくださし、。 


安全のためのま意事項を守る 


6〜9ページのミち意事項をよくお読みください。製品全般 
のを意事項び記載されています。 


定期的に点検ずる 


1年に1度は、 AC パワーアダプターのプラグ部とコンセ 
ントの間にほこ0びたまっていないか、故障したまま使 
用していないか、などを点検して<ださし、。 


故障した5使わない 


動作びおかし<なった0、 AC パワーアダプターや USB 
クレードルなどび破損しているのに気づいた5、すぐに 
テクニカルインフォ方ーションセンターまたはお買い上 
げ店、ソニーヴービス窓□に修理をご依頼ください。 


万一、異常び起さた5 


〇電源を切る 
© AC パワーアダプター 
をコンセントから抜く/ 
パソコンか 5 USB ケー 
ブルを巧< 

包テクニカルインフォ 
方ーシヨンセンターま 
たはお買い上げ店、ソ 
ニーヴービス窓口に修 
理を依頼ずる 




警告表示の意な 

取扳説明書おぶび製品で 
は、なのよラな表示をして 
います。表示の内容をよく 
理解してから本文をお読み 
<ださい。 



この表示の注意事項を守ら 
ないと、乂災■感電などに 
より死 t や大けびなど人身 
事故の原因となります。 


区^を意 I 

この表示の注意事項を守ら 
ないと、感電やその他の事 
故によりけびをしたり周辺 
の家財に損害を与えたりす 
ることびあります。 


ま意を促ず記号 

A\ 

火災 感電 


巧為を禁止ずる記号 

0 d) (§) 

禁止接触禁止めれ手禁止 


行為を指示ずる記号 

〇 

強制 
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電波障害自主規制について 

この装置は、情報処理装置等電波障喜自主規制協議含 ( VCCI ) の基準に基づ<ク 
ラス B 情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使巧することを目的としていま 
すび、この装置びラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障 
害を引き起こすことびあります。 

取扱説明書に従って正しい取0扱いをしてください。 


付属のソフトウエアについて 


□権利者の許詰を得ることなく、本機に付属のソフトウ X アおよび取扱説明書の 
内容の全部または一部を複製すること、およびソフトウエアを賃貸すること 
は、著作権法上禁止されております。 

□本機に付属のソフトウエアを使用したことによって生じた金銭上の損害、逸失 
利益、および第 S 者からのいかなる請求等につをましても、当社は一切その責 
任を負いかねます。 

□万一、製造上の原因による不良びありました5お取0誓えいたします。それ！;^ 
外の責はご容赦ください。 

□本機に付属のソフトウエアは、指定された装置！;(外には使用できません。 

□本機に付属のソフトウ王アの仕様は、改良のため予告なく変更することびあり 
ますび、ご了承ください。 

□本機に付属していないソフトウエアを使巧した際の動作は保証しておりませ 
/ 


Program ©2001 Sony Corporation 
Documentation ⑥ 2001 Sony Corporation 

• OpenMG およびその□ゴはソニー株式妄社の商標です。 

• " WALKMAN " はソニー株式芸社の登録商標です。 

• 本機はドルビー-ラボラトリーズの米国および外国特許に基づく許諾製品です。 

• その他、本書で登場するシステム名、製品名は、一般に香開発^一力一の登録商標 
あるいは商標です。なお、本艾中では™、®マークは明記していません。 


この取扱説明書では、ポータブル S ニディスクレコーダー本体の操作について説 
明しています。付属の OpenMG Jukebox ソフトウエアについては別冊の 
「 OpenMG 」 ukebox 取扱説明書」をご覧ください。 
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A 警告 I 底 A 

- ■ 火災 感電 


下記の注意事項を守5ないと夕^災 • 感電 
により 大け かの原因となります。 


運転中は使用しない 

• 自動車、オートバイなどの運転をしなが b ヘッドホンやイ 
ヤホンなどを使用したり、細かい操作をしたり、表示画面 
を見ることは絶巧におやめください。交通事故の原因とな 
0ます。 

• また、歩さなびら使用するとをち、事故を防ぐため、周囲 
の交通や路面状況に十分にごミ主意ください。 



内部に水や異物を入れない 

水や異物び入ると火災や感電の原因になります。 

万一、水や異物が入ったとさは、すぐにスイッチを切り、 

AC パワーアダプターをコンセントから抜さ、パソコンから 
US 臣ケーブルをがして、テクニカルインフォメーシヨンセ 
ン ター またはお買い上げ店、 ソニーのサービス 窓□にご相談 
<ださい。 



国内専用機は海外で使用しない 

ワールドモデルし U がの AC アダプターは、日本国内専用で 
す。 

交流1日日 V の電源でお使いください。海がなどで、異なる電 
源電圧で使用すると、火災や感電の原因となります。 



雷が鳴りだした5、電源プラグに触れない 

感電の原因となります。 



指定な外の USB クレードル、 AC パワーアダプター、 
カーバッテリーコードなどを使わない 

破裂•液漏れや過熱などにより、火災、けがや周囲の巧損の 
原因となります。 


0 

禁止 
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A を意 


下記のを意事項を守5ないと11方^をしにり周辺の家|^に 
損害をちえたりずることびあります。 


めれた手で AC パワーアダプターや USB クレー 
ドルをさね6ない 

感電の原因となることびあります。 

占^^—霉 

f d ) 

j めれ手禁止 

本体や AC パワーアダプター、 USB クレードル 
を布団などでおおった状態で使わない 

熱がこちってケースが変形したり、火災の原因となることびあ 

0ます。 


三^禁止 

大音量で長時間続けて聞さずざない 

耳を刺激するよラな大さな音量で長時間つづけて聞くと、聴力 
に悪い影響を■与えることびあります。とくにへッドホンで間く 
とさにご注意ください。呼びかけられて返事びでさるぐらいの 
音量で聞をましょラ。 


；0 

\ 禁止 

> 

はじめか5ボリュームを上げすぎない 

突然大さな音が出て耳をいためることびあります。ボ U ューム 
は様々に上げましょう。とくに、 MD、CD や DAT など、雑音 
の少ないデジタル機器をへッドホンで聞くとさにはごミ主意くだ 
さい。 


0 

禁止 

通電中の AC パワーアダプターや USB クレード 
ル、充電中の電池や製品に長時間ふれない 

長時間巧膚びふれたままになっていると、低湿やけどの原因に 
なることがあります。 


0 

禁止 










電池についてのまを上のごミ主意 

液漏れ•破裂•発熱•発火-誤飲による大けびや失明を避けるた奴、下記のことを必 
ずお守0 ください。 


I 么危険 I 巧電式電池について 

• 機器の表示に合わせて十と一を正しく入れる。 

• 指定された USB クレードル、 AC パワーアダプター 
•(外で充電しない。 

• 充電式電池巧キャリングケースび付属されている場 
をは、必ずキャ U ングケースに入れて携帯•保管す 
る。 

• 火の中に入れない。分解、加熱しない。 

• 火のそばや直射日光のあたるところ-炎天下の車中 
など、高温の場所で使用-保管-放置しない。 

• コイン、キー、ネックレスなどの金属類と一緒に携 
帯•保管しない。ショートさせない。 

• が装のビニールチューブをはびした0傷つけた0し 
ない。 

• 液漏れした電池は使わない。 

• 指定された種類!;(外の充電式電池は使巧しない。 

• 使い切った電池は取0はずす。長時間使用しなし、と 
きち取0はずす。 


么警告 I 乾電池-ボタン型電池について 

• ルさい電池は飲み込む恐れびあるので、乳幼児の手 
の届くところに置かない。万び一飲み込んだ場含 
は、窒息や胃などへの障害の原因になるので、直ち 
に医師に相談する。 

• 機器の表示にをわせて十と一を正しく入れる。 

• 充電しない。 

• 火の中に入れない。分解、加熱しない。 

• コイン、キー、ネックレスなどの金属類と一緒に携 
帯•保管しない。ショートさせない。 

• 火のそばや直射日光のあたるところ-炎天下の車中 
など、高温の場所で使用-保管-放置しない。 

• 外装のビニールチューブをはびした0傷つけた0し 
ない。 

• 指定された種類];(外の電池を使巧しない。 

8 • 液漏れした電池は使わない。 


電池の種類について 
は、電池本体上の表示 
をご確認ください。種 
類によっては該当しな 
いま意事項をありま 
す。 


巧電式電池 
ニカド 

(Ni-Cd) 

ニッケル水素 
(Ni-MH) 

I」チウムイオン 
(Li-ion) 


乾電池 

アルカリ 

マンガン 


ボタン型電池 

アルカリ、 U チウムな 
ど 





アルカリ電池の液が漏れたときは 

素手で液を触5ない 

• アルカリ電池の液び目に入ったり、身体やを服に 
つくと、失明やけび、皮膚の炎症の原因となるこ 
とびあります。そのとさに異常びなくてを液の化 
学変化により、時間びたってから症状び現れるこ 
とびあ0ます。 

必ず次の処理をずる 

• 液び目に入ったとさは、目をこす5ず、すぐに水 
道水などのをれいな水で充分に洗い、ただちに医 
師の治療を受けてください。 

• 液び身体や巧服についたとをはすぐにされいな水 
で充分洗い流してください。皮膚の炎症やけびの 
症状びあるときは、医師に相談してください。 


I 么注意 I をての電池について 

• 使い切った電池は取りはずす。長時間使巧しないと 
さや交流電源で使用するとをわ取りはずす。 

• 新しい電池と使用した電池、種類の違ラ電池を混ぜ 
て使わない。 

お願い 

使巧済み充電式電池は責重な資源です。端テ（金属部 
分）にテープを貼るなどの処理をして、充電式電池リサ 
イクル協力店にご持参ください。 
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こんなことができます 


本徽ホ、バソコンと接続して編集したり、バソコン内に取り込んだ音楽データをミニ 
ディスクに転送して、手軽に持ち運んで楽しめるポータブルミニディスクレコーダー 
でず。 


MP3、 WAV、 

I Windows Media お | 
式の音楽ファイル 


EMD サービス 
I (音楽配信サービス） I 


音楽 CD 










• 本製品およびパソコンの不具をにより、録音やダウン□ードびできなかった場合および音楽デ 
ータび破損または消まされた場合、データの内容の補償についてはご容赦ください。 

•録り直しのきかない録音の場をは、必ず事前にためし録りをしてください。 

•あなたび録音したものは、個人として楽しむなどのほかは、菁作権法上、権利者に無断で使用 
でをません。なお、この商品の価格には、著作権法の定めにより、私的録音補償金び含まれて 
おじます。 

(お問い合わせ先（社）私的録音補償金管理協会 Tel .03-5353-0336) 


巧用上のごを意 

政下の場合、正常に録音されなかった0、録音した音楽データび失われることびあり 
ます。 

—読み込み中や書さ込み中にディスクを抜いた0、 US 目クレードルか5本体を外し 
たり、 USB ケーブルを抜いた場含。 

—静電気や電気的ノイズの影響を受ける場所で使巧した場合。 
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付属品を確かめる 


♦AC パワーアダプター ^US 目クレードル ♦リモコン付さへッドホン 




♦充電池ケース ♦乾電池ケース ♦MZ-NM 取扱説明書 


(Battery 
carrying case) 



を全のために 


(DC IN ジャックなし） ♦CD-ROM* 

参 OpenMG Jukebox 取扱説明書 

♦ MD 知つ得 Q&A に） 

♦保証書 

♦ソニーご相談窓口のご案内 
♦カスタマー登録のお願い 
♦カスタマー登録はびさ 

* CD - ROM は音楽 CD プレーヤーで再生 
しないで < ださい。 



应危晚 

• USB クレードルにコイン、キー、ネックレスなどの金属類を置かないでくださし、。 

US 巨クレードルの端テび金属とつなびるとショートし、発熱することがあ0ます。 
• 付属の充電式電池を持ち運ぶときは、必ず付属の充電池ケースに入れて<ださし、。 
ケースに入れずにコイン、キー、ネックレスなどの金属類と一緒に携帯•保管する 
と、電池の十と一びショートし、発熱することがあ0ます。 

• 乾電池や乾電池ケース、本体はコイン、キー、ネックレスなどの金属類と一緒に携 
帯•保管しないで<ださい。乾電池の十と 一、 または乾電池ケースの端テと本体の 
乾電池ケース巧の端子び金属とつなびるとショートし、発熱することびあります。 
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る部のなまえ 

本体 



丘 ] END SEARCH ボタン 
回表71^窓 

图 VOLUME+*/- ボタン 
团電池入れ 
固 T MARK ポタン 
固 HOLD スイッチ（裏面） 

回乾電ミ也ケース取り付け端子 
固 DC IN 3V ジャック 
图 USB クレードル接続用ジャック 
圆集中コント□ールキー 

♦ 

II 

► …み 

■CHG 


操作 

意味 

►* 封甲す 

再生/決定 

w を巧す 

早戻し 

►w を押す 

早送り 

■CHG 側に倒す 

停止 

■ ■側に倒す 

-時停止 


回 GROUP/CANCEL ボタン 
函 OPEN つまみ 
画充電ランプ 
回ジョグダイヤル 

(MENU (メニュー） /ENTER (決定)) 

回して還巧 巧してミ夫定 

固 LINE IN (OPT) ジャック 
画 M に (PLUG IN POWER) ジャッ 
り* 

因] REC つまみ 
函打/ LINE OUT ジャック 

* 凸点（突起）びついています。操作の 
目印としてお使いください。 


表示窓（本付 :) 



む — PYNd 


た 1 SHUF PGIVhP 



「 LP?4 

MONOllft •。卜 


SOU 

\ID12l 










团 画坦 J 画因 


田艾字情報表示部 

ディスク名や曲名、曰付、エラー 
表示、巧番などび艾字で表示され 
ます。 

回グループ表示 
回ディスク表示 

録音、再生、編集のとさ、ディス 
クび回転していることを示しま 
す。 

团録音表示 

録音時に表示されます。録音一時 
停止のとさは点滅します。 

固シンク n 録音表示 


固再生モード表术 

シャッフル再生、プ□グラム再 
生、リピート再生などの再生状態 
を表术します。 

团レベル表示 

固 LP 2 ステレオ / LP 4 ステレオ、モノ 
ラル表示 

回サウンド表示 

デジタルサウンドプ U セットび選 
ばれていることを示します。 

画電池残量表示 

充電池や乾電池の残量の目まを表 
7J\UcK 9 0 

因]□デイータイマー表巧 


14 



u モコン 


サウンド表示 
電池残量表示 
録音表 
グループ表示 
メ□デイータイマー表术 


ディスク表示 
巧蚕表示部 
艾字情報表示部 
再生状態表示 


の 

回 

回 

团 

固 

固 


囚 


DISPLAY ボタン 
PLAY MODE ボタン 
REP/ENT (repeat 0」ピート）/ 
enter (決定)）ボタン 
SOUND ボタン 
II (一時停止）ボタン 
■ (停止）ボタン 

機能によっては決定ボタンとして 
ち働さます。 

クリップ 


表示窓（リモコン） 



圓回転つまみ 

►►W :再生、早送り、頭出し 
I ◄◄:早戻し、頭出し 
回す/回してそのままにして、再 
生、頭出し、早送0、早戻しをし 
ます。 

再生音を間かずに高速で早送りや 
早戻しちでさます。 

回回転つまみ ( V0L 宿量）十/-) 
引いて回すと音量を調節でさます。 
圆表 7J\ 窓 
回 HOLD スイッチ 



固固团圃回 


田图图团 
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競 準備ずる 


お買い上げ時には、まず充電式電池を充電してください。ただし、 AC パワーアダプ 
夕一を本体につなげば、充電しなくてち使用でさます。 


巧電式電池を入れる 



NH-14WM 



©側を奥にして入れてくだ 
さい。 
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巧電式電池を巧電ずる 


① USB クレードルと AC パワーアダプターを 感本体を USB クレードルにのせる。 

つなざ、コンセントにつなぐ 押しなびら後ろに倒し、はめ込みます。 




③巧電ランプが点なしたことを確認ずる。 

約3時間半で充電び完了し、充電ランプび 
消えます。 

充電ランプ 


0本体を巧し下げてから手前に倒すよう 
にして、 USB クレードルからはずず。 



3 



リモコンをつなぎ、ホールドを解除ずる 



しっかりつなぐ 


™ 基本的な使いかた 
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ク 

AC ； くワーアダプターを直接つないで充電す 
ることちでをます。 

本体の DC IN 3 V ジャックに AC パワーアダ 
プターをつなざ、停止中に集中コント□ール 
キーを ■ CHG 側に倒します。充電ランプび 
点打し充電び始まります。放電しさった状態 
から充電が完了するまで約3時間半かかりま 
す。亡□表示が消えて、充電ランプび消えた 
ら充電完了です。充電時間は充電式電池の使 
巧状態により異なります。 


ご注意 

• 付属の USB クレードルは本機専用です。他 
機の充電はでをません。 

•付属の USB クレードルでは、付属または指 
定の電池 ( NH -14 WM ) 列•は充電しない 
で < ださい。 

•充電中は本体や US 巨クレードル、充電式電 
池び熱くなりますび、危険はありません。 

• 充電には必ず付属の AC パワーアダプターを 
お使いください。 

• お買い上げ時や長い間使わなかった充電式 
電池では、持続時間び短いことびありま 
す。これは、電池の特性によるちので、何 
回か充放電を< り返すと充分充電されるよ 
ラになります。 

• 充電式電池を充分に充電してち使える時間 
び通常の半分くらいになったときは、新し 
し巧電式電池と取り換えてください。 

• 長い間お使いにならないとさは AC パワーア 
ダプターをコンセントから抜を、本体を 
USB クレードルからはずしてください。 

• 本体の充電ランプは本体を USB クレードル 
においた時点から約3時間半媛に消えま 
す。途中で3分 ULb はずした場をには、置 
をなおした時点から約3時間半渡に消えま 
す。 


• ご使巧中 「 LOW 己 ATT 」 表示で停止した場 
合、充電してからご使用ください。充電をし 
なくても、しばらくはご使用できる場合びあ 
りますび、充電式電池を使し、切ってしまうと 
充電できなくなることびあります。充電でき 
なかった場合は、一度充電式電池を取り出し 
てから再度充電をしてください。 

• 本体に AC パワーアダプターを直接つないで 
充電する場をは、次の点に注意してくださ 
い。 

—充電び終了し、液晶表示（亡 □) と充電ラ 
ンプび消えた後すぐに集中コント□ール 
キーを ICHG 側に倒すと、再び充電び始 
まりまずが、充電は完了していまずので 
集中コント□ールキーを ■ CHG 側に倒し 
て停止させてください。 

一 充電中に他の操作を行ラと、充電は解除 
されます。 

電池の持続時間* 

録音 

使用電池 ステレオ LP 2 LP 4 

ステレオステレオ 


充電式ニッケ約12時間約17時間約21時間 
ル水素電池 


アルカリ 約12時間約19時間約23時間 

乾電池 


充電式ニッケル約30時間約43時間約52時間 
水素電池+アル 
カリ乾電池 


再生 


使用電池 ステレオ LP 2 LP 4 

ステレオステレオ 


充電式ニッケ約30時間約3別き間約42時間 
ル水素電池 


アルカリ 約44時間約52時間約62時間 

乾電池 


充電式ニッケル約79時間約95時間約110 
水素電池+アル 時間 

カリ乾電池 


詳しくは72ぺージをご覧ください。 




碁本のな 
使いかた 



光デジタルケーブルを使って、 CD プレーヤーや BS チューナーなどとつないでデジタ 
ル録音するち法を説明します（「デジタル録音の制限について」 （92 ページ）もあわせ 
てご覧ください)。シンク□録音すると、再生側の機器に合わせて録音を始めたり止め 
たりします。再生側と同じ位置に頭出しマーク（曲蚕）びつきます。 

録音の際は、 AC パワーアダプターを家庭用電源（コンセント）につないでご使用にな 
ることをおすすめします。 

カセットデッキやラジオなどとつないで録音する場合一「アナ□グで録音する」 （28 ページ） 
グループ機能を使って録音する場合^ IT グループ機能」を使って録音する」巧日ページ） 

7 S ニディスクを入れる 



© OPEN つまみを 
ず百す。 

ふたび開をます。 


ク 



誤消去防止つまみが閉じ 
ていることを確認 


@ディスクのラベル面を 
ふた測にして矢印の向 
きに奥まで押し入れ、ふ 
たを閉める。 


つなぐ (巧までしつか日と差し込んでください。） 
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基本的な使いかた 






□ □□□□□□□□□田 SYNC REC 田□□日 
□ 田 □□□□□□□ 


① 

@ 


□ □□□□ 
nnnnn 

•D ►/!◄◄/ 

►W/II/BD 


END 

SEARCH 


non 

nnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnn 
□ nnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnsn nnnnn nnnnnnnnnnnn 
nnnnm32nnnnnnnnnnnnnnnn 


□□□□□□ □□ 


□nnnnnnnnnn 
□ nnnnnnnnni) 

►n n n n n n n wn ►wn nnnnnnnnnnnnnnnn* 
nnnnnnnn recq nnnnnnnnn 

□ □ n n n □ 

II □□□□□叫 □□□□□□□□□□□□□ 

□nnnnnnnn 

■□□□□□□□□□□□ opend □□□□□□□□□□□□□□3) 
中 TOC Editnn □□□□□□□□□□□□□□□□□□ 


1 ) □□□□□□田 REC-Posi 田日□□□日 From End □ 日□□□□□□□□日 END SEARCH 日□□□□□□□日 
□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 32a aam 

3) □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ am REC-Posimc □ □ □□ From 
Herenn □□□□□□□□] 




J □ □ □ □ 


n 

□ n 

□ n 

□ n 

D n 

□ n 

D n 

□ n 

□ n 

□ n 

□ n 
oo 


田 

N 

0 

c 

N 

Y 

s 

の 

D 

D 

□ □日 
□ □日 
ddd 

目田 

□ □c 

ddn 

目が 


D 

D 


日 

n 

□ 

□ 


□ 

E 

c 

E 

R 

日 

□ 

□ 

n 

nn 

nn 

如凹 

[ E rL 

□ R □ 

c J 日 

R □百 
日日品 

日日 c 正 


□ 

□ 

日 

日 

日 

□ 

□ 

日 

□ n 

□ n 

□ n 

□ □ 

巧 


□ 


□ □1 


n 


□ n 

□ □け〇 


□ □ 

D 日 
C 〇 

□ n 

□ n 

Dnn 

□ □日 
□ nn 


© ④ 


感 



□ 

田 


□ 

□ 

日 


□ 

〇 


□ 

日 

□ 


日 

日 

□ n 

□ n 

□ D 

□ n 

□ on 

DDD 

DDD 

Dnn 

Dnn 

□ □□ 


□ 

□ 

日 

日 

日 

n 

〇 

□ 


□ 

田 

〇 

〇 

□ 

□日 

端 

□ F 

Do 

□C 

□ N 

□が 

問の 
□③ 
□日 

□ □ 


□ □ 
□日 

□ n 
on 
nn 

□ □ 
□日 

即 m 

to 凹 

mn 
w 日 

R n 
nn 

問如 

CE 

□ R 

nn 

田 n 
s D 

常 

cc 


n 

n 

日 

日 

nn 
on 
□ 〔 

□ D 

M 一 
E □ 
mn 

而^ 

n 日 
nn 
no 

□ □ 
nn 

田 □ 
s D 

哼 

E 日 


ere 

R A) R 
中化 ’□ 中 u 


n 


Dnn 如 

□ N □ □E 

□ E □□円 

nnnnn 

nnnnn 

nnnnn 


日 

□ 

□ 

□ 

□ □ 
□日 
□日 
□日 

n D 
n D 


20 






録音が始め 5 れないとさは 

• ホールド（誤動作防止）スイッチを確認して 
ください。（17、71ページ)。 

• ディスクの誤消去防止つまみを確認してく 
ださい。 （92 ページ)。 

• 再生専用の S ニディスクは録音で去ません。 


録音状態を確認ずる 

REC LED び点灯または点滅して、録音の状 
態をお知らせします。 


録音の状態 

表示 

録音中 

点灯 

マイク録音中は音の強 
弱にをわせて点滅（ボ 
イスミラー) 

録音一時停止 

点滅 

録音中ディスクび残 
り3分 U (下のとを 

ゆっくり点滅 

頭出しマーク(曲番） 
び追加されたとを 

一瞬消な 

チェックアウト時 

速 < 点滅 


ATRAC 用 DSP TYPE-R とは？ 

MD サウンドのむ臓部 DSP (Digital Signal 
Processor ) に、ソニーの八イスペック MD 
デッキなどに搭載されている 「 TYPE - R 」 を 
採巧。信号処理能力び従来比約2倍にアップ 
し、 MD デッキに迫る高音質を実現していま 
す。本機能は、通常のステレオ録音での録 
音、再生時にのみ働をまず。 MDLP モード 
(29 ぺージ）時は 「 TYPE - R 」 での処理は行わ 
れません。また 、 OpenMG Jukebox から 
ステレオでチェックアウトした場合も、 
「 TYPE - R 」 での処理は行われません。 


ごま意 

• シンク□録音中は、手動で一時停止および一 
時停止を解除することはできません。録音を 
やめるには集中コントロールキーを■側に倒 
します。 

• 録音中は 、 「SYNC REC 」 の設定を切り換 
えないでください。正しく録音されないこ 
とびあ0ます。 

• シンク□録音中に録音もとで無音 （91 ベー 
ジ） 状態び続いてち、録音ちとの雑音び原 
因で、自動的に録音一時停止にならない場 
合びあります。 

• CD や MD し义5^からのシンク□録音中に、録 
音もとの同一曲内で約2砂の無音 （91 ペー 
ジ）び続くと、再び音び出たところで頭出 
しマーク（曲番）が1つ増えます。 

• M に （PLUG IN POWER ) ジャックを使 
用したり、光デジタルケーブルし^(がのケー 
プルを使巧した場合は、シンク□録音でを 
ません。 

• 録音中は、録音モードに9ページ）を切り 
換えることはできません。 

•「Data Save」「TOC Edit 」 表示の点滅中 
は、録音した情報（曲の開始-終了位置な 
ど)をディスクに記録しています。衝撃を 
与えたり、電源を振いたりすると、それま 
で録音した内容び記録されません。 

• 録音終了後 、 「TOC EditJ の表示び消える 
までふたは開をません。 

•録音中や編集中、また、その棲集中コント 
□ールキーを■側に倒してから 「TOC 
EditJ の表示び消えるまえに電池をはずし 
たり 、 AC パワー アダプターを抜いたり、電 
池び消耗したとさは、次に電源を入れるま 
でふたは開さません。 

•光（オプティカル）タイプがのデジタル出 
力につなぐことはで去ません。 

• ポータブル CD プレーヤーから録音すると 
をは、 CD プレーヤーを一時停止にしてか 
ら録音の操作をしてください。デジタル録 
音中は、音源の CD や MD と同じ曲番び自動 
的につさます。 


基本的な使いかた 
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八 0 ソコンか s ミニディ 
スクに音楽を乾送ずる 

けエックアウト) 


付属の OpenMG Jukebox ソフトウエア 
をパソコンにインストールずる 

操作の方法は別冊の 「OpenMG Jukebox 取扱説明書」をご覧ください。 


ク 


ごま意 

本機を初めてパソコンに接続するときは、接続前に必ず付属の CD - ROM を使用して 
rOpenMG Jukebox ソフトウェア」と 「Net MD 用のドライバ」をインス I -- ルしてく 
ださい。すでに OpenMG Jukebox ソフトウェアびインストールされている場合を、必 
ず Net MD 巧のドライバをインス I -ールしてから本機をパソコンに接続してください。 
インス I -ールせずに本機をパソコンに接続してち、正しく動作しません。 


ごなぐ 

操作の方法は別冊の 「OpenMG Jukebox 取扱説明書」をご覧ください。 

©本体にミニディスクを入れる。 

@充電された巧電式電池を入れる。 

® AC パワーアダプターを USB クレードルにつなぐ。 

(を USB クレードルとお手持ちのパソコンを USB ケースレでつなぐ。 
©停止が態の本体をホールドを解除して USB クレードルに装着する。 


USB クレー ドル 



お手持ちのパソコン 


ごま意 

• USB クレードルには必ず AC パワーアダプターを接続し、コンセントにつないでください。 
• 本機は USB 2.日 Full Speed (従来の USB 1.1) をサポートしています。 

• USB 八プ、または USB 延長ケープルをご使用の場合の動作保証はいたしかねます。必ず、 
付属の USB ケーブルのみで接続してください。 

• パソコンには1台の Net MD のみ接続して<ださい。2台し处上接続した場をの動作保証はい 


にしかねます。 


次ページへつづ< 20 


昼本のな使いかた 





3 OpenMG Jukebox に音楽データを取 
妃む 


操作の方法は別冊の 「 OpenMG 」 ukebox 取扱説明書」をご賣ください。 


001 渴 
00 : 00 


PC 一 MD 

い"'： 


パソコンにつないでいるときは、本体の表示窓 
に 「PC 一一 MD 」 と表示されまず。 
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音楽データを S ニディスクに乾送ずる 
(チェックアウト） 


操作の方法は別冊の 「 OpenMG 」 ukebox 取扱説明書」をご賣ください。 

ごま意 

• パソコンと接続中は、本体の VOLUME +/- ボタン、および U モコンの VOL つまみ、 
SOUND ボタンしか操作できません。 

• チェックアウト中は本体に触れたり、電源を抜いたりしないでください。それまで記 
録した内容び消えてしまいます。 

• パソコンと接続して編集を行っているとさは、ふたは開さません。 


b 本化を USB クレードルか6かず 


①集中コント□—ルキーを■側に倒ず。 

「TOC Edit 」 び表示されたら、表示が消えるまで本体を USB クレードルからがさない 
で < ださい。 

感本体を押し下げてか5、手前に剧ずようにして USB クレードルから列■す。 


ごま意 

ディスクを交換するとさは、本体を停止させてから、 USB クレードルからがして交撰 
してください。このとさ、充電式電池び入っていないと、編集内容び正しく反映され 
なかったり、ディスクび取りだせないことびありますので、必ず充電式電池を入れて 
おいてください。 
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皮いかた 


巧をずる 


S ニディスクを入れる 


録音済みのディスクを入れます。 


© OPEN つまみを 
ず百す。 

ふたび開をます。 



ク 


聞< 


集中コント□一 




@ディスクのラベル面 
をふた側にして矢印 
の向きに奥まで巧し 
入れ、ふたを閉める。 


①を巧す。 

リモコンでは回乾つまみを側に回 
ず。 

操作すると r ピ」と確認音びします。 

@ VOLUME + 卜を巧して、音量を調節ずる。 
リモコンでは回乾つまみを引いたが態で、 
VOL +卜側に回して、音量を調節する。 

表示窓で音量を確認でをます。回転つまみ 
は音量調節後、もとに戻します。 

止めるには、■側に倒ず。 

操作すると「ピー」と確認音びします。 

停止してから、電池使巧時では約10砂後、 
AC パワーアダプター使用時では約3分後 
に、自動的に電源び切れます。 


なに再生するときは、止めたところの続きから始まります。ディスクの1巧めから再生を始めたいと 
きは、本体では►を2砂政上巧したままにするか、リモコンでは回転つまみを ►►►! 備こ2秒しソ上回 
したままにして再生を始めて<ださい。 


次ぺージへつづ< 


™ 基本的な使いかた 
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こんなとさは 

本体操作 

リモコン操作 

曲番や曲名を直接選ぶ 

ジョグダイヤルを回して聞をた 
い曲を表示させ、巧ず。 

— 

今聞いている曲、またはさ 
5に前の曲を頭出しするい 

M ィを巧す。またはさらに戻し 
たい曲数だけを巧す。 

回転つまみを M ◄側に回す。またはさ 
らに戻したい曲数だけ M ◄側に回す。 

次の曲を頭出しするの 

► W を巧す。 

回転つまみを側に回す。 

再生しなびら早戻しする 

M ィを押したままにする。 

回転つまみを！◄◄側に回したままに 
する。 

再生しなびら早送りする 

► W を巧したままにする。 

回転つまみを側に回したまま 
にする。 

一時停止する 

■ ■側に倒す。ちラー度倒すと解 
除されます。 

■ ■を押す。ちラー度巧すと解除され 
ます。 

ディスクを取り出す 

■側に倒してから OPEN つまみ 
をずらしてふたを開ける 3 )。 

■を巧してから本体の OPEN つまみ 
をずらしてふたを開ける 3 )。 


1 曲目を再生中に W を続けて 2 回押すと、ディスクの最後の巧になります。 

2) 最後の巧でを押ずと、ディスクの1巧目になります。 

3) ふたを開けると、巧の再生はディスクの最初から始まります（パーソナルデイスク^モ U- に登録しているとき 
を除く）。 

再生が始め5れないときは 

ホールド（誤操作防止）スイッチを確認して 
ください（17、71ページ）。 

音眾びを抑える （ G - PROTECTION 機齡 

G - PROTECTION はジョギング時の衝擊を 
想定して開発された音飛びガード機能です。 

従来の音飛びガード機能よりさらに音飛びに 
強くなっています。 

ごを意 

次のよラな場含、音び飛ぶことびあります。 

• 強い衝撃び連続的に与えられた場合 
• 傷や;'ちれのあるディスクを聞いている場合 


• ステレオ再生/ LP 2 ステレオ再を/ LP 4 ス 
テレオ再生/モノラル再生は自動的に切り 
撰わります。 

• グループのの巧だけを再生するには IT グ 
ループ機能」を使う」 （38 ページ）をご覧く 
ださい。 

•音量の設定は、パーソナルディスクメモ 
U —に登録することびでさます （68 ペー 
ジ)。 


へッドホンを直接本体につないで使ラと 
をは 

1ジョグダイヤルを押す。 

2ジョグダイヤルを回して [AUDIO OUT 」 

を点滅させ、押して決定する。 

3ジョグダイヤルを回して 「 Headphone 」 

を点滅させ、押して決定する。 
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いろいろな録音のしかた 


テジタル録音とアナ□ク録音について 

(巧デジタル入力とアナログ入力） 

本機を CD プレーヤーやラジカセなど録音わとの機器とつなぐには、光デジタル入力を 
使ラつなざかたとアナ□グ入力 （LINE IN ) を使ラつなざかたの2つの方まびあ0ます。 
それぞれの録音のしかたは、光デジタル入力を使ラときは「録音する」 （19 ページ)、 
アナ□グ入力 （LINE IN ) を使うときは「アナ□グで録音ずる」に8ページ）をご覧く 
ださい。 


巧デジタル入力とアナログ入力の比較 


、、-、、入力の種類 
相違点 

光デジタル入力 

アナ□グ入力 (LINE IN ) 

つなぐことびでさる機器 

光デジタル出カジャックのある機 
器 CCD プレーヤー、 DVD プレー 
ヤー、 CD ラジカセなど） 

出力 （LINE OUT) ジャックのあ 
る機器（カセットデッキ、レコー 
ドプレーヤーなど） 

使用するコード 

光デジタルケープル（録音ちとの 
機器に角形プラグまたは S ニプラ 
グをつなぐ） （19 ページ） 

接続コード（録音ちとの機器にピ 
ンプラグまたはステレオ S ニプラ 
グをつなぐ） （28 ページ） 

録音ちとから送られる信 

デジタル信号 

アナ□グ信号 

CD などデジタルち式のちのを録 
音もととしてを、本機にはアナ □ 
グ信号として送られる。 

頭出しマーク（曲番）の 
つをかた 1 ) 

• 音源び CD や MD の場合、録音 
ちとと同じ場所に自動的につ 
く。 

• 音源び CD や MD 政がの場合、2 
砂し^上の無音 （91 ページ）やル 
さな音び続いた場所につく。 

• 録音を一時停止したところで自 
動的につく。（シンク□録音中 
は3秒政上の無音び続いた場含） 

• 2砂し^上の無音 （91 ページ）や 
かさな音び続いた場所につ 
く。 

• 録音を一時停止したところで 
自動的につく。 

録音される音の大ささ 

録音をとと同じ。 

手動でち調節でをます（デジタル 
REC レベル]ント□-ル）（「手動 
で録音レベルを調節する」34ぺ一 
ジ)。 

自動調節される。 

手動でち調節でさます（「手動で 
録音レベルを調節する」34ペー 
ジ)。 


り不要なマークびついた場合、録音後に消して<ださい（「頭出しマーク(巧番)を消す」62ページ)。 


:欠のような場合、録音もとと同じ位置に頭出しマーク細截び記録されないことびあります。 

• 一部の CD プレーヤーやマルチディスクプレーヤーから、光デジタル入力で録音する場含 

• CD や MD ソフトをプ□グラム演奏などにして光デジタル入力で録音する場合（このよラな場合 
には、録音ちとを通常の再生状態にしてミニディスクに録音してください。） 

• BS、CS 放送の番組を光デジタル入力で録音する場合 


ごミ主意 


いろいろな録音のしかた 


巧 




アナ□グで録音する 

ヴナ□グ録音） 

つないだ機器の出力端モか5録音する音 
はアナ□グ信号で送5れますび、 S ニデ 
イスクにはデジタル方式で記録されま 
す。 


1 REC つまみの中央のボタンを押しな 
び 5 ちにず 5 ず。 

「 REC 」 び表示され、本体の REC 
LED が点灯し、録音が始まります。 

2録音したい CD やテープを再生ずる。 

その他の操作は「録音する（シンクロ 
録音)」19ページを参照してくださ 


つなぐには別売0の接続コードび必要で 
す。コード類をつなぐとをは、奧までし 
つかりと差し込んでくださし、。 



CD プレーヤー、 
ラジカセなど 




LINE OUT 端子などへ 



し、。 

ぐ 

本機の LINE IN (OPT) ジャックはデジタル- 
アナ □グ両用です。 

つなぐケープルの種類により、光デジタル入 
力またはアナ□グ入力 （LINE IN) に自動的 
に切り換わります。 


ごま意 

集中コント□ールキーを■■側に倒したあと、 
ちラー度倒して一時停止を辭除すると、解除 
したところで曲番び1つ増え、そこから次の 
曲として記録されます。 


ポータスレ CD プレーヤーなどのステレオ 
S ニジャックにつなぐときは、別売りの接 
続]-ド RK-G136 をお使いください。 
接続コードには抵抗の入っていないをのを 
お使いください。詳しくは「別売りアクセ 
サリー」 （90 ページ）を参照してください。 
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長時巧録音する ( MDLP ) 

通常の SP ステレオ録音に加えて、録音 
時間を2倍 ( LP 2) または4倍 ( LP 4) 長くし 
てステレオ録音することびできます 
( MDLP 録音)。またモノラル録音でも 
通常の SP ステレオ録音よりち2倍長く録 
音することがでをます。 

本機で長時間録音した巧客は、長時間再 
生に対応していない他の機器では再生で 
をません。 



1 停止中にジョグダイヤルを押ず。 

2 ジョグダイヤルを回して 「REC 
MODEJ を点滅させ、巧して決定ず 
る。 


3 ジョグダイヤルを回してお好みの録音 
モードを点;域させ、押してミ夫定ずる。 


録音モード 1) 

本体液晶 
表示み 

録音時間 3 > 

ステレオ録音 

SP 

約8日分 

LP2 ステレオ録音 

LP2 

約ぶ0分 

LP4 ステレオ録音 

LP4 

約320分 

モノラル録音 4 ) 

MONO 

約化0分 


リより高音質の録音を巧いたい場合は、ステレオ録 
音、 LP2 ステレオ録音を選んでください。 

のジョグダイヤ J レで選ぶ表示。 

巧 8日分ディスク使巧時。 

4) ステレオの音源をモノラル録音すると、左ちの音 
はミ ックスされて録音されます。 


4 REC つまみの中央のボタンを押しな 
が5ちにず!5ず。 

5 録音ちとの機器の再生を始める。 

録音を止めるには 

集中コント□ールキーを■側に倒しま 
す。 

次に録音するとさまで、録音モードは記 
憶されています。 

曲名の最初に ripj をつ 
けないよラにずる 

MDLP 録音をすると、曲名の最初に自 
動的に 「 LP :」 びつき、 MDLP 録音に対 
応していない機器でその内容を再生•編 
集しようとすると 「 LP :」 と表示され、 
再生-編集できないことび一目でわかる 
ようになります。お買い上げ時は自動的 
に 「 LP :」 をつけて録音する設定 
(「Stamp ON 」） になっています。 

1 停止中にジョグダイヤルを}甲ず。 

2 ジョグダイヤルを回して 「 OPTION 」 
を点滅させ、巧してミ夫定ずる。 

3 ジョグダイヤルを回して 「LP Stamp ] 
を点滅させ、巧してミ夫定ずる。 

4 ジョグダイヤルを回して、 「 S ね mp 
OFFJ を点滅させ、巧して巧定ず 
る。 

巧名の最初に 「 LP :」 をつけて録音する 
には、手順4で rstamp ON 」 を点滅さ 
せ、ジョグダイヤルを押します。 


™ いろいろな録音のしかた 
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ご注意 

パソコンから MDLP でチェックアウトした曲 

はこの設定に関わらず、全て 「LP:」 びつ去ま 

す。消したいときは「名前を変更する」 

ほ1ページ）に従って、消してください。 

'、弓_ 

• MDLP または MDLP □ゴのある機器び [ LP2 
ステレオ」、 「LP4 ステレオ」に対応してい 
ます。 

•「LP:」 をつけない設定にすると、制限入力 
文字数を有効に使ラことびでさます （48 
ぺージ)。 

• ステレオ録音（またはモノラル録音）をする 
と、新開発 ATRAC 巧 DSPTYPE-R (21 
ページ）により、高音質で豊かな音質を再 
現することびでをます。 


ご注意 

• 長時間録音するとをは AC パワーアダプター 
を DC IN 3V ジャックにつないでお使いに 
なることをおすすめします。 

• 光デジタル入力で録音中の音は、録音元び 
ステレオの場合、モノラル録音中でち n/ 
LINE OUT ジャックからステレオ音声で出 
力されます。 

• LP4 ステレオ録音は、通常の4倍の長時間ス 
テレオ録音を実現するために、特殊な圧縮方 
式を採巧しています。そのため、録音元の音 
源によってはごくまれに瞬間的なノイズび発 
生することびあります。より高音質の録音を 
行しすこし、場含は、ステレオ録音または LP2 ス 
テレオ録音を選んでください。 
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r グループ機能 J を使って 
録音する 

グルー プ機能とは 

1枚のディスクに録音された複数の巧を 
いくっかのグループにまとめて録音、再 
生、編集する機能です。 

グループモード OFF 時 
y —ディスク->1 

巧番 

| 112131415161718191 


グループモード ON 時 


f -アイスワ 


r- グループ 1-^ 

P グループ2 

「グループ3——I 

曲蚕 

曲蚕 

巧蚕 

| 1 | 2 | 3 | 

12 

111213141 


多数の ffl を録音するときに、 CD アルバ 
ム別やアーティスト別などのグループに 
分けて録音することびできます。 

1枚のディスクには約99個のグループを 
作ることびできます。 

グループ情報の記録のされかた 

グループ機能を使って録音すると、グル 
-プ情報は「ディスク名」としてディスク 
名の記録領域に自動的に記録されます。 
具体的には次のよラな艾字列が書き込ま 
れます。 


ディスクちの記録領域 
例） 

0; Favorites //1-5; Rock //6-9： Pops // 

@ (D (D 

のディスク名： 「Favorites」 

感1曲めから日巧めのグループ名： 「Rock」 
感目曲めから9曲めのグループ名： 「Pops」 



そのため、グループ機能を使って録音し 
た MD をグループ機能未対応機器で読み 
込むとさや、グループ機能を働かせてい 
ないとさに本機で編集しよラとすると、 
上の艾字列びそのまま「ディスク名」と 
して表のされます。 

r 名前をつける*変える」の「名前を変 
要する」 （51 ページ）の手順を巧ってこ 
ので字列を変更ずることができまず。も 
し、この夕字列を誤って書き換えてしま 
ラと、その MD ではグループ機能が使え 
なくなる場合がありますのでごま意くだ 
さい。 

ごま意 

• グループモード ON/OFF の設定は、 MD を取 
り 出 したり本機の電源を切ってち記憶されて 
います。 

• グループモードび ON のとき、ディスク中 
のグループ設定されていない曲は一時的に 
1つのグループとしてまとめられ、一番最 
後のグループとして扱われます。このとさ 
最終グループ名は 「Group--」 と表示さ 
れます。曲蚕はグループごとの番号ではな 
く、ディスクの通し番号で表示されます。 

• 1枚のディスク巧の曲名、ディスク名の合 
計び本機の最大入力文字数を超えている場 
合は、グループ設定はでをません。 



グループモードを ON にす 
る（グループモード録音） 

グループ機能を使って録音するには、ま 
ずグループ モー ドを ON にします。 

本体で操作ずる 

1 GROUP を2粗化 Lhf 甲ず。 

「亡]」と TGROUPON」 び点灯し、グ 
ループモードび ON になります。ち5 
一度2秒 JiLh 巧すと OFF になります。 

U モコンで操作ずる 

1 DISPLAY を2柳ん hf 甲ず。 

2 回転つまみを回して 「 GROUP 」 を点 
滅させ、■を巧してミ夫定ずる。 

3 回転つまみを回して 「GROUP ON 」 
を点滅させ、■を巧して巧定ずる。 

「亡]」び点口し、グループモードび 
ON にな0ます。 

手順3で 「GROUP OFF」 を逞ぶとグ 
ループモー ドび OFF になりまず。 

グループにして録音する 

• 本体でのみ操作でさまず。 

• グループモードを ON にして<ださい。 

1 停止中に END SEARCH を巧ず。 

2 REC つまみの中巧のボタンを押しな 
び6ちにず5ず。 

3 録音もとの機器の再生を始める。 

録音を止めるには 

集中コント□ールキーを■側に倒しま 
す。 

録音を止めると、そこまでび1つのグ 
ループとして記録されます。 


™ いろいろな録音のしかた 
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既存のグループ内に曲を 
録音ずる 

• 本体でのみ操作でさます。 

• グループ設定されたディスクを入れて 
<ださい。 

• グループモードを ON にしてくださ 
し、。 

1 GROUP を短く}甲ず。 

「&」が点滅し、グループを選べる状 
態になります（グループスキップモー 
ド） （39 ページ)。 

25秒む巧に^または^を繰り返し 
巧して、録音を追加したいグループを 
表示させる。 

しば5くすると「&」の点滅び点灯に 
変わります。 

3 REC つまみの中巧のボタンを巧しな 
が! 5 ちにず 5 ず。 

4録音もとの機器の再生を始める。 

選んだグループの最後に追加されま 
す。 

ご注意 

• 上書き録音する設定 （「 REC - PosU び 
「From Here 」） になっていてち、録音した 
曲は、グループ内の最後に追加され、上書 
さされません（このページ)。 

•手順2で日秒 U (内に操作をしないと、グルー 
プスキップモードは觸除されます。そのと 
をは、手順1からやり直してください。 

ぐ 

現在聞いているグループに曲を追加して録音 
するとをは、再生を停止して手順3から行つ 
て < ださい。 
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上書ををせずに録音する 

録音開始位置を、上書さをせずに常に録 
音済み部分の媛ろか5録音する設定に変 
要することびできます。お買い上げ時は 
上書さで録音する設定になっています。 



1 停止中にジョグダイヤルを巧ず。 

2 ジョグダイヤルを回して 「 OPTION 」 
を点滅させ、巧して巧定ずる。 

3 ジョグダイヤルを回して 「 REC - Posi 」 
を点滅させ、巧して決定ずる。 

4 ジョグダイヤルを回して 「From 
End 」 を点滅さは、巧してミモ定ずる。 

上書き録音にずるには 

手順4で 「From Here」 を点滅させ、 

ジョグダイヤルを巧します。 

ぐ 

• 録音開始位置か 「From Here 」 に設定され 
ていてを、一時的に上書き録音したくない 
ときは 、 END SEARCH ボタンを押してか 
ら録音を開始すると、録音済み部分の後ろ 
から録音を始めることがでをます。また 
END SEARCH ボタンを巧したとき、録音 
でさる残り時間び表示されます。 

• グループモードび ON のときは、上書を録 
音されません。新しくグループを作るか 
(31 ページ)、既存のグループに録音する 
(このページ）ことになります。 

ご注意 

• 電源を切ってち設定は解除されません。 

• 録音開始位置を 「From End 」 に設定してい 
てち、再生一時停止状態から録音すると、 
一時停止位置から録音が始まります。 



7 イクで録音する 



* 詳し<は「別売りアクセヴリー」 （90 ペー 
ジ）を参照して<ださい。 

1 別売りのステレオマイクの電源を 
OFF にし、本体につなぐ。 

入力は自動的にマイク入力に切り換わ 
0ます。 

2 REC つまみの中央のボタンを巧しな 
が5ちにず5ず。 

その他の操作は「録音する（シンク □ 
録音)」 （19 ページ）をご覧<ださい。 

マイク感度を変える 

1 停止中または録音中にジョグダイヤル 
を押ず。 

2 ジョグダイヤルを回して rM に SENS 」 
を点滅させ、巧してミ夫定ずる。 

3 ジョグダイヤルを回して 「SENS 
HIGHJ または 「SENS LOW 」 を点 
滅をせ、押して決定ずる。 

•「 SENS 川 GH 」 ：会話など、通常 
の音量のちのを録音するとを 
•「SENS LOW 」 ：ライブ録音など、 
大音量を録音するとを 


ごま意 

•光デジタル入力、マイク入力、アナ□グ入力 
の順に優先して自動的に選択します。光デジ 
タルケーブルび LINE IN ( OPT ) ジャックに 
つなびつていると、マイク入力になりませ 

. 本体の動作音を収音することびあります。そ 
のとをは、マイクを本体から違ざけて録音し 
てください。ダイレクト接続のマイクはノイ 
ズを拾ラことびあるので、お使いにならない 
で < ださい。 

• モノラルマイクで録音すると、左チヤンネル 
しか録音でさません。 


頭出し マークを 自動でつ 
ける（才ートタイムトラック 
マー ク） 

長い録音をするときに、一定時間ごとに 
頭出しマークを自動的につけて、途中に 
区切りをつけることびでさます。マイク 
録音、またはアナ□グ録音中にのみ設定 
することびでさます。 

ジョグダイヤル 



1 録音中または録音一時停止中にジョグ 
ダイヤルを f 甲ず。 

2 ジョグダイヤルを回して 「TIME 
MARKJ を点滅させ、巧して決定ず 
る。 

「 OFF 」 び点滅します。 

次ページへつづ< 


™ いろいろな録音のしかた 
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3 ジョグダイヤルを回してお巧みの時間 
を点滅させ、巧して巧定ずる。 

ジョグダイヤルを回すと表示は次のよ 
5に変わります。 


表示 

時間 

OFF — 

己 min . ON 

約日分 

10 min . ON 

約10分 

15 min . ON 

約1日分 


設をを解除ずるには 

手順3で 「 OFF 」 を点滅させ、ジョグダ 
イヤルを巧しまず。または集中コント 
□ールキーを■側に倒して録音を停止し 
ます。 

録音中の才ートタイムトラックマー 
クのごまかた 

• 録音している時間げ頭出しマークの設 
定時間を超えていたとさ： 

設定をしたところで頭出しマークびつ 
を、 L 如糞設定時間ごとに頭出しマーク 
びつ< 

例）録音時間8分、頭出しマークの設定時 
間日分のとを 

実際に頭出しマークびつくのは、 

8分、13分、18分、23分*** 

• 録音している時間び頭出しマークの設 
定時間より短いとさ： 

頭出しマークの設定時間に達したとを 
から設定時間毎に頭出しマークびつく 
例）録音時間3分、頭出しマークの設定時 
間日分のとさ 

実際に頭出しマークびつくのは、己 
分、1日分、1日分- • • 

ぐ 

オートタイムトラックマークで頭出しマーク 
をつけると、本体の表示窓では時間表示の前 
に 「 T 」 がつ去ます。 U モコンの表示窓では、 
時間表示の後ろに 「 T 」 びつきます。 


ご注意 

• 録音の途中に T MARK ボタンを押したり、 
集中コント□-ルキーを■■側に倒して、頭 
出しマークびついてしまったとをは、その 
時点から設定した時間ごとにオートタイム 
トラックマークびつ去ます。 

•録音を止めると、設定は解除されます。 


手動で録音レベルを調節 

する （マニュァル録音） 

録音するとをは、録音レベルは最適な値 
になるよラに自動的に調整されますび、 
必要に応じて手動で調整できます。アナ 
□グ録音のときはちちろん、デジタル録 
音のとさでち調整でさます（デジタル 
REC レベルコントロール)。 

• 本体でのみ操作でさます。 


REC ~1~集中コント□—ル 



1 ■■側に剧しなが5、 REC つまみの中 
巧のボタンを巧しなび6ちにず5ず。 

録音一時停止にな0ます。 

2 ジョグダイヤルを巧ず。 

3 ジョグダイヤルを回して 
fRecVolumeJ を点滅させ、巧して 
決定ずる 

4 ジョグダイヤルを回して、 
FManualRECJ を点滅させ、巧して 
決定ずる。 




5 録音したい音を出ず。 

6 表示窓を見なが5ジョグダイヤルを回 
して録音レベルを調節ずる。 

録音レベルは、〇か5包の間を目安 
にレベル表示のノ く一び点灯するよラに 
調整します。©よりちび点灯すると 
きは、録音レベルを下ばてくださし、。 
画面に表示されるレベル表示のノ く一は 
次のよラに分かれています。 

上段 ： L (左）のレベル 
下段 ： R (ち）のレベル 

004 秦域 
REC 23/30 

■— ■ @ 


〇 包 

7 ■■側に倒して録音を始める。 

他の機器とつないで録音するときは、 
本磯び録音を始めた後で、録音元の音 
を最初から出し直してください。 


自動調節にずるには 

手順4で 「Auto REC 」 を点滅させ、 
ジョグダイヤルを巧します。 


ごま意 

• 集中コントロールキーを■側に倒して録音 
を止めると、次の録音からは自動レベル調 
節に戻ります。 

• シンク□録音中に手動で調節するときは次 
の操作を行って < ださい。 

1 2日ぺージの手順3、「録音する」の®、感を 
行い、感で 「SYNC OFF 」 を選ぶ。 

2 上記の刮眞1〜6を行った後、もう一度2日 
ページの手順3、「録音する」を行い、感で 
「SYNC ON 」 を選ぶ。 

再生側の機器から音び出たら、自動的に本 
機で録音び始まります。 


録音可能な時巧を調べる 


録音または停止中、表示窓で残0時間や 
巧蚕などの情報を確認できます。グルー 
プ機能に関係する表示は、グループ設定 
された巧を再生し、停止したときに表示 
されます。 

ジョグダイヤル 



本体で操作ずる 


い 

ろ 

い 

ろ 

な 

録 

日 

の 


を' 


1 ジョグダイヤルを巧ず。 


2 ジョグダイヤルを回して 「 DISPLAY 」 
を点滅させ、巧してミ夫定ずる。 


3 ジョグダイヤルを回してお認したい■肩 
報を点滅させる。 

回ずたびに、表示は次のように変わり 
ます。 

LapTime (経過時間） 

♦ 

RecRemain (録音でをる残り時間） 

♦ 

GP Remain (グループので再生で 
さる鶏り時間） 

♦ 

AIIRemain (再生できる全残り時間） 

♦ 

Clock (現在時刻） —■ 

次ページへつづ< 




ごま意 

グループモード ON / OFF の状態や動作状態に 
より、表示び選択できないことびあります。 

4 ジョグダイヤルを押してミ夫定ずる。 

©に手順3で選んだ情報び表示されま 
す。ただし、手順3で 「 LapTime 」 を 
選んだとさは、何を表示されません。 

本体の表示窓 



還んだ情報 （©) 

O 

包 

一 * ( LapTime ) 

曲番 

経過時間 

RecRemain 

曲番 

録音でさる残り 
時間 

GP Remain 

グループ内グループ内で再 
の残り曲数生でをる残り時 
間 

AIIRemain 

残り曲数 

再生でさる全残 
0時間 

Clock 

年月日 

現在時刻 


曲名びあるとをは、曲名び表示されます。 


ご注意 

グループモード ON / OFF の状態や動作状態、 
設定状況により、表示び異なることびありま 
す。 

ぐ 

U モコン表示は本体表示と異なります。リモ 
コン表示については、次の「リモコンで操作 
する」をご覧ください。 


U モコンで操作ずる 

1 DISPLAY を巧ず。 

押すたびに、表示は次のよラに変わり 
ます。 

リモコンの表示窓 



表示©/© 

録音中 

巧蚕/経過時間 

♦ 

巧番/録音でさる残0時間 

♦ 

一/現在時刻 


停止中 

巧蚕/経過時間 

♦ 

巧蚕/巧名 

♦ 

グループの全曲数/グループ名 


一/ディスク名 

♦ 

一/現在時刻 — 

ごま意 

グループモード ON / OFF の状態や動作状態、 
設定状況により、表示び選択でをない、また 
は 表示び異なる こと びあります。 

ぐ 

• 再生中の表示については、45ページの「残 
り時間や再生位置を調べる」をご覧くださ 
い。 

• 本体表示は U モコン表示と異なります。本 
体表示については3日ページの「本体で操作 
する」をご覧ください。 
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録音日時を記録する 

腑計さわせ） 

時計を合わせておくと、録音の隙に録音 
曰 時び自動で記録されます。録音 曰 時 
は、一度時計を合わせると常に記録され 
るようにな0ます。パソコンか5チエツ 
クアウトした巧には録音日時は記録され 
ません。 

ジョグダイヤル 



1 停止中にジョグダイヤルを巧ず。 

2 ジョグダイヤルを回して 「OPTIONJ 
を点滅さは、巧してミモ定ずる。 

3 ジョグダイヤルを回して 「CLOCK 
SET 」 を点滅させ、巧して巧定ず 
る。 

西暦年の数字び点滅します。 



4 ジョグダイヤルを回して年を合わせ、 
巧してミ夫定ずる。 

月の数字げ点滅します。 

巧手順4をくりかえして月、日、時、分 
を合わせる。 

分を合わせてジョグダイヤルを押す 
と、時計び0秒からスタートします。 


途中で間違えたときは 

集中コント□—ルキーの!◄◄を押して、 
前の項目に戻って入れ直します。変更す 
る必要のない数字は W を押して先に進 
めて < ださい。 

現巧の日時を表示ずるには 
本なで操作する 

1 停止中または録音中にジョグダイヤル 
を押ず。 

2 ジョグダイヤルを回して 「 D に PLAY 」 
を点;域させ、巧してミ夫定ずる。 

3 ジョグダイヤルを回して 「 Clock 」 を 
点滅させ、 f 甲してミ夫定ずる。 

U モコンで操作ずる 

1 停止中または録音中にに D に PLAY を 
くり返し押ず。 

時計を24時間表示におえるには 

時計含わせ中に T MARK ボタンを押し 
ます。もう一度巧すと12時間表示に戻 
0まず。 

時計の設定を保つために 

一度時計を含わせると、コンセントや充 
電式電池、乾電池のいずれかの電源びつ 
ないであれば、時計の設定は保たれま 
す。ただし、いずれの電源わつないでい 
ないと、約3分で時計の設定はお買い上 
げ時の状態に戻0ます。 

充電式電池や乾電池の交換は3分政巧で 
巧って < ださし、。 

ごま意 

• 特に大切な録音で録音日時を記録したいと 
をは、現在の日時を表示させ、時計びをっ 
ていることを確認してください。 

• 月に3分程度の誤差び生じることびありま 
す。 


いろいろな録音のしかた 
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いろいろな再生のしかた 


聞をたい®や場所を高速 
で探す扁ぉトチ） 



高速サーチは2種類あ0ます。リモコン 
を使っていずれかの高速サーチを選ぶこ 
とびでさます。 

• インデックスサーチ （ Index ) :巧番や 

曲名を見なび5聞さたい巧を探す。 
(お買い上げ時の設定） 

• タイムサーチ ( Time ) :経過時間を見 
なび5聞さたい場所を探す。 

停止中、再生中、再生一時停止中に U モ 
コンでのみ設定することびできます。 

1 D に PLA 丫を2砂 1 U 上巧ず。 

2 回転つまみを回して 「 SEARCHJ を 
表示させ、■を f 甲してミ夫定ずる。 

3 回転つまみを回して 「 Index 」 （イン 
デックスサーチ）または 「TimeJ (夕 
イムサーチ）を表示させ、■を押して 
決定ずる。 

4 再生中に■■を巧して一時停止させる。 

5 回輯つまみを回したままにして、聞き 
たい巧蚕/巧る（インデックスサー 
チ）または聞きたい場巧の経過時間 
(タイムヴーチ）を表示をせる。 


6 ■■を巧して一時停止を解除ずる。 

選んだ巧の再生び始まります。 

ぐ 

シャッフル再生中に行ラと、選んだ曲から 
シャッフル再生び始まります。 


r グループ機胤を使う 

グループ設定されたディスクでは「グル 
ープ機能」を使っていろいろな再生を行 
ラことびでさます。グループ機能につい 
て、詳しくは IT グループ機能」を使って 
録音する」 （30 ページ）をご覧ください。 




グループ機能を使って聞 
く（グループモード再生） 

• グループ設定されたディスクを入れて 
<ださい。 

本体で操作ずる 

1 再生を始める 
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2 GROUP を 2 砂 lU 上巧してグループ 
モードを ON にずる。 

再生中の曲び入っているグループの最 
媛の巧まで再生して停止します。 

別のグループを聞さたいとさは「グ 
ループを選んで聞< (グループスキッ 
プモード)」（このページ）をご賣くだ 
さい。 

U モコンで操作ずる 

1 再生を始める。 

2 D に PLAY を2秒 W 上 f 甲す。 

3 回転つまみを回して 「 GROUP 」 を点 
滅をせ、■を巧してミ夫定ずる。 

4 回転つまみを回して 「GROUP ON 」 
を点滅させ、 ■を f 甲してグループ モー 
ドを ON にずる。 

再生中の曲び入っているグループの最 
後の曲まで再生して停止します。 

別のグループを聞さたいとさは「グ 
ループを選んで聞< (グループスキッ 
プモード)」（このページ）をご賣くだ 
さい。 

う. 

• グループ内でリピート再生、シャッフル再 
生、プ□グラム再生をすることびできま 
す。詳しくは「再生モードを選ぶ」 （40 ベー 
ジ） をご覧ください。 

• 最後の曲を再生中に集中コント□ールキー 
のを押す （ U モコンでは回転つまみを 
に回す）と、グループの1曲目から 
再生し、1曲目を再生中に!◄◄を続けて2回 
巧す （ U モコンでは回転つまみを！◄◄側に 
続けて2回、回す）と、グループの最棲の曲 
を再生します。 

• 本体表示窓の左上にグループ番号び表おさ 
れます。 

•設定は、パーソナルディスク分モ U - に登 
録することびでさます （68 ページ)。 


グループ機能を OFF にずるには 

• 本体では 

GROUP を2秒じ(上押します。 

• リモコンでは 

手順4で 「GROUP OFF 」 を選び、 ■ 
を押して決定します。 

ごま意 

グループモードが ON のとを、ディスク中で 
グループに設定されていない曲は一時的に1 
つのグループとしてまとめられ、一番最後の 
グループとして扱われます。このとを 
「 Group - -」と表示されます。曲番はグル 
ープごとの番号ではなく、ディスクの通し番 
号で表示されます。 

グループを選んで聞く 

(グループスキップモード） 

再生中に聞きたいグループを選ぶことび 
でさます。 

グループ ON / OFF に関係なく操作でさ 
ます。グループモード ON と OFF では再 
生のしかたび次のよラに違います。 
グループ ON :選んだグループの1曲め 
か5再生び始ま0、そのグループの最後 
の曲まで再生して停止。 

グループ OFF :選んだグループの1巧め 
か5再生び始ま0、ディスクの最後の巧 
まで再生して停止。 

グループモード OFF 時 

^ディスク-^ 


巧蚕 



スキップ スキップスキップ 


次ページへつづ< 
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グループモード ON 時 
ーディスク- 


-グループ1 n 「グループる「グループ方 
区切り番号 


区切0 
番号 


1 

2 

3 

1 

2 

1 

2 

4 


区切り 

番号 


スキップ 




スキップスキップ 


ここでは、グループモード ON 時の操作 
の説明をします。 

• グループ設定されたディスクを入れて 
<ださい。 


2 5秒 1 U 巧に回転つまみを回して、再生 
したい巧があるグループ名を表示させ 
る。 


ご注意 

•手順1の後で、日砂間回転つまみを操作しな 
いと、グループスキップモードび解除され 
ます。そのときはもラー度手順1から操作 
し直してください。 

• グループ i 受定されていないディスクでは、 
グループスキップ モー ドは使えません。 


再生モードを還ぶ 


本体で操作ずる（ダイレクトグルー 
プ遇巧） 

1 再生中に、 GROUP を短く押ず。 

「白」び点滅し、グループスキップ 
モードび ON になりまず。 

2 5杖<1じ(巧にジョグダイヤルを回して、 
再をしたい巧びあるグループを表示さ 
せ、巧してミモ定ずる。 

還択されにグループの1曲め占巧再生 
び始まります。 

ぐ 

手順2で集中コント□ールキーの!◄ィ/►►■を 
使ってち、グループを選ぶことびできます。 

U モコンで操作ずる 

1 再生中に、 PLAY MODE を 

「- J と「己]」が点滅ずるまで押 

したままにずる。 

グループスキップ モー ドび ON になり 
ます。 


通常の再生のほか、1巧再生 （1 Track )、 
シャッフル再生 （ Shuffle )、 プログラム 
再生 （ PGM ) びでき、さ5に各再生状態 
のままく0返すことびでさます。 

ジョグダイヤル 




本化で操作ずる 

1 再生中にジョグダイヤルを f 甲ず。 

2 ジョグダイヤルを回して 「PLAY 
MODE 」 を点滅させ、押してミ夫定ず 
る。 
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3 ジョグダイヤルを回して選択したい再 
生モードを点滅をせ、押して決定ず 
る。 

表术窓 

ジョグダイヤルを回ずと包が変わる 


U モコンで操作する 

1 再生中に PLAY MODE ボタンを巧 
ず。 

巧ずたびに表示は次のように変わり、 
還んだ表示の状態で再生しまず。 


Q 



I ： _ 

yhd 

: Shu1 
PRM' 

ホん曰 1 / 

^1 . ぶが 

，'—み 
スー' 

"の ： 


ジョグダイヤルを巧ずと包び点口ずる。 



i 

) 

20°5? 

媒 

口 

■1 "の： 


表示〇/© (再生が態） 

Normal /— (通苗の再生） ♦ 

♦ 

ALLRepeat / c ： (全曲をくり返し再 
生） 

♦ 

1 Track /1 (再生中の 1 曲を再生） 

♦ 

1 Repeat / c : 1 (再生中の 1 曲をくり 
返して再生） 

♦ 

Shuffle/SHUF (全曲を順不同に並 
ベかえて再生） 

♦ 

Shut . Rep/c SHUF (全曲对頃不 

同に並べかえて再生、さらにくり返し 
並べかえて再生） 

♦ 

PGM/PGM (曲を巧をな順に並べか 
えて再生） 

♦ 

PGMRepeat/G PGM 

(曲を巧さな順に並べかえてくり返し ■ 
て再生） 


リモコンの表示窓 


再生が態表示 




曾％‘3 13: 日2 


表示（再生状態） 

—(通常の再生） 

♦ 

1 (再生中の1曲を再生） 

♦ 

SHUF (全曲を順不同に並べかえて再生) 

♦ 

PGM (聞さたい曲を巧さな順に並べ 
変えて再生） — 


い 

ろ 

い 

ろ 

な 

再 

生 

の 


し 

か 

た 


2 さ5にくり返し聞さたい場合は、 
REP / ENT を巧ず。 

G び表示され、選択されている再生 
状態でく 0返し再生します。 


好きな順に巧を並べかえ 
て聞< (プ□グラム再生) 


全部で20巧までプ□グラムでさます。 

1 「再生モードを選ぶ」の手順3 (こ 
のぺージ）で 「 PGM 」 を選択し、巧 
定ずる。 


2 ジョグダイヤルを回して巧を選び、押 
してミ夫定ずる。 

選んだ巧び確定します。 


3 手順2をくり返して、好きな順に m を 


選ぶ。 
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4 ジョグダイヤルを 2 秒な上巧ず。 

プ□グラムび設定され、1曲目占、 S 再 
生び始まります。 


高音や低音を強調する 

(デジタルサウンドプリセット) 


U モコンで操作ずる 

1 再生中に 「 PGM 」 び表示されるまで 
PLAY MODE をくり返し巧ず。 


L 回転つまみを回して曲まを還び、 
REP / ENT を巧してミ夫定する。 


: 富 ESaRPOT 


曲ま プ□グラムの順ま 


3 手順2をくり返して、好走な順に巧を 
還ぶ。 


4 REP / ENT を2秒な上巧ず。 

プ□グラムび設定され、1曲目占、6再 
生び始まります。 


ぐ 

.再生び終わったとを、または達中で止めた 
とをもプ□グラム設定は残っています。 

•設定は、パーソナルディスク ><モリ ーに 登 
録することびでさます （68 ページ)。 

• グループモードを ON にして特定のグルー 
プを選択すると、そのグループ内での再生 
モードを選ぶことびでをます。「グループ機 
能を使って聞く」 （38 ページ）をご覧くださ 
い。 


ご注意 

• ふたを開けると設定は解除されまず。 

• 停止状態での設定の途中、日分間何ち操作 
されなかったとさは、そこまでの i を定でプ 
□グラムび確定します。 

• プ□グラム設定中にグループモードを ON / 
OFF すると、プログラム設定は解除されま 
すび、それまでの設定は保持されます。 

• プ□グラム再生中、グループモードを ON 
にすると、プログラム再生の設定は解除さ 
れます。 


高音、低音を強調し、お好みの音質に設 
定できます。設定は2種類記憶させるこ 
とびでき、再生中に選べます。 



音質を選ぶ 


お買い上げ時の設定は 

•「SOUND りのとき 
Bass (低音）：+1 、 Treble (高 
音）：+日 

•「 S 0 UND 2」 のとき 
Bass :十3 、 Treble : ±0 

本体で操作ずる 

1 ジョグダイヤルを巧ず。 

2 ジョグダイヤルを回して 「SOUNDJ 
を点滅させ、巧して巧定ずる。 

3 ジョグダイヤルを回して 「SOUND 
1 J または 「SOUND 2」を還び、巧 
してミ夫定ずる。 


42 





u モコンで操作ずる 

1 SOUND をくり返し}甲して、「5 1」 
または rs 2J を還ぶ。 

音質を変える 

本巧で操作ずる 

1 再生中にジョグダイヤルを巧ず。 

2 ジョグダイヤルを回して 「 SOUND 」 
を点滅させ、巧してミ夫定ずる。 

3 ジョグダイヤルを回して 「 SOUND 1 J 
または 「SOUND 2 J を点滅させる。 

「 T 」（ Treble ) と旧」 ( Bass ) の設定値 
び表示されます。 

4 ■または■■側に剧して、「下」または 
旧」を選ぶ。 

カーソルび点滅している方の設定をす 
ることびでさます。 



「下」で Treble 、 巧」で Bass の設定をしまず。 


5 ジョグダイヤルを回して 「 TJ または 
「 B 」 の強弱を設定ずる。 

カーソルが動さまず。 （+2 の位置） 



左か6-4、一3…±0’‘’+2、+3の8段階で 
設定することがでさます。 

• IT 」、「 BJ を切り換えるには 
■または H 側に倒す。 

•「SOUND 1 」、 「SOUND 2 J を切 
り換えるには 

■■側に何度か倒して上段を点滅さ 
せ、ジョグダイヤルを回す。 

6 ジョグダイヤルを f 甲してミ夫定ずる。 

設定が登録され、再生表示に戻ります。 



i 日の 「 T 」 と旧」の強弱の設定は…/ 
I ボタンを使ラことちできます。 


U モコンで操作ずる 

1 再生中、 SOUND をくり返し押し、 
「 S 1」または 「 S 2 J を 選ぶ。 



2 SOUND を2秒 L ソ上巧ず。 


「目」 （ Bass ) の設定画面になります。 
さ引こもう一度 SOUND を2秒料上巧 
すと、「下」 ( Treble ) の設定画面にな 
0ます。 



Bass のときは rB 」、 Treble のときは IT 」 と 
表示されます。 


次ページへつづ< 


いろいろな再生のしかた 
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3 回乾つまみを回し、 「 B 」 または 「 T 」 
の強弱を設定ずる。 

例) Bass のとき 

カーソルが動きまず。 （一2 の位置） 


4ろ n のご DD itl 口 D 

1 S 1 

、岳し" J -, 地 - tl-y —— 



-4 


±0 +3 


左か6-4、-3’..±0’..+2、+3の8段階で設 
定ずることができまず。 


•「 BJ 、 ITJ を切り換えるには 

手順2、3の間に SOUND を2秒政 
上押す。 

•「 S 1 J 、「 S 2 J を切り換えるには 

手順2、3の間に SOUND を短く巧 
す。 


4 ■を巧して決定ずる。 

設定び登録され、再生表示に戻0ま 
す。 


設定を解除ずるには 

• 本体では 

手順3でに OUND OFF 」 を選びま 
す。 

• リモコンでは 

手順1で何も表示されない状態を選び 
ます。 

ぐ 

•設定は、パーソナルディスク><モリ ーに 登 
録することびできます （68 ページ)。 

•約日分間操作をしないと、設定び登録さ 
れ、再生表示に戻ります。 


ごま意 

• り / LINE OUT 出力 （「AUDIO OUT 」） の設 
定び 、 「LINE OUT 」 になっていると、デジ 
タルサウンドプ I 」セツトで設定した音質の 
選択びでさな<なります。そのとさは、 
0 /LINE OUT の設定を 「 Headphone 」 に 
して<ださいに6ページ)。 

• デジタルサウンドプ U セツトを使っている 
とを、設定や曲によっては音び割れたり、 
ひずんだりすることびあります。そのとを 
は音質設定を変更してください。 

• 録音中にデジタルサウンドプ U セツトを切 
りかえてを、録音される音には影響はあり 
ません。 


再生願を巧える 

(スピードコントロール） 

語学学習などで再生速度を変えたいとさ 
に便利です。速度は7段階（80%〜 

110%まで5%ごと）か6還ぶことびで 
さます。 

• U モコンでのみ操作でさます。 



1 再生中に DISPLAY を2秒 W 上巧ず。 

2 回転つまみを回して 「 SPEEDJ を点 
滅させ、■を巧してミ夫定ずる。 

再生速度の設定画面になります。 
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3 回転つまみを回して再生速度を選ぶ。 

音を聞さなび5選んでください。 

力ーソルは現在の再生速度、+は再生 
速度び100% (標準速度)を表します。 


例)再生速度が元の速度の95%のとを 

-と力ーソルが交互に点滅します。 



80 % 100 % 110 % 


4 ■を巧してミ夫定ずる。 

再生速度び設定されます。 

リモコンの表示窓 



10 0%1 U 外を選んでいると 「 S 」 が点灯しまず。 


本体の表示窓 

100%じけ巧選んでいると 「 S 」 が点口しまず。 



設定は、パーソナルディスクメモ U - に登録 
することびできます （68 ページ)。 

ごま意 

• 再生速度の設定を変えると再生される音程 
ち変わります。 

•ディスクを出し入れすると、設定は10日％ 
に戻ります（パーソナルディスク><モリー 
に登録した場合を除く）。 


巧り時おや再生位置を調 
ベる 

再生中に、表示窓で曲名-ディスク名な 
どの情報を確認でさます。グループ機能 
に関係する表示は、グループ設定された 
巧を再生中の表示です。 


ジョグダイヤル 



本化で操作ずる 

1 再生中にジョグダイヤルを巧ず。 

2 ジョグダイヤルを回して ro に PLAY 」 
を点滅さは、巧してミ夫定ずる。 

3 ジョグダイヤルを回して®認したい表 
示モードを点滅させる。 

回すたびに、表示は次にように変わり 
ます。 

LapTime (経過時間） 

♦ 

1 Remain (1 巧中の残り時間） 

♦ 

GP Remain (グループ内で再生で 
さる残り時間） 

♦ 

AIIRemain (再生できる全残り時間） 

♦ 

RecDate (録音日時） 


いろいろな再生のしかた 
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ごま意 

グループモード ON / OFF の状態や動作状態に 
より、表示び選択できないことびあります。 

4ジョグダイヤルを押してミ夫定ずる。 

©に手順3で選んだ情報び表示されま 
す。ただし、手順3で 「 LapTime 」 を 
選んだとさは、何を表示されません。 

本体の表示窓 



選んだ情報 (©) 〇 

包 

— ( LapTime ) 曲番 

経過時間 

1 Remain 

曲番 

1曲中の残り時 
間 

GP Remain 

グループ内 
の残り曲数 

グループ内で再 
生でさる鶏り時 
間 

AIIRemain 

残り曲数 

再生でをる全残 

0時間 

RecDate 

録音年月曰 

録音時刻 


U モコンで操作ずる 

1再生中に DISPLAY を f 甲ず。 

押すたびに、表示は次のよラに変わり 
ます。 

リモコンの表示窓 



表示©/© 

巧蚕/経過時間 1 > 


曲蚕/曲名 


グループ巧の全曲数/グループ名 


全曲数/ディスク名 


一/録音した時刻 

いなま/経過時間に切り換わる前に、一時的に再を 
巧の録音モードに9ページ）び表示されます。 



ごま意 

グループモード ON / OFF の状態や動作状態、 
設定状況により、表示び異なることびありま 
す。 


ごま意 

グループモード ON / OFF の状態や動作状態、 
設定状況により、表示び選択でをない、また 
は異なることびありまず。 


ぐ 

U モコン表示は本体表示と異なります。 U モ 
コン表示については、次の「リモコンで操作 
する」をご覧ください。 


ぐ 

• 録音または停止中の表示については、35ぺ 
ージの r 録音巧能な時間を調べる」をご覧く 
ださい。 

. 本体表示は U モコン表示と異なります。本 
体表示については4日ページの「本体で操作 
する」をご覧ください。 
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お手持ちのシステムで聞 

く (LINE OUT ) 

本機の再生音を、他のオーディオ機器で 
聞いたり録音した0することびでさま 
す。別売りの接続コード RK - G 129 また 
は RK - G 136 を打 / LINE OUT ジャックに 
つなざます。出力はアナ□グです。本機 
はデジタルち式で再生しますび、つない 
だ機器にはアナ□グ信号で送5れます。 


本磯の打 / LINE OUT ジャックに別売り 
の接続コードをつないでか5次の操作を 
巧って、 0/ UNEOUT 出力 （「AUDIO 
OUT 」） の設定をする必要びあります。 

I ジョグダイヤルを f 甲ず。 

とジョグダイヤルを回して 「AUDIO 
OUTJ を点滅させ、巧して決定ず 
る。 

ジョグダイヤルを回して 、 「LINE 
OUTJ を点滅させ、巧して決定ず 



ステレオ S 二 
ジャック 


ピンジャック 




Aj 。 

付属の U モコン付きへッドホンをつないで 
いるときは、 n/LINE OUT 出力 （「AUDIO 
OUTJ ) の設定を 「LINE OUTJ にすること 
びでをません。 

へッドホンを直接本体につなぐときは、手 
順3で O / LINEOUT 出力 （「AUDIO 
OUTJ ) の設定を 「 Headphone 」 にしてく 
ださい。 


™ いろいろな再生のしかた 
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• グループるをつけるとき： 

グループモードを ON にし （38 ペー 
ジ)、名前をつけたいグループの中 
の巧の再生または録音を開始し、 
再生-録音中に名前をつける。 

• ディスクるをつけるとさ： 

停止中または録音中に名前をつけ 
る。 

グループ設定してあるディスクの 
場合はグループ モー ドを ON にする 
(38 ページ)。 

2ジョグダイヤルを巧ず。 

3ジョグダイヤルを回して 「 EDITJ を 
点滅させ、巧して決定ずる。 

4ジョグダイヤルを回して次の表示を点 
滅をせ、押して決定ずる。 

• 巧るをつけるとさ： 

「ぶ： Name 」 

• グループるをつけるとさ： 

「り： Name 」 

• ディスクるをつけるとさ： 

「〇 : Name 」 

カーソルび 入カエ U アで 点滅し、艾字 
の入力状態にな0ます。 

カーソルが点滅する 



グループ機能を使って録音したディスクに 
名前をつけるとさは、グループ設定情報を 
誤って書を換えてしまわないよラに、グル 
ープ機能を働かせた状態でディスク名をつ 
けてください。 

ディスク名やグループ名に rabc // def 」 の 
よラに「//」を文字の間に入れると、グルー 
プ機能び使えな<なる場合びありますので 
ご注意ください。 

付属の U モコンで漢きを表示することはで 
去ますび、漢字で名前をつけることはでき 
ません 。 OpenMG Jukebox を使うと、漢 
字の入力びでさます。 


集中コント□ール 
キ ー(■■/■/!◄◄/ - 
►«/►) 


ジョグダイヤル 


GROUP / 

-CANCEL 


VOLUME 
+/- - 


■ DISPLAY 
- PLAY MODE 


回乾つまみ 



名前をつける 

本化で操作ずる 

1 ディスクを入れ、巧の操作を行ラ。 

• 曲名をつけるとさ： 

名前をつけたい曲の再生または録 
音を開始し、曲の再生•録音中に 
名前をつける。 


編集ずる 





6 集中コント□—ルキーで文字を選び、 
►-を巧して決定ずる。 

艾字パレットで選んだ艾字び入カエ U 
アに表示され、次の艾字位置でカーソ 
ルび点滅します。 


次の位置で点滅ずる 


アイウエオカキクケ 

マミムメモヤユヨラ_ ^ 

艾字入力に使ラボタンと機能は次の通 
0です。 


機能り 

操作 

文字パレット上で 

• 集中コント□ールキー 

カーソルを移動す 

を巧す/倒す。 

る。 

も t 上 

■ CHG ち 

下 ♦ 

• ジョグダイヤルを回す 


(上下移動のみ） 2 >。 

入カエ I 」アで直接 

ジョグダイヤルを回す。 

文字を選ぶ。 


文字を決定する。 

• ►-を巧す。 


• ジョグダイヤルを巧す。 

力ーソルを入カエ U ■側に倒す。 

ァから夕字パレット 

に戻ず。 


カーソルを文字パ 
レットから入カエ 

CANCEL を巧す。 

U アに戻す。 


名前を確定する。 

►-またはジョグダイヤル 
を2砂じ(上押したままにす 


る。 

カーソルの前に1 
文字分の空白を入 

VOLUME +を押す。 

れる。 


カーソル上の文字 

VOLUME - を巧す。 

を削除する。 



カーソル上の夕字 T MARK を巧す。 

に濁点、半濁点を 

つける。 

記号：、-、/を表 T MARK を巧す。 

示させる。 

文字入力をやめる。カーソルび入カエ I 」アの 
とき、 CANCEL 娜 
す。 

リボタンの磯能はカーソルが入カエ1」アにあるとを 
と、文字パレットにあるとをで異なることびあり 
ます。 

2) ネームバンクによく使ラ言葉を登録した場合は、 
全ての文字び表示された後に表示されます （52 
ぺージ)。 

7 手順6をくり返してる前をつける。 

8 ジョグダイヤルを2秒1ソ上巧したまま 
にずる。 

名前げ入力されます。 

リモコンで操作ずる 

1 ディスクを入れ、次の操作を行ラ。 

• 曲名をつけるとさ： 

名前をつけたい曲の再生または録音を開始 
し、曲の再生-録音中に名前をつける。 

• グループ名をつけるとを： 

グループモードを ON にし （39 ページ)、 
名前をつけたいグループの中の曲の再生 
または録音を開始し、再生•録音中に名 
前をつける。 

• ディスク名をつけるとさ： 

停止中または録音中に名前をつける。 
グループ設定してあるディスクの場合はグ 
ループモードを ON にする （39 ページ)。 

2 D に PLAY を2秒政上巧したままにする。 

3 回乾つまみを回して 「 EDIT 」 を点滅させ、 
■を押して決定する。 

4 回転つまみを回して次の表示を点滅させ、 
押して決定する。 

• 曲名をつけるとき ： 「Track Name 」 

• グループ名をつけるとを ： 「Group 
Name 」 

• ディスク名をつけるとき ： 「Disc Name 」 
カーソルび点滅し、文字の入力状態になり 
ます。 
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ごま意 

•録言中に曲名、グループ名、ディスク名を 
入力している途中で録音び終了した場を 
や、録音中に曲名入力をしている途中で;欠 
の曲び始まった場合は、それまでの入力び 
記録されます。 

•「 LP :」 をつけて MDLP 録音をした曲ま 
に9ページ)、曲の頭に CLP :」 びついていま 
す。 

•市販のソフトに名前をつけたり、書き換え 
たりすることはでをません。 

ク 

入力した名前やそこに使われている言葉を 

r ネームバンク」ほ2ページ）に登録でさま 

す。登録した言葉は、名前の入力中にネーム 

バンクから呼び出して入力に利用でをます 

(日4、日日ページ)。 

名前を変更ずる 


本化で操作ずる 

1 ディスクを入れ、次の操作を巧ラ。 

• 巧るを変更ずるとを： 

名前を変更したい巧を再生し、巧 
の再生中に名前を変更する。 

• グループるを変更ずるとを： 

グループモードを ON にし （38 ペー 
ジ)、名前を変更したいグループの 
中の巧の再生または録音を開始し、 
再生-録音中に名前を変える。 

• ディスクるを変更ずるとを： 

停止中または録音中に名前をつけ 
る。 

グループ設定してあるディスクの 
場合はグループモードを ON にする 
(38 ページ)。 

2 r る前をつける J の「本体で操作ずる」 

(49 ぺージ）の手順 2 〜 4 を巧って、変 
要したいち前を表示させる。 

:夕ぺージへつづ< 51 


5 回輯つまみを回して文字を選び、■を巧し 
て決定する。 


選んだ文字び点灯して決定します。決定し 
た次の文字位置でカーソルび点滅します。 

巧の位置でカーソルび点滅ずる。 



文字入力に使ラボタンと機能は次の通りで 
ず。 


機能_操作_ 

カナ-•■アルフ ァベッ I •• ■■を巧す。 

数字と記号^よく使う言 

葉*の順に切り換える。 

文字カーソルをちちに移回転つまみを引を、 
動する。 回す （ VOL +/— )。 

文字を1文字ずつ変え 回乾つまみを回す 
る。 （…/►►►〇。 

カタカナ入力時に 回輯つまみを2砂切 

r ア」一「力」一「ヴ」一上回したままにする 
「夕」の順に文字び選べ /►►►!) 。 

る。 

力ーソルの前に1文字分 D に PLAY を巧す。 
の空白を入れる。 

文字入力をやめる。 D に PLAY を2砂じよ 

上巧す。 

カーソル上の文字を削除 PLAY MODE を巧 
3る。 す。 

* よく使う言葉を登録した場合、ネームバンクに登録 
した言葉び表おされまず （52 ぺージ)。 

6 手順日を繰り返して名前をつける。 

7 ■を2秒政上巧したままにする。 

透中でやめるとまは 

• 本体では 

CANCEL を押します。 

「 CANCEL ?」、「 PushENTER 」 が表 
示された5ジョグダイヤルまたは 
を押します。 

• U モつンでは 

D に PLAY を2秒じ(上押したままにし 
ます。 


編集ずる 
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3 r ち前をつける j の「本体で操作ずる J 
(49、50ベージ）の手順5~8を行つ 
て、変更したい名前を入力ずる。 

リモコンで操作ずる 

1 ディスクを入れ、巧の操作を行ラ。 

• 曲名を変更するとを： 

名前を変更したい曲を再生し、曲の再生 
中に名前を変更する。 

• グループ名を変更するとき： 

グループモードを ON にし （39 ページ)、 
名前を変更したいグループの中の曲の再 
生または録音を開始し、再生•録音中に 
名前を変える。 

• ディスク名を変更するとき： 

停止中または録音中に名前をつける。 
グループ設定してあるディスクの場合は 
グループモードを ON にする （39 ぺ一 
ジ)。 

2 r 名前をつける」の 「U モコンで操作する」 

(日〇ぺージ）の刮眞2〜4を行って、変更し 
たい名前を表示させる。 

3 r 名前をつける」の P」 モコンで操作する」 

(日1ぺージ）の刮眞日〜8を行って、変更し 
たい名前を入力する。 

途中でやめるとさは 

• 本体では 

CANCEL を}甲します 
「CANCEL?」 と [PushENTERJ び表 
示されたらジョグダイヤルまたは►-を 
押します。 

• リモコンでは 

DISPLAY を2秒！; LL 巧したままにし 
ます。 

ごま意 

• カナ入力したタイトルを、カナ表示に対応 
していないミニディスク機器で表示させる 
と、□ーマ字表記になります。その際、先 
頭と最後に「’」びつさます。 

• 他の機器でつけた20日文字し^上の曲名やグ 
ループ名、ディスク名を、本機で書き換え 
ることはでさません。 


よく使ラ言票を登録する 

(ネームパンク機能） 

巧名-グループ名-ディスク名によく使 
う言葉を登録できます。登録した言葉 
は、その一部または全部を使って、曲名 
などをつけるときに利用します（「登録 
した言葉を呼び出して使ラ」 （54 ペー 
ジ)。10又:字程度の艾字数の言葉の場 
合、約25種類登録できます（最大約400 
艾字)。艾字数によって、登録でをる言 
葉の種類の数は異なります。 

end 集中コント □— 




登録ずる 

登録のちまは3通りあります。 

• 巧るなど入力中に登録ずる： 

「名前をつける」 （49 ページ）で曲名な 
どの入力中に言葉を登録します。 

• ずでに入力した m るなどの言票を登録 
ずる： 

「名前をつける」 （49 ページ）で入力し 
た曲名などを登録します。 




• あ目かじめ登録しておく； 

よく使う言葉を登録しておきます。曲 
名などをつけるときに登録した言葉 
を呼び出して利用でさます。 

♦曲ちなど入力中に登録する 
本巧で操作ずる 

1 r 名前をつける J (49 ぺージ)の手順1〜 
7を巧って、夕字を入力ずる。 

2 CANCEL を巧ず。 

カーソルび 入カエ U アに戻0ます。 

3 END SAECH を約2秒間押したまま 
にずる。 

「Entry!」 と表示され、力ーソルのあ 
る位置の直前までの言葉び登録されま 
す。 

4 る前の入力を続けるときは「名前をつ 
ける J (49 ぺージ）の手順5〜8を巧 
ラ。 

U モコンで操作ずる 

1 「名前をつける」の 「リ モコンで操作する」 

ほ0ページ）の手順1〜目を行って文字を入 
力する。 

2 登録したい言葉を入力し、》を約2秒間巧し 
たままにする。 

3 名前の入力を続けるときは、「名前をつけ 
る」の nj モコンで操作する」（日1ページ） 

の手順5〜7を行ラ。 

♦すでに入力した巧ちなどの言裏 
を登録する 

本巧で操作ずる 

1 「名前を変更ずる J (51 ベージ）の手順 
1、2を巧って登録したい言裏を表示 
ずる。 


2 \«/»\を押して登録したい言票の 
直後にカーソルを移動ずる。 

3 END SEARCH を約2秒間押したま 

まにずる。 

リモコンで操作ずる 

1 r 名前を変更する」の 「U モコンで操作する」 
(日2ページ）の手順1、2を行って登録した 
い言葉を表示する。 

2 回転つまみを引を、動かして登録したい言 
葉の直後にカーソルを移動する。 

3 H を約2秒間巧したままにする。 

♦お5かじめ登録する 
本体で操作ずる 

1 ジョグダイヤルを巧ず。 

2 ジョグダイヤルを回して 「 EDITJ を 
点滅させ、巧してミ夫定ずる。 

3 ジョグダイヤルを回して 「Name 
Bank 」 を点滅さは、巧してミ夫定ず 
る。 

4 登録したい言裏を入力し、ジョグダイ 
ヤルを約2巧間巧したままにずる。 

「Entry!」 と表示され、入力した言葉 
び登録されます。 

U モコンで操作ずる 

1 DISPLAY を2砂間押す。 

2 回転つまみを回して 「EDIT」 を点滅させ、 
■を押して決定ずる。 

3 回転つまみを回して 「Name Bank」 を点 
滅させ、■を押して決定する。 

4 登録したい言葉を入力し、■を約2砂間押し 
たままにする。 


I 麵ずる 
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途中でやめるとさは 

• 本体では 

CANCEL を巧します。 

「CANCEL?」、「PushENTER」 が表 
示された5ジョグダイヤルを押しま 
す。 

• リモコンでは 

DISPLAY を2秒！; LL 巧したままにし 
ます。 


4 ジョグダイヤルを回して目的の言票を 
探ず。 

回すたび、登録済みの言葉び順に1つ 
づつ表示されます。 

5 目的の言票が表示された5、ジョグダ 
イヤルを巧して決定ずる。 

選んだ言葉び入カエI」アに移動し、点 
灯します。 


ごを意 

この方法で文字を入力中は、ネームバンクに 
登録してある言葉を呼び出して利巧すること 
はで去ません。 

登録した言葉を呼び出し 
て使う 

言葉を呼び出して使ラ方法は2通りあり 
ます。 

• 言票で探して使ラ： 

登録済みの言葉を探して®名などをつ 
けるときに使います。 

• 先頭夕字で探して使ラ； 

登録済みの言葉を先頭艾字で探して曲 
名などをつけるときに使います。 

♦言黃で探して使ラ 
本体で操作ずる 

1 「名前をつける J (49 ページ）の手順 
1〜4を巧ラ。 

艾字の入力状態になります。 

2 END SEARCH を f 甲して登録した言 
票を表示させる。 

3 ■側に剧して力ーソルを夕字パレット 
に移ず。 


6 ジョグダイヤルを2杖んソ上巧したまま 
にずる。 

7 を前の入力を続けるときは、「る前をつ 
ける」 （49 ぺージ)の手順5〜8を巧う。 

リモコンで操作ずる 

1 r 名前をつける」の「リモコンで操作する」 
(日日ぺージ）の手順1〜日を行う。 

文字の入力状態になります。 

2 ■■をくり返し巧して登録した言葉を表おさ 
せる。 

3 回乾つまみを回して目的の言葉を探す。 

回すたび、登録済みの言葉び順に1つずつ 
表示されます。 

4 目的の言葉び表示されたら、■を巧して決 
定する。 

選んだ言葉び決定します。 

5名前の入力を続けるとさは、 r 名前をつけ 
る」の「|」モコンで操作する」（日1ページ） 
手順6、7を行う。 

♦巧巧义字で探して使う 
本体で操作ずる 

1 「ち前をつける」（49ぺージ)の手順1~ 
5を?？ラ。 

2 ジョグダイヤルを回し、呼び出したい 
言票の1で宇目を点滅させる 
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END SEARCH を巧して検索ずる。 





4 ■側に側して カーソルを 夕字パレット 
に移ず。 

5 ジョグダイヤルを回して選びたい言票 
を点;域させ、押してミ夫定ずる。 

選んだ言葉び入カエ U アに移動し、点 
灯します。 

6 ジョグダイヤルを約2杖; W 上巧したま 
まにずる。 

選んだ言葉び登録されまず。 

7 る前の入力を続けるときは、 r 名前をつ 
ける」 （49 ぺージ）の手順5〜8を巧ラ。 

U モコンで操作ずる 

1 「名前をつける」の 「u モコンで操作ずる」 
ほ〇ぺージ）の手順1〜日を行う。 

2 曲名またはグループ名、ディスク名の入力 
中（日日ページ）に回転つまみを回して、呼 
び出したい言葉の1文字目を点滅させる。 

3 ■■をくり返し押して検索する。 

該当する文字び表示されたり、回転つまみ 
を ►^►►1 側に回すと登録済みの言葉び1つ 
づつ表示されます。 

4 入力したい言葉び表示されたら、■を巧し 
て決定する。 

5 ■を約2砂じし b 押したままにする。 

選んだ言葉び登録されます。 

6 名前の入力を続けるときは、「名前をつけ 
る」の 「IJ モコンで操作する」ほ1ページ） 

の手順日〜7を行う。 

透中でやめるとまは 

• 本体では 

CANCEL を押します。 

「 CANCEL?」、[PushENTERJ び表 
示されたらジョ グダイヤ J レを押しま 
す。 

• U モつンでは 

D に PLAY を2秒じ(上押したままにし 
ます。 


登録した言裏を削除ずる 

本体で操作ずる 

1 停止中にジョグダイヤルを}甲ず。 

2 ジョグダイヤルを回して 「 EDITJ を 
点滅させ、巧して決定ずる。 

3 ジョグダイヤルを回して 
FBankEraseJ を点滅させ、巧してミ夫 
定ずる。 

■ 

4 ジョグダイヤルを回して削除したい言編 
票を点滅させ、巧して巧定ずる。 * 

「 Erase !」 と表示され、言葉び削除さ | 
れます。 

リモコンで操作ずる 

1 停止中に D に PLAY を2がに(上押す。 

2 「EDIT」 を点滅させ、■を押してミ夫定する。 

3 回転つまみを回して 「BankErase」 を点滅 
させ、■を巧して決定する。 

4 回転つまみを回して削除したい言葉を選 
び、■を巧して決定する。 

透中でやめるとまは 

• 本体では 

CANCEL を押します。 

「 CANCEL?」、[PushENTERJ び表 
示された5ジョグダイヤ J レを押しま 
す。 

• U モつンでは 

D に PLAY を2秒じ(上巧したままにし 
ます。 
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ごま意 

1枚のディスク内の曲名、ディスク名の合計 
び本機の最大入力文字数を超えている場合 
は、グループ設定はでをません。 



本化で操作ずる 

1 GROUP を2秒 W 上巧して、グループ 
モードを ON にずる。 

2 停止中にジョグダイヤルを f 甲ず。 

3 ジョグダイヤルを回して 「 EDITJ を 
点滅させ、巧してミ夫定ずる。 

4 ジョグダイヤルを回して「ご]: Set 」 
を点滅させ、巧して決定ずる。 

STR (先頭の巧）の曲番び点滅しま 
す。 


巧やグループを1つのグ 
ループにまとめる 

(グループ設定） 

すでに録音してある巧をグループにまと 
めたり、複数のグループを]つのグルー 
プにまとめることびでさます。 

ただし、まとめることびでをるのは連続 
している巧（またはグループ)のみです。 
連続していない巧（またはグループ)をま 
とめたい場合は、曲順またはグループの 
順番を並べかえて (58 ページ)、まとめた 
し、曲やグループを連続させてか5巧って 
<ださし、。 

グループ モー ド ON と OFF では次のよラ 
に操作び違いまず。 

グループ モー ド ON : 

• 複数のグループを1つにする。 

• グループに含まれない曲をグループに 
入れる。 

グループ モー ド OFF : 

擅数の巧を1つのグループにずる。 


ここでは、グループモード ON 時の操作 
の説明をします。 


_I 

r グル-プ 1 

巧 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

1〜3 曲を 1 つの 
グループにする 

r グル-プ n 

♦ 

複数のグループを 1 つの 
グループにする 

r グル-プ_ □ 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 


• 似、2と4、3と己〜7、4と8〜9など、連 
続していない曲番やグループなどはまとめ 
ることがでさません。 

• グループモードび ON になっていてち曲番 
はディスクの通し番号で表示されます。 
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らジョグダイヤルを回してグループの巧 
頭にしたい m を選んで点滅させ、押し 
て決定ずる。 

まとめたいグループの先頭巧び選ばれ 
ます。 

グループ モー ドび ON になっていて 
を、曲蚕はグループごとの番号ではな 
く、ディスクの通し番号で表示されま 
す。 

G ジョグダイヤルを回してグループの最 
後にしたい m を点;域させ、巧してミ夫定 
ずる。 

まとめたいグループの最終巧が選ば 
れ、グループ名を入力でさるよラにな 
0ます。 

7 グループををつける （ r 名前をつける」 
巧〇ぺージ）の手順4〜7参照)。 

U モコンで操作ずる 

1 D に PLAY を2砂政上押す。 

2 回乾つまみを回して 「 GROUP 」 を点滅さ 
せ、■を押して沫定する。 

3 回転つまみを回して 「GROUP ON 」 を点 
滅させ、■を巧して決定する。 

4 停止中に D に PLA 丫を2秒政上巧す。 

5 回転つまみを回して 「 EDIT 」 を点滅させ、 
■を巧して決定する。 

6 回転つまみを回して 「Group Set 」 を点滅 
させ、■を巧して決定する。 

7 回転つまみを回してグループの先頭にした 
い曲を選んで点滅させ、■を巧して決定す 
る。 

8 回転つまみを回してグループの最樓にした 
い曲を選んで点滅させ、■を巧して決定す 
る。 

9 グループ名をつける （ r 名前をつける」ほ1 
ぺージ）の手順日〜7参照)。 


ごま意 

• 手順日では、すでにあるグループの先頭曲 
かグループ設定されていない巧しか選べま 
せん。 

• 手順6で最棲の曲を選ぶとさは、手順日で選 
んだ曲より後の曲しか選ぶことがでさませ 
ん。また、まとめたいグループの最後の曲 
は、すでにあるグループの最後の曲かグルー 
プ設定されていない曲しか選べません。 


グループを解除する 

• グループ設定されたディスクを入れて 
<ださし、。 



本体で操作ずる 

1 GROUP を2秒な上巧して、グループ 
モードを ON にずる。 

2 解除したいグループを選び、（「グルー 
プを選んで聞く」 （39 ページ)）参照） 
内容を確認ずる。 

3 ■側に削ず。 

巧ぺージへつづ< 


I 麵ずる 
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4 ジョグダイヤルを}甲ず。 

5 ジョグダイヤルを回して 「 EDITJ を 
点滅させ、巧してミ夫定ずる。 

6 ジョグダイヤルを回して 

「& : Release 」 を点滅させ、巧して 
決定ずる。 

「 Release?」、[PushENTERJ び表 
示されます。 

7 ジョグダイヤルを押してミ夫定ずる。 

グループび解除されます。 

リモコンで操作ずる 

1 DISPLAY を2秒巧す。 

2 回転つまみを回して 「 GROUP 」 を点滅さ 
せ、■を巧して決定する。 

3 回乾つまみを回して 「GROUP ON 」 を点 
滅させ、■を巧して決定する。 

4 辭除したいグループを選び、（「グループを 
選んで聞く」 （39 ページ)）参照）巧容を確 
認する。 

5 ■を巧す。 

6 D に PLAY を2秒巧す 

7 回転つまみを回して 「 EDIT 」 を点滅させ、 
■を巧して決定する。 

8 回転つまみを回して 「 GroupRelease 」 を 
点滅させ、■を巧して決定する。 
「 Release?」、「PushENTERJ び表おされ 
ます。 

9 ■を巧して決定する。 

透中でやめるとまは 

• 本体では 
CANCEL を押します。 

• IJ モつンでは 

DISPLAY を2秒し处上巧したままにし 
ます。 


曲順ををえる(ム-ブ） 

ffl を移動して、巧順を変更でさます。 


例:3巧目に曲）を 2 ffl 目に移動するとき 


田 

B 

C 

I P 

r 

I 

I 


四 

C 

B 

I D 

r 


ジョグダイヤル 



本体で操作ずる 

1 移動したい m の再生中に、ジョグダイ 
ヤルを f 甲ず。 

2 ジョグダイヤルを回して 「 EDITJ を 
点滅させ、巧して決定ずる。 

1巧 U ピート再生にな0ます。 

3 ジョグダイヤルを回して 
「ぶ： MoveJ を点滅させ、 f 甲して巧 
定ずる。 

表示窓の中段に巧蚕び点滅します。 
曲名び入力されているとさは、を 
押すと、曲名を表示させることびでき 
ます。 I ◄◄を押すと曲番に戻0ます。 
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4 ジョグダイヤルを回して、移動巧の巧 
蚕を点滅をせる。 

例では C 巧を2巧目に移動したいの 
で、ジョグダイヤルを上方向に回し 
て、表示窓の中段に「002」び点滅す 
るよラにします。 

5 ジョグダイヤルを巧して決定ずる。 

指定した位置に移動したい巧び移0ま 
す。 

U モコンで操作する 

1 移動したい曲の再生中に、 D に PLAY を2砂 
U ■(上巧す。 

2 回乾つまみを回して 「 EDIT 」 を点滅させ、 
■を押して決定する。 

1曲 U ピート再生になります。 

3 回転つまみを回して 、 「Track Move 」 を点 
滅させ、■を押して決定する。 

例では表示窓に「日日3 -003 J と表示され 
ます。 

4 回転つまみを回して、移動先の巧番を点滅 
させる。 

例では表示窓に r 日日3 -002 J と表示され 
ます。 

5 ■を押して決定する。 

指定した曲番に移動したい曲び移ります。 

透中でやめるとまは 

• 本体では 

手順4で CANCEL を押します。 

• U モつンでは 

DISPLAY ボタンを2秒 m 上押します。 

ごを意 

グループ設定してあるディスクは、グループ 
モードび ON の状態で巧順を変えてくださ 
い。グループモードび OFF のときに曲順を変 
えると、グループの構成び変わってしまラ場 
合びあります。 


別のグループに巧をち動 
する 

• グループ設定されたディスクを入れて 
<ださし、。 



本体で操作ずる 

1 GROUP を2秒む上巧して、グループ 
モードを ON にずる。 

2 移動したい m の再生中に、ジョグダイ 
ヤルを}甲ず。 

3 ジョグダイヤルを回して 「 EDITJ を 
点滅させ、巧してミ夫定ずる。 

1曲 U ピート再生になります。 

4 ジョグダイヤルを回して 
「ぶ： MoveJ を点滅させ、巧して巧 
定ずる。 

巧ぺージへつづ< 


I 麵ずる 
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らジョグダイヤルを回して移動したい場 
巧に移し、巧して決定ずる。 

U モコンで操作ずる 

1 D に PLAY を2砂し处上押す。 

2 回乾つまみを回して 「 GROUP 」 を点滅さ 
せ、■を巧して決定する。 

3 回転つまみを回して 「GROUP ON 」 を点 
滅させ、■を巧して決定する。 

4 D に PLAY を2砂政上押す。 

5 回輯つまみを回して 「 EDIT 」 を点減させ、 
■を押して決定する。 

6 回転つまみを回して 「Group Move 」 を点 
滅させ、■を巧して決定する。 

7 回乾つまみを回して移動したい場所に移 
し、■を巧して決定する。 

透中でやめるとまは 

• 本体では 

手順4で CANCEL を押します。 

• U モつンでは 

DISPLAY ボタンを2秒！; LL 押します。 


頭出しマーク(巧番)をつ 
ける 

巧の途中に頭出しマークをつけて、そこ 
から後ろを次の巧にすることがでさま 
す。曲蚕は次のよラになります。 
パソコンからチェックアウトした巧は頭 
出しマークをつけることびでさません。 



TMARK 


1 再生中または再生一時停止中に、マー 
クをつけたい位置で T MARK を f 甲ず。 

「MARK ON 」 び表示され、巧蚕び] 
つ増えます。そこか5次の巧として記 
録されます。 

ぐ 

マークをつけたい位置を探すとさは、高 
速サーチ機能を使ラと便利です。高速サーチ 
機能では曲名/曲番または経過時間を見なび 
ら探すことびでさます （38 ページ)。 

録音中にマークをつけるには 

録音（シンク n 録音を除く)中に、マー 
クをつけたい位置で T MARK を押して 
<ださい。また、オートタイムトラック 
マークを使って、一定時間おきに自動的 
にマークをつけることちでさます（デジ 
タル録音中を除く） （33 ページ)。 


編集ずる 
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頭出しマーク(曲番)を消 
す 

アナ n グ入力 （LINE IN ) やマイク入力 
で録音したとさは、静かな音び続<部分 
などに不要な頭出しマークげつくことび 
あ0ます。その場合は、頭出しマークを 
消ずと、前後の巧を1つの巧にまとめる 
ことびできます。巧番は次のよラになり 
ます。 

パソコンか5チェックアウトした巧は頭 
出しマークを消ずことびでさません。 


の 

2 I 3 

田 

こ 


▲ 

マークを消す 

四 

I _ 2 _ I 

I 3 

r 


曲まが1つ減る 


集中コント □ —ルキ ー( H / W ) 



1 巧蚕を消したい m を再生し、■■側に剧 
して再生一時停止にずる。 

21◄◄を巧して m の先頭 (00:00) にす 
る。 

例えば、2曲目と3曲目をつなぎたい 
とさは、3曲目の先頭にします。 
「 MARK 」 び2秒間表示されます。 

3 T MARK を巧ず。 

「 MARKOFF 」 び表示され、指定し 
た曲が前の曲につなびります。 


ぐ 

録音曰時や曲名は、つないだ2曲の1曲目のち 

のになります。 

ご注意 

• グループモード OFF 時に別々のグループに 
属する連続した2つの曲をつなぐと、前の 
曲び属するグループに登録されます。ま 
た、連続した、グループ登録された曲とさ 
れていない曲をつなぐと、渡ろの曲は前の 
曲の属性と同じになります。 

• システム上の制約により、頭出しマークび 
消せない場をびあります。その場合は「シ 
ステム上の制約による症状と原因」 （75 ペー 
ジ）をご覧ください。 


巧を消す 

ごま意 

パソコンからチェックアウトした曲は消せま 
せん。グループやディスクごと消す場含ち、 
チェックアウトした曲び、1曲でも含まれて 
いると消すことびでさません 。 OpenMG 
Jukebox にチェックインしてください。 
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1 曲を消ず 

一度消した ffi は元に戻ずことがでをませ 
ん。消ず前に、巧の巧客をよく確認して 
<ださい。 

本体で操作ずる 

1 消したい巧の再生中にジョグダイヤル 
を押ず。 

2 ジョグダイヤルを回して 「 EDITJ を 
点滅させ、巧して決定ずる。 

3 ジョグダイヤルを回して 
「ぶ： Erase 」 を点滅させ、巧して巧 
定ずる。 

表示窓に曲名（または曲番）と 
「Erase 0 K ?」、「 PushENTER 」 び表 
示されます。 

4 ジョグダイヤルを巧して決定ずる。 

巧び消去され、次の巧の再生にな0ま 
す。消した巧よ0後の曲番は1つずつ 
く 0上び0ます。 

リモコンで操作ずる 

1 消したい曲の再生中に D に PLAY を2砂政上 
巧す。 

2 回転つまみを回して 「 EDIT 」 を点滅させ、 
■を押して決定する。 

3 回転つまみを回して 「Track Erase 」 を点 
滅させ、■を巧して決定する。 

「Erase OK?」、fPushEnterJ び表示され 
ます。 

4 ■を押して決定する。 


巧の一部分を消ずには 

無音部分など不要な部分だけを消したい 
とさは、不要な部分の始ま0と終わ0に 
頭出しマークをつけて （61 ページ)、そ 
の部分を消してください。 

途中でやめるとまは 

• 本体では 

手順3で CANCEL 封甲します。 

• U モ3ンでは 

DISPLAY ボタンを2秒 m 上押します。 

全曲を消ず 

ディスク上の全ての®を消します。 

一度消したディスクは元に戻ずことがで 
をません。必ずディスクの内容を確認し 
てか5巧ってください。 

1 消したいディスクを再生し、ディスク 
の内容を確認ずる。 

2 ■側に倒ず。 

3 停止中に、ジョグダイヤルを押ず。 

4 ジョグダイヤルを回して 「 EDITJ を 
点滅させ、巧して決定ずる。 

5 ジョグダイヤルを回して、 

「〇 : EraseJ を点滅させ、押して 
ミ夫定ずる。 

表示窓にディスク名と 
「 AIIErase?」、[PushENTERJ び表 
示されます。 

6 ジョグダイヤルを f 甲して決定ずる。 

「TOC Edit 」 表示び点滅し、全曲げ消 
去されまず。消去び終わると 
[BLANK DISC 」 び点滅し、 

「00 : 00」と表示されます。 


I 麵ずる 
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途中でやめるとまは 

• 本体では 

手順日で CANCEL を押します。 

• リモコンでは 

D に PLAY ボタンを2秒];(上押します。 


逸中でやめるとまは 

• 本体では 

手順6で CANCEL 封甲します。 

• リモコンでは 

D に PLAY ボタンを2秒じ(上押します。 


グループ ごと消ず 

グループちとグループ内の全ての巧を消 
去しまず。 

一度消したグループは元に戻ずことがで 
をません。必ずグループの内容を確認し 
てか5巧ってください。 

1 GROUP ポタンを2秒 L ソ上巧し、グル 
ープモードを ON にずる。 

2 削除したいグループを選び(「グループ 
を選んで聞く」 （39 ページ)）、巧客を 
確認ずる。 

3 ■側に剧ず。 

4 停止中にジョグダイヤルを巧ず。 

5 ジョグダイヤルを回して 「 EDITJ を 
点滅さだ、巧してミ夫定ずる。 

6 ジョグダイヤルを回し「亡！： Erase 」 
を点滅させ、巧して巧定ずる。 

表示窓にグループちとに P Erase ?」 
び点打し、 「 PushENTER 」 び点滅し 
ます。 

7 ジョグダイヤルを巧してミ夫定ずる。 

グループび削除されます。 
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タイマーを使ラ 


(メ □ディタイマー） 

電車などで乗り越しを防いだりするのに 
便利です。3種類のタイマーを設定する 
ことびでさます。タイマーび鳴るまでの 
時間は1分から99分の間で設定すること 
びでさます。 


ジョグダイヤル 



本巧で操作ずる 

1 停止中、再生中、再生一時停止中にジ 
ョグダイヤルを押ず。 

2 ジョグダイヤルを回して rM-TIMERJ 
を点;域させ、押してミ夫定ずる。 

3 ジョグダイヤルを回して roNj を点 
滅させ、押して決定ずる。 

(( •，め';点灯し、音の種類を設定でさるよ 
ラにな0ます。 


での時間を選ぶ。 

「 ON 好， ] 

TIMER,.], 

い I ME ミ / 照 :- 

ジョグダイヤルを回すたび、 
「 TIME :01」 か5 「 TIME :99」（1 分か 
599分）までび表示され、1分刻みで 
設定することびでさます。 

6 ジョグダイヤルを巧してミ夫定ずる。 

方□ディタイマーび設定されます。 
停止中は音び鳴るまでの時間び表示さ 
れます。 

U モコンで操作ずる 

1 停止中、再生中、再生一時停止中に 
D に PLAY を2秒む上 f 甲ず。 

2 回転つまみを回して 「Melody Timed 
を点;域させ、■を f 甲してミ夫定ずる。 

3 回転つまみを回して roNj を点滅を 
せ、■を巧してミ夫定ずる。 

的が点'なし、音の種類を設定でさるよ 
ラにな0ます。 


4 ジョグダイヤルを回して、音の種類を 
選び、巧して決定ずる。 


音の種類は次の3種類か5選ぶことび 
でさます。 


表示 

音の種類 

TIMER 1 

メ□デイ（ベー!-ーベン第 9) 

TIMER 2 

メ□デイ （Over the rainbow ) 

TIMERS 

メ□デイ（さらさら星変奏曲） 


らジョグダイヤルを回して、音び鳴るま^ 


1111111111 ON 

「年 fR 斬占 
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4 回聞つまみを回して、音の種類を選 
び、■を f 甲して決定ずる。 


言'. ' 。 ' コ ''TIMER 1_ M 

音の種類については「本体で操作す 
る」の手順4をご賣ください。 

ら回転つまみを回して音が幅るまでの時 
間を選ぶ。 


營な 7; 歴 :01 


回転つまみを回すたび 、 niMEiOU 
か日 rTIME :99 J (1 分か599分）ま 
でび表示され、1分刻みで設定するこ 
とびでさます。 

6 ■を f 甲してミ夫定ずる。 

メ□ディタイマーび設定されます。 
停止中は音げ鳴るまでの時間び表おさ 
れます。 

再を中に残日時間をお認ずるには 

本体では手順3までを、リモコンでは手 
順4までをちラー度行ってください。音 
が鳴るまでの時間び表示されます。確認 
び終わった5、本体では CANCEL を、 

U モコンでは DISPLAY を2秒じ(上巧し 
て < ださい。 


モ約を解除ずるには 

手順3で 「 OFF 」 を選び、本体ではジョ 

グダイヤルを、 U モコンでは■を押しま 

す。 

タイマーの音を止めるには 

いずれかのボタンを押します。ボタンを 

押すと、音は止まりますび、そのボタン 

本来の機能は働さません。 

ぐ 

• 手順3で操作を終了ずると前回と同じ設定 
でタイマーび設定されます。 

• タイマーの音は1分間鳴り、その後は設定び 
辭除されます。停止中に音び鳴り終わると、 
約1日砂で電源び切れます。再生中に音び鳴 
り終わると、そのまま再生び続をます。 

ごま意 

• 録音を開始すると、設定は辭除されます。 

• 手順3で rON 」 を選んだ時点で、タイマー 
はカウントを始めます。また、手順日で音 
び鳴るまでの時間を変更した時点で、カウ 
ントをやり直します。 


途中でやめるとまは 

• 本体では 

CANCEL を押します。 

• リモコンでは 

DISPLAY を2秒しん L 巧します。 
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カナ•漢字で登録された 
巧のタイトルを見る 

ミニディスクには、のよラな艾字を 
登録することびでさる2つの異なる領域 
びあ0ます。 

® 半角艾字領域 

(カタカナ、アルファベット、数字、 
記号入力可能） 

@全角文字領域 

(漢宇、ひ5がな、カタカナ、アル 
ファベット、数字、記号入力可能） 

本機に付属のリモコンでは、 UTF のよう 
に表示方法の選択をすることびでさま 
す。半角艾字領域で登録された艾字わ全 
角艾字領域で登録された艾字ち、付属の 
リモコンでは、全角艾字で表示されま 
す。 

ごま意 

本体または U モコンで漢字を入力することは 
で去ません 。 OpenMG Jukebox を使って 
入力して < ださい。 

• カナ漢字交互（お買い上げ時の設定） 
タイトル/アーティスト名び全角で字 
領域と半角艾字領域に登録されたディ 
スクを再生したとさ、 U モコン表示窓、 
に全角で字領域に登録された艾字びは 
じめに表示されます。その撥半角で字 
領域に登録された艾字び表示されま 
す。 

タイトル名を全角艾字領域に登録し、 
アーティスト名を半角艾字領域に登録 
したディスクを再生するときなどに便 
利です。 

艾字数び多い場合は、 U モコン表示窓 
に横にで字び流れます。（スク□ール） 


• 漢字優先 

タイトル/アーティスト名び全角艾字 
領域と半角艾字領域に登録されたディ 
スクを再生したとき、リモコン表示窓 
に全角艾字領域に登録された艾字のみ 
が表示されます。 

ただし、半角艾字領域のみに登録され 
たディスクを再生した場合は、半角艾 
字領域に登録された又字のみび表示さ 
れます。 



1 DISPLAY を2秒む上押ず。 

2 回転つまみを回して 「 OPTIONJ を点 
滅をせ、■を巧して巧定ずる。 

3 回転つまみを回して「漢字方式還巧」 
を点滅させ、■を巧してミ夫定ずる。 

4 回転つまみを回して「カナ漢字交互」 
または r 漢字區巧 J を点滅させ、■を 
巧してミモ定ずる。 


™ その他の機能 
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ディスクごとに設定を記 

憶する(パ—ソナルディスクメ 
モト） 

ディスクの設定情報を本体に登録しま 
す。一度登録したディスクを再度入れな 
おずと、設定情報は自動的に呼び出され 
ます。次の設定情報げ登録でさます。 

• 音量 

• 再生モード 
• グループモード 
• プ□グラム再生 

• 音質（デジタルサウンドプリセット） 

• 再生速度（スピードコント n —ル） 


ジョグダイヤル 



本体で操作ずる 

1 停止中、再生中、再生一時停止中に、 
ジョグダイヤルを押ず。 

2 ジョグダイヤルを回して 

「 PERSONAL 」 を点滅させ、巧して 
決定ずる。 

「 Entry ?」 び点滅します。 


\| 111111111 / 

を nti^y を 

--み 

目ドおが 

い'"： 


3 ジョグダイヤルを巧してミ夫定ずる。 

「Entry OK 」 と表示され、現在のディ 
スクの設定情報び登録されます。 

U モコンで操作する 

1 停止中、再生中、再生一時停止中に 
D に PLAY を2巧な上巧ず。 

2 回転つまみを回して 「 PERSONAL ! 
を点滅させ、■を巧してミ夫定ずる。 

「 Entry ?」 が点滅します。 

皆。 G を巧巧を _ 

3 ■を押して決定ずる。 

[Entry OK 」 と表示され、現在のディ 
スクの設定情報び登録されます。 

登録を消ずには 

• 本体では 

1 登録か5削除したいディスクを入れ、 
内容を確認する。 

2 上記手順2の後、ジョグダイがレを回 
して 「 Erase ?」 を点滅させ、押して 
決定する。 

「Erase OK 」 と表示されディスクの 
設定情報は登録か5削除されます。 

• リモコンでは 

1 登録か5削除したいディスクを入れ、 
内容を確認する。 

2 上記手順2の後、回転つまみを回して 
「 Erase ?」 を点滅させ、■を押して 
決定する。 
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確認音を消す 

本体- U モコンの確認音をそれぞれ消す 
ことびでさます。本体では、本体と U モ 
コンの確認音、リモコンではリモコンの 
みの確認音を消すことびできます。 

ジョグダイヤル 



本体で操作ずる 

1 ジョグダイヤルを}甲ず。 

2 ジョグダイヤルを回して 「 OPTION 」 
を点滅させ、巧して決定ずる。 

3 ジョグダイヤルを回して 「 BEEPJ を 
点滅させ、巧してミ夫定ずる。 

4 ジョグダイヤルを回して 「MAIN 
UNIT 」 または 「 REMOTEJ を点滅さ 
せ、押してミ夫定ずる。 

MAIN UNIT :本体の確認音 
REMOTE : U モコンの確認音 

5 ジョグダイヤルを回して 「BEEP 
OFFJ を点滅させ、巧して決定ず 
る。 


U モコンで操作ずる 

1 D に PLAY ボタンを2秒な上巧ず。 

2 回転つまみを回して 「 OPTIONJ を点 
滅させ、■を巧して巧定ずる。 

3 回転つまみを回して 「 BEEP 」 を点滅 
させ、■を巧して巧定ずる。 

4 回転つまみを回して 「BEEPOFFJ 
を点滅させ、■を巧して巧定ずる。 

巧認音が鳴るよ3にずるには 

本体では手順5で、 I 」モコンでは手順4 
で 「BEEP ON 」 を選びます。 
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表示,杳の濃淡を調節する 

(コントラスト調整） 

本体の液晶表示のコントラストを調節す 
ることびでさます。 

ジョグダイヤル 



1 停止中に本体のジョグダイヤルを}甲 
ず。 

2 ジョグダイヤルを回して 「OPTIONJ 
を点滅させ、巧してミ夫定ずる。 

3 ジョグダイヤルを回して 
「 CONTRAST 」 を点滅させ、押して 
決定ずる。 

4 ジョグダイヤルを回して表示窓の濃淡 
を選び、押して決定ずる。 

ごま意 

U モコンで本体のコントラストは調節できま 
せん。また、 U モコンの表示窓のコントラス 
卜は調節できません。 


誤操作を防ぐ(ホ—ルド） 

カバンに入れて使ラとさなどに、誤って 
ボタンび押されて動作するのを防ざま 
す。 


HOLD 




1 HOLD スイッチを一、方向にず5 
ず。 

本体の HOLD スイッチは本体の操作 
ボタンげ、 U モコンの HOLD スイツ 
チは U モコンの操作ボタンび働かなく 
な0ます。 

設定を解除ずるには 

HOLD スイッチを矢印と逆の方向にず 
5します。 


™ その他の機能 
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電源について 


家庭用電源（コンセント） u * (がに本機で 
使える電源は、の通りです。 

• 本体に入れて... 

一充電式ニッケル水素電池 
NH -14 WM 

• バッテリーケースを使って… 

一単3あアルカ U 乾電池 
録音などで長時間お使いになるときは、 
家庭用電源（コンセント）につなぐこと 
をおすすめします。 


電池の持続時間 1 > 


長時間録音するとさは、家庭巧電源（コ 
ンセント）につないで使ラことをおすす 
めします。 


録音 3 ) 


り曰 TA 2)) 


使用電池 

ステレオ LP 2 

LP 4 


ステレオ 

ステレオ 

充電式ニッ 
ケル水素電 
池 4) 

約12時間約17時間 

約21時間 

アルカリ 
乾電池 5 > 

約12時間約19時間 

約23時間 

充電式ニッ 
ケル水素電 
池 4 >+アルカ 
U 乾電池 5 > 

約30時間約43時間 

約52時間 


再を 


使用電池 

ステレオ 

LP 2 

ステレオ 

LP 4 

ステレオ 

充電式ニッ 
ケル水素電 
池 4) 

約30時間 

約3別寺間 

約42時間 

アルカリ 

乾電池 

約44時間 

約己2時間 

約62時間 

充電式ニッ 
ケル水素電 
池 4 > +アルカ 
U 乾電池 5 > 

約7別寺間 

約9日時間 

約11日 
時間 


電池持続時間は周囲の温度や使用状態、電池の種類 
により、短くなる場合びあります。 
a J 曰 TA (電子情報技術産業協会）規格による測定値 
です。 

の録音する場合には電池の消耗による失敗を防ぐた 
め、新しい乾電池または充分に充電した充電式電池 
をお使いくださし)。 

4) 充電式ニッケル水素電池 NH -14 WM ( A )、 100%巧 

電時。 

5) 日本製ソニースタ S ナアルカ I 」乾電池 LR 6( SG ) で 
測定しています。 


電池交換の目をについて 

電池び消耗すると、本体や U モコンの表 
示窓に 「 a 」 び点滅したり 、 now 
目 ATT 」 び点滅します。新しい電池と交 
換するか、充電しなおして<ださし、。 
電池残量表示は実際の残量ではな<、あ 


くまでを目安として表示しています。動 


作状況により増減することびあります。 


ご注意 

電池を交換するとさは、本体を停止してから 
交撰してください。 
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その他 


使用上のごを意 

分おしないで<ださい 

ミニディスク レコーダーに 使われている レー 
ヴーび目にあたると危険です。 

レンズに触れないで<ださい 

レンズび巧れると音飛びび起をたり、再生で 
をなくなったりする場合びあります。 

また、ほこりびつかないよラに、ディスクの 
出し入れ1^(列~はふたを必ず閉じておいてくだ 
さい。 

AC パワーアダプター（付属の USB 
ク レー ドル専用）について 

この製品には、付属の AC パワーアダプター 
(極性統一形プラグ- JEITA 規格）をご使巧く 
ださい。上記 U (がの製品を使用すると、故障 
の原因になることびあります。 

極性統一おプラグ 

AC パワーアダプターは容易に手び届くような 
電源コンセントに接続し、異常び生じた場合は 
速やかにコンセントから抜いてください。 

曰本国巧での巧電式電池の廃棄につ 
いて 

ニッケル水素電池は 、 U 
サイクルでさまず。不要 
になったニッケル水素電 
油は、金属部にセ□八ン 
テープな どの絶縁 テープ 
を貼って充電式電池 I 」ヴ 
イクル協力店へお持ちく 
ださい。 

充電式電池の回収- U サイクルおよび U サイ 
クル協力店については社団法人電池工業含 
ホームぺージ http :// www . baj . or . jp / を参照 
して < ださい。 

巧がでの巧電式電池の廃棄について 

各国の法規制にしたびって廃棄してください。 


取日巧いについて 

•落としたり、強いショックを与えたりしなし1 
で<ださい。故障の原因になります。 

• U モコンやヘッドホンのコードを強く引っぱ 
らないで < ださい。 

• :欠のよラな場所には置かないでください。 

一温度び非常に高いところ（目 crcu (上)。 
一直射曰光のあたる場所や暖房器具の近 
く。 

一窓を閉めきった自動車内（特に夏期)。 
一風呂場など湿気のをいところ。 

一 磁石、スピーカー、テレビなど磁気を帯 
びたをのの近<。 

一 ほこりのをいところ。 

• 温度び高いところ （4 日でし^上）や低いところ 
ので政下）では液晶表示び見にくくなった 
り、表示の変わりかたびゆっくりになること 
びあります。常温に戻れば元に戻ります。 

• キヤリングポーチには本体と一緒に硬いもの 
を入れないでください。塗装のはげや傷の原 
因にな0ます。 

温度上昇について 

充電中および長時間お使いになったときに、 
本体の温度び上昇することびありますび、故 
障ではありません。 

動作音について 

本機は省電力の動作方式になっています。そ 
のため、動作中は断続的に動作音びしますび 
故障ではありません。 


鎮 

N 卜 MH 


圓その他 
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ミニディスクの巧り巧いについて 

• S ニディスク自体はカート U ッジに収納さ 
れ、ゴ S や指紋を気にせず手軽に振えるよ 
ラになっています。ただし、カートリッジ 
のよごれや反りなどが誤動作の原因になる 
ことちあります。いつまでち美しい音で楽 
しめるよラに;欠のことにご注意ください。 
—ミニディスクに直接触れない 

シャッターを手で開けないでください。 
無理に開けるとこわれます。 



シャッターカートリッジ 
—持ち運ぶときや保管ずるときはケース 
に入れる 

—置さ場所について 

直射日光びあたるところなど温度の高い 
ところや湿度の高いところには置かない 
でください。また、砂おなど、ディスク 
に砂び入る可能性びあるところには放置 
しないで < ださい。 

—定期的にお手入れを 

カート IJ ッジ表面についたほこりやゴ S 
を、乾いた巧でふきとってください。 

• ディスクに付属のラベルは所定政がの位置 
に貼らないで<ださい。必ず、ラベル巧の 
<ぼみに合わせて貼ってください。 

ぺツドホンにごいて 

• 付属のへッドホンをご使巧中、肌に合わな 
いと感じたとさは早めに使用を中止して医 
師またはお客様ご相談センターに相談して 
ください。 

• 付属のへッドホンは、音量を上げすぎると 
音びがにをれます。音量を上げすぎてまわ 
りの人に迷惑にならないよラに気をつけま 
しよラ。 

雑音の多いところでは音量を上げてしまい 
がちでずび、ヘッドホンで聞<とさはいつ 
を呼びかけられて返事びでさる<らいの音 
量を目安にして < ださい。 

リモコンにごいて 

付属の U モコンは本機専巧です。また、他機 
種に付属のリモコンで、本機の操作はでをま 

74せん。 


巧電池ケースについて 

付属の乾電池ケースは本機専巧です。 

お手入れについて 

表面がミちれたとをは 

水気を少し含ませた柔らかい巧で軽くふいた 
あと、からぶきします。シンナー、ベンジ 
ン、アルコールなどは表面をいためますので 
使わないで < ださい。 

へッドホンおよびリモコンプラグのお手 
入れ 

プラグび巧れていると雑音や音切れの原因に 
なることびあります。常によい音でお聞をい 
ただくために、プラグをとをどを柔らかい 布 
でからぶきし、清潔に保ってください。 

端子のお手入れ 

定期的に各端テを綿棒ややわらかい巧などで 
されいにして < ださい。 

端子 




万一故障した場合は、内部を開けずに、テクニ 
カルインフオメーシヨンセンターまたはお買 
い上げ店、ソニーのサービス窓口にご相談くだ 
さい。（ディスクが本体に入っているときに故 
障した場合は、故障原因の早期解ミ夫のため、 
ディスクを入れたままご相談されることをお 
ずずめしまず。） 



システム上の制約による症がと原因 

ミニディスクシステムでは、従来のカセツトや DAT とは異なる方式で録音び行われま 
す。そのため、いくつかのシステム上の制約びあり、次のよラな症状び出る場合びあ 
ります。これ5は、故障ではあ0ませんので、あ5かじめご了承ください。 


症状 

原因 

最大録音可能時間 (60 分、74分、80 
分)に達していなくても 、 「TRFULU 
表示び出て録音び開始できない。 

254曲録音されるとそれ ULL の録音はでさません。 

さらに曲を追加するには、不要な曲を消して録音してくだ 
さい。 


巧数も録音時間ち余裕びあるのに、 同じディスクで録音、消去をくりかえすと、1曲のデータび 
「TR FULL 」 表示び出て、録音び止ま連続して記録されず、空いているところに分割して記録され 
る。 ることびあります。ミニディスクは、このような場合でも離 

れたデータをすばやく探し出し、順に再生します。ただし、 
分割したそれぞれのデータは曲の区切り （1 曲）と同じ扱い 
にな0、データび全部で254個になると、録音でをな<なり 
ます。さらに曲を追加するには、不要な曲を消して録音して 
<ださい。 


頭出しマーク(巧番)び消せない。 つなごラとする曲のデータびディスク上に分散し、それぞれ 

のデータの長さび12砂政下（ステレオ録音時)、24砂政下 
( LP 2 ステレオ録音、モノラル録音時）、または48秒 UTF そ 
( LP 4 ステレオ録音時）のとき、その巧の頭出しマーク（曲^ 
番）を消して前の巧とつなぐことはできない場合びありまな 
す。異なる歸音モードで録音された曲の間 ( LP 2 ステレオ録 
音された曲と LP 4 ステレオ録音された曲の間など)の頭出し 
マークは消すことびできません。 「 SORRY 」 び表示されま 
す。 


巧を消しても、ディスクの録音できるディスクの録音できる残り時間を表示するとを、12砂!;(下 
鶏り時間び増えない。 （ステレオ録音時)、24砂政下 （ LP 2 ステレオ録音、モノラ 

ル録音時)、または48秒 U (下 （ LP 4 ステレオ録音時）の部 
分は無視します。このため、短い巧を何曲消してち録音で 
さる残り時間び増えないことびあります。 


ディスクに録音した時間と残り時間の通常、録音はステレオ録音時で約2砂、 LP 2 ステレオ録音ま 
合計び、最大録音可能時間 (60 分、74たはモノラル録音時で約4砂、 LP 4 ステレオ録音時で約8秒 
分、80分)に一致しない。 を最小単位としてディスクに記録します。録音を止めたとこ 

ろでは、記録の最後の部分び実際には2秒 （4 秒または8秒） 
に満たない場合でも約2秒 （4 砂または8秒）分のスペースを 
使います。また、録音を止めた棲再び録音を始めるとさに 
は、録音を始めたところで約2砂 （4 秒または8砂）分のス 
ペースを空けて記録を始めます。これは、録音を始めるとを 
に誤って前の巧を消さないためです。このため、実際に録音 
できる時間は録音を止めるたびに、最ホ Ji 音可能時間よりち 
最大で6砂 （12 砂または24砂）短くなります。 


編集した巧を再生しなびら早送り、早再生しなびら早送り、早戻しするとをは通常より高速で再 
戻しすると、音びとざれる。 生するため、短い巧びディスク上のいろいろなところに点 

在していると、探すのに時間びかかり、音びとざれること 
びおります。 
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新しいグループび録音されない グループ情報はディスク名の領域を使って行われます。 

新しいグループを設定でをない ディスク名と曲名は同じ領域に記録され、最大文字数は 

ディスク名（グループ情報含む）と巧名合計で約1700文 
宇です。この文宇数を超えた場合、グループモードで録 
音してを新しいグループは作成されません。また、グ 
ループ言を定しよラとしてもでをません。 


チェックアウトした巧の演奏時間びパ本体とパソコンの計算誤差です。 
ソコン上の演奏時間と一致しない。 


ディスクの録音可能時間いっぱいに 
チェックアウトでさない。（例： 80分 
ディスクに対して LP 2 ステレオ録音で 
160分チェックアウトでさない。） 


通常、ディスクへの記録はステレオ録音時で約2砂、 LP 2 
ステレオ録音時で約4秒、 LP 4 ステレオ録音時で約8秒を最 
ル単位として行われます。チェックアウトした場合、曲の 
最後の部分び実際には2砂 （4 砂または8秒）に満たない場 
合でを、約2砂 （4 秒または8秒）分のスペースを使いま 
す。また、チェックアウトした場合には、曲と曲の間に約 
2秒 （4 砂または8抄）分のスペースを空けて記録を始めま 
す。これは、記録を始めるときに、誤って前の曲を消さな 
いためです。このため、実隙にチェックアウトでさる曲の 
時間は、1曲ごとに最大録音巧能時間よりも最大で6秒 
(12 秒または24砂）短くなります。 


チェックアウトした巧び消去できな チェックアウトした曲は、パソコンにチェックインして、 

い。 OpenMG Jukebox を使って消去してください。 


AC パワーアダプターで使用時、停止 USB クレードルでの充電時間を積算するために、停止後3 
後をしばらく表示窓びかすかに光って分たってから電源び切れることになっています。 

し、る。 
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巧障かな？と思った6 


サービス窓口にご相談になる前にもラー度チェックしてみてください。ご不明な点び 
あるとをは裏表紙に記載されているテクニカルインフォ;< ーションセンターへお問い 
合わせください。><ッセージー覧ほ7ページ）ち合わせてご覧<ださい。 

症げ 

原因 

処置 

，るたび開かなし） 

録音-編集中に電源をはずした0電池 
び消耗している。 

電源を入れ直し、消耗した電池は巧し 
いちのと交換する。 


チェックイン/チェックアウ ト 動作び 
完了してし'!なし'!。 

パソコンの画面からダイア n グボックス 
び消そ、本体表示び停止状態になってか 
ら、集中コント n —ルキーを■側に倒し 
て、本体を USB クレードルから外す。 

操作を受けつけない、ま 
たは正しく動作しない 

巧ールド機能び働いている 
(本体の操作ボタンを巧すと 「 HOLD 」 
表示び出る)。 

HOLD スイッチを矢印と逆のち向にし 
てホールド機能を解除する（17、71 

ぺージ)。 


ふたびしっかりと閉まっていなし、。 

カチッと音びするまで攻たを閉めてか 
ら OPEN ボタンを巧す。 


結露（内部に水滴び付着）してい 

ディスクを取0出して、そのまま数時 
間お<。 


AC ノ（ワーアダプターびしっかり差し 
込まれていない。 

DC IN 3 V ジャックとコンセントに 
しっかり差し込む。 


充電池または乾電池び消耗している 
(FLOW BATTJ 表示び点滅または何 
ち表示されない)。 

巧電池を充電するか、乾電池を新しい 
ちのと交換する（16、17ページ)。ま 
たは AC パワーアダプターを本体につ 

なぐ。 


乾電池び正しく入れ5れていない。 

乾電池の©端子と©端子を正しく入れ 
なおす （1 目ページ)。 


使用中、衝撃や過大な静電気、落雷に 
よる電源電圧の異常などのために強い 
ノイズを受けている。 

次の手順で操作しなおす。 

1すべての電源をはずす。 

2約30砂間そのままにする。 

3電源をつなぐ。 


損傷しているディスク、または録音や 
編集の内容などの情報び正しく入力さ 
れていないディスクび入っている。 

ディスクを入れなおす。録音しなお 
す。それでちエラー表示び出るとさ 
は、他のディスクと取りかえる。 


フ n グラム設定中にグルーフモードを 
ON に切り換えよラとした。 

プ□グラム設定をする前に、グルーフ 
モードにしてください。 


巧部システムび誤動作している。 

USB クレードルから、一度本体を外し、 
バソコンを再起動してから装着する。 

パソコンに接続したび、 
動作しない。 

バソコンに本体び認識されていない。 

• USB ケーブルの接続を確認する。 

• USB クレードルに本体を正しくのせ 
る。 

• パソコンにアプ U ケーシヨンドライ 
バを正しくインストールする。 

• まず、パソコンに OpenMG 
Jukebox をインストールしてか 
ら、本機を接続する。 

通常の再生びでさない 

1」ピート再生を指定している。 

本体ではジョグダイヤルを使って（ I 」モ 
コンでは REP / ENT ボタンを巧して)、 
C ( U ピート)表示を消してから再生を 
始める（40、41ページ)。 


そ 

の 

化 
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症状 

原因 

処置 

通常の再生びできない 

再生モードを変えた 

本体ではジョグダイがレを使って 
(リモコンでは PLAY MODE ボタン 
を巧して）、通常の再生に戻してから 
再生を始める。 

ディスクの1曲目から再生 
しなし） 

前回再生したとさディスクの途中で 
止めた。 

一度停止させ、本体の集中コント 
n —ルキーのを2砂け上巧したま 
まにする。またはリモコンの回転つ 
まみを ►►►! 備こ2砂政上回したま 
ま I しす る0 


ブループモードび ON になっている。 

グループモードを OFF にしてから一 
度停止させ、本体の集中コント□一 
ルキーのを2抄攻上巧したままに 
する。またはリモコンの回転つまみ 
を ►^►►1 側に2砂じ(上回したままに 
する。 


パーソナルディスクメモ U —に登録 
した。 

パーソナルディスクメモ1」一から削 
除する。 

再生中に音びとぎれる 

振動のをい場所に置いている。 

振動のかない場所で使ラ。 


ナレーションやイント n など1巧の 
録音時間び極端に短い。 

■1 秒政下の短いトラック（曲）を作ら 
なし、 

雑音びをい 

テレビなど強い磁気を帯びたちのの 
近くに置いている。 

テレビなどから離して置く。 

充電びでさない、または充 
分に充電びでさない 

充電スタンドの充電用端子び汚れて 
し'!る 

充電巧端子を乾いた巧などで巧いて 
<ださい （74 ページ)。 

上書さ録音した 

録音開始位置の設定 (FREC PosiJ ) 

び 「From Here 」 になっている。 

録音開始位置の設定 (FREC PosiJ ) 

を 「From End 」 にする （32 ペー 
ジ)。 

録音-編集できない 

音源と正しくつなびれていない。 

つなぎなおす（19、28ページ)。 


ポータブル CD プレーヤーからデジ 
タル出力び出ていない。 

ポータブル CD プレーヤーを家庭巧 
電源につなざ、音飛びガード機能 
( ESP など）を「切」にする。 


抵抗入りの接続コードを使っている 
(アナ□グ入力録音時)。 

抵抗び入っていない接続コードを使 
ラ。 


録音レベルびルさずざる（手動調節 

良)。 

ジョグダイがレで録音レベルを調節 
する （34 ページ)。 


録音、または編集中に電源び损かれ 
た、または停電になった。 

それまでの録音の内容は消えている 
ので、初めから録音しなおす。 

へッドホンから音び出ない 

U モコン付きへッドホンびしっかり 
差し込まれていない。 

打 / LINE OUT ジャックにしっかり差 
し込む。 



U モコン本体にへッドホンプラヴを 
しっかり差し込む。 

音び大さくな5ない 

AVLS び働いている 

AVLS の設定を解除する（目9ペー 
ジ)。 

時計び正確に動かない 
録音曰時び記録されない 

3分政上、本体から電源びがれてい 
たため、お買い上げ時の設定に戻っ 

てしまつに。 

AC パワーアダプターをコンセント 
につないで充電し、時計を合わせる 
(37 ページ)。 

時計表示び出ない (- y - 
m — d になる）または線音 
曰時び記録されない 

時計合わせをしていない。またはお 
買い上げ時の設定に戻ってしまっ 

た。 

時計を合わせる （37 ページ)。 



症げ 

原因 

処置 

音量び調節でさない、雑音 
び入る、またはデジタルヴ 
ウンドフ U セットび働かな 
い 

打 / LINE OUT 出力 （「AUDIO 

OUT 」） の設定び 「LINE OUT 」 に 
なつてし'!る。 

打 / LINE OUT 出力 （「AUDIO 

OUT 」） の設定を 「 HeadPhone 」 に 
するに6ぺージ)。または、リモコ 
ン付きへッドすンをつなぐ。 

他機種で編集びでさない 

ステレオ長時間録音モードに対応し 
ていない機器で編集しよラとした。 

本機、または他のステレオ長時間緑 
音モードに対応している機器で編集 
する。 

録音時、瞬間的なノイズび 
発生する 

LP 4 ステレオ緑音では、圧縮方式の 
特性上、録音元の音源によっては、 
ごくまれに瞬間的なノイズび発生す 
る。 

ステレオ録音または LP 2 ステレオ録 
音だ行ラ。 

早送りまたは早戻しをする 
と何曲か先または前の曲に 
飛んでしまラ。 

グルーフスキップモードび働いてし、 
る。 

何を操作せずに日秒た(上待つと、自 
動的にグループスキッフモードび解 
除される （39 ページ)。 

ブループ機能またはクルー 
プスキッフ機能び働かない 

フ n グラム設定中にグルーフモード 
を ON に切り換えよラとした。 

フ n グラム設定する前に、グループ 
モードにする。 

液晶表示び通常表示と違ラ 

電源を抜いた。 

しばらく放置する。または電源を入 
れていずれかの操作ボタンを巧す。 

チェックアウトしたのに 
MD の中に巧びない。 

チェックアウトの途中で本体を USB 
クレードルから外した。 

チェックアウトび完了し、本体の動 
作び止まるまで、 US 目クレードルか 
らがさないでください。 


メ ニュ- 

胃(本な/リモコン） 

そ 

の 

メ ニユー 

.① 機能 


他 

本体ではジョグダイヤルを巧して、 U モコンでは D に PLAY ボタンを 2 秒た(上押して方 
ニューに入 0 ます。 


本体メニュ ー* 

U モコン 
メニュ ー* 

機能 


EDIT 

EDIT 

曲名やディスク名、グループ名をつけたり、曲を消したり、グ 
ループ編集したりでをます （49 〜61、目3、目4ページ)。 


DISPLAY 

— 

曲の経過時間や残り時間などの表示を選べます （3 日、4日ペー 
ジ)。 


PLAY MODE 

— 

シャッフル再生、リピート再生など、再生状態を選べます （40 
ぺージ)。 


RecVolume 

— 

録音レベルの自動調節/手動調節を選べます （34 ページ)。 


REC MODE 

— 

録音モード ( SP ステレオ / LP 2 ステレオ / LP 4 ステレオ/モノラ 
ル）を選べますに9ページ)。 


M-TIMER 

Melody Timer 

□ディタイマーの設定びでさます （65 ページ)。 
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AUDIO OUT 

— 

0 /LINE OUT 出力の設定を選べます （47 ページ)。 

SOUND 

— 

デジタルサウンドプ U セットの設定を選べます （42 ページ)。 

— 

SPEED 

再生中に再生速度を変えることびできます （44 ページ)。 

— 

GROUP 

グループモードの ON / OFF を選べます（31、38ページ)。 

PERSONAL 

PERSONAL 

パーソナルディスクメモ U —への登録/削除びでさます （68 
ぺージ)。 

SYNC REC 

— 

シンク□録音の ON / OFF を選べます （2 日ページ)。 

TIME MARK 

— 

オートタイムトラックマークの設定を選べます （33 ページ)。 

M に SENS 

— 

マイク感度を選べます （33 ページ)。 

— 

SEARCH 

インデックスサーチ（曲番や曲名を見ながら聞をたい曲を探す） 
またはタイムサーチ（経過時間を見なびら聞きたい場所を探す） 
を選べます （38 ページ)。 

OPTION 

OPTION 

• AVLS — AVLS の ON / OFF を選べます （69 ぺージ)。 

• BEEP — 確認音を鳴らす/鳴らさないを選べます （70 ペー 

ジ)。 



• REC-Posi — 録音開始位置の設定を選べます （32 ページ)。 

• LP Stamp — MDLP 録音時に曲名の先頭に 「 LP :」 をつけ 
る/つけないを選べますに9ページ)。 

• CONTRAST — 本体の画面の濃さを調節できます （71 ペー 

ジ)。 

• CLOCK SET — 曰付けと時刻を設定で去ます （37 ページ)。 

— 

OPTION 

漢字方式選択一 U モコンの表示窓の表示モードを r 漢字優先」 
または「カナ漢字交互」から選べます （67 ページ)。 


* グループモードの ON / OFF や動作状況により、選べるメニューは異なります。詳しくは参照ぺージをご覧くだ 
さい。 


ぐ 

リモコンの D に PLAY (36、46ベージ ）、 PLAY MODE (41 ぺージ ）、 REP (リピート） （41 ベー 
ジ)、 SOUND (43 ページ）機能は各ボタンを操作してください。 
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本体（ジョグダイヤル）の動作条件別メニューー覧 

本体のジョグダイヤルで選べる方ニューの一賣です。操作について詳しくは79、80 
ページの表中の参照ページをご覧ください。ジョグダイヤルをくり返し回すとメニュ 
一の項目はくり返し表示されます。 

停止中のメニュー 



次ページへつづ< 
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r BEEP ON I <=t> r BEEP OFF I I BEEP ON 1 <J=> I" BEEP OFF ] 


" グループモードが ON の状態で、いずれかのグループ内にいるときのみ表示されまず。 

2) 0/LINE OUT ジャックにリモコンプラグをつないでいるとをは表示されません。 

3) グループモードが OFF になっているときのみ選択できまず。 

操作の途中でやめたいとさは、 CANCEL ボタンを押してください。 
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再生中のメニュー 


お 


いグループモードが ON のげ態で、グループ内の曲を再を中のみ表示されまず。 
み 0 /UNE OUT ジャックにリモコンをつないでいるときは表ちされません。 


V 



AVLS 


I PGMRepeat | <=> | PGM 1 



か [ 


]<=>! Erase? | 


]< >[ 


>[ 


MAIN UNIT 


BEEP ON BEEP OFF BEEP ON 


BEEP OFF 


ON 




操作の途中でやめたいとさは、 CANCEL ボタンを巧してください。 
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録音中のメニュー 



グループモードび ON のとさのみ表示されまず。 

2) 録音一時停止中のみ表示されます。 

3 ) n/LINE OUT ジャックにリモコンをつないでいるとさは表示されません。 
操作の途中でやめたいときは、 CANCEL ポタンを押してく ださし、 
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リモコンの動作条件別メニュ ー- 覧 

リモコンで選べるニューの一覧です。メニューび表示されるまで DISPLAY ボタン 
を押したままにします。^ニューの項目は回転つまみをく0返し回すとくり返し表示 
されます。 

停止中のメニュー 



いグループモードが ON の状態で、いずれかのグループ内にいるときのみ表示されまず。 
操作の途中でやめたいときは、 D に PLAY ポタンを2おんソ上巧してくだをし、。 
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再を中のメニュー 



りグループモードび ON のが態で、グループ内の巧を再生中のみ表示されまず。 

操作の途中でやめたいとさは、 D に PLAY ボタンを2砂な上巧してください。 

録音中のメニュ ー 



りグループモードび ON のが態のときのみ表示されまず。 

操作の途中でやめたいときは、 D に PLA 丫ボタンを2巧 1U 上巧してくださし、。 







メッセージー覧 


本体の表示窓にメッセージび出た5、下の表にしたびってチェックしてみてください。 


表示 

意 ほ 

巧策 

BANK FULL 

ネームバンクに登録されている文字び 
約400文字を超えた。 

文字数を減らして入力しなおす。 

BLANK DISC 

何ち録音されていないディスクび入っ 
ている。 

— 

BUSY 

録音または編集の内容の処理をしてい 
る。 

しばらく待つ。まれに1分ほどかか 
る場合があります。 

Data Save 

録音した情報宿声）をディスクに記 
録している。 

しばらく待つ（衝撃を与えたり、電 
源を扳いたりしない)。 

DISC FULL 

ディスクの残り時間び12秒に4秒また 
は48秒）政下である（録音時）ヴ5 
ベージ)。 

他の録音巧ディスクと取り撰える。 

EMPTY 

ネームバンクに文字が登録されていな 
いのに、削除しよラとした。 

— 

Hi DC in 

電源電圧び高い（指定の AC パワーアダ 
プターまたはカーノ くッテ U —コードを 
使っていない)。 

指定の AC パワーアダプターまたは 
カーバッテ U —コードを使ラ。 

HOLD 

ホールド機能び働いている。 

本体の HOLD スイッチを矢印と逆の 
ち向にしてホールド機能を解除する 
(17、71ページ)。 

LINE OUT 

0 /LINE OUT 出力 （「AUDIO OUT 」） の 
設定び 「LINE OUT 」 になっている状態 
で、 VOLUME +/- ボタンを巧した。 

ジョグダイヤルを使って、 0 /LINE 
OUT 出力 （「AUDIO OUT 」） の設定を 
「 Headphone 」 にする （26 ぺージ)。 

LOW BAIT 

電池び消耗した。 

充電池を充電し直すか、新しい乾電池 
と入れ換える（16、17ページ)。 

MEM OVER 

振動のあるところで録音を始めた。 

振動のないところで録音をする。 

MENU 

本体でメニューの選択中にリモコン 
キーのどれかを巧した。 

本体で操作する。 


U モコンでメニューの選択中に本体 
キーのどれかを巧した。 

U モコンで操作する。 

NAME FULL 

曲名やグループ名、ディスク名を20日 
文字を越えて入力しよラとした。 

曲名とディスク名を合計約1700文字 
を越えて入力しよラとした。 

ディスク名、グループ名、曲名を短 
くして入力する（日1ページ)。または 
MDLP 録音時、曲名の最初に 「 LP :」 
をつけない設定にする （29 ページ)。 

NO BATT 

充電式電池び入っていない。 

充電式電池を入れる 

NO COPY 

シ U アルコピーマネージメントシステ 
ム （ SCMS ) によりダビングは禁止さ 
れている。 

アナ□グ入力 （LINE IN ) を使って録 
音する （28 ページ)。 

NO DISC 

ディスクび入っていない。 

ディスクを入れる。 


そ 

の 

他 
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表示 意味 対策 


No Entry ! 

パーソナルディスクメモ U —を登録して 
いないディスクでパーソナルディスクを 
操作しよラとした。 


NO SIGNAL 

デジタル入力信号び途切れた。 

光デジタル入力の接続を確かめ 
る。アナ□グ入力 （LINE IN ) す 
るときは無視する。 

P/B ONLY 

再生専巧ディスクび入っている。 

録音用ディスクと取り換える。 

PROTECTED 

ディスクび誤消去防止状態になっている 
(92 ページ)。 

誤消去防止つまみを戻す。 

REC ERR 

正しく録音でをなかった。 

振動のない場所に本機を設置 
し、録音をやり直す。 


ディスクにひどい巧れ（油膜、指のあとな 
ど）や傷びある、またはディスクび規格が 
である。 

ディスクを交撰して録音をやり 
直す。 

READ ERR 

ディスク情報を正しく読み取れなかった。 

ディスクを入れ直す。 

SORRY 

0 /LINE OUT 出力 （「AUDIO OUT 」） の 
設定び 「LINE OUT 」 になっている状態 
で、デジタルサウンドプ U セットを設定 
しよラとした。 

ジョグダイヤルを使って、 
n / LINEOUT 出力 （「AUDIO 
OUT 」） の設定 「 Headphone 」 
にするに6ページ)。 


ディスクまたはグループの1曲目の頭で、頭 
出しマークを消そラとした。 

種類の異なる巧と巧の頭出しマークを消そ 
ラとした（例えばステレオ録音された曲とモ 
ノフル録音された曲の間の頭出しマークを 
消そラとした)。 

頭出しマークの上に頭出しマークを上書き 
しよラとした。 

シンク□録音中に集中コント □- ルキーを■■側 
に倒した、または T MARK ボタンを巧した。 



プログラム設定中にグループモードを切 
り換えよラとした。 

プログラム設定する前にグループ 
モードを切り撰えてください。 

TEMP OVER 

本機の温度び高< なりすぎた。 

涼しいところで本機をしばらく 
休ませてから使ラ。 

TOC Edit 

録音した情報（曲の開始-終了位置など） 

をディスクに記録している （91 ぺージ)。 

しばらく待つ（衝撃を与えたり、 
電源を扳いたりしない)。 

TOC ERR 

ディスク情報を正しく読み取れなかっ 
た。 

他のディスクを入れてみる 
ディスクの内容を全て削除して 
よいとさは、記録されている内 
容を全て削除する （63 ページ)。 

TR FULL 

曲番び2日4を超えた。 

曲番を削除して2541处下にする。 

TrPROTECT 

トラックプ□テクト（巧の誤消ま防止）びか他の曲で録音-編集ずる。 

かっている曲に録音*編集をしよラとした。 


パソコンからチェックアウトした曲に、 
録音、編集をしよラとした。 

パソコンにチェックインして編 
集する。 



をな仕様 

お式 

S ニディスクデジタルオーディオシス 
テム 

録音方式 

磁界変調光学ち式 

再生読み取り方式 

非接触光学読み取り(半導体レーザー使 

用） 

レーザー 

GaAIAsMQW ダイオード、 

A 二79日 nm 

録音再生時間 （MDW-80 使用時） 

モノラル最大16日分 
ステレオ最大32日分 

回転数 

約382 「 pm 〜2700 rpm ( CLV ) 

エラー 訂正方式 

AC 旧 C (アドバンスドクロスインター 
U - プリードソ□モンコード） 

サンプリング周波数 

44.1 kHz 

サンプリングレートコンパ’一夕一 

入力： 32 kHz /44.1 kHz /48 kHz 

コーディング 

ATRAC (アダプテイプトランスフオー 
ムアコーステイツクコーデイング） 

ATRAC 3 — LP 2/ LP 4 

変調方式 

EFM 

周波数特性（光デジタル-アナ□グ入力 
時） 

2日〜20,00日 Hz ±3 d 己 

ワウフラッター 

測定限界政下 


入力端子 1 > 

M に：ステレオミニジャック 
(最ル入カレベル 0.2 日 mV ) 

LINE IN : アナ□グ時ステレオミニ 
ジャック（最ル入カレベル49 mV ) 
光デジタル時光 S ニジャック 

出力端子 

0 /LINE our* :ステレオミニジャッ 
ク（専巧 U モコンジャック）/ 

194 mV (10 kD ) 

実用最大出力 （DC 時） 3 > 

へッ ドホン：日 mW + 5 mW (16 Q ) 

電源 

本体： 

. 充電式ニッケル水素電池 

NH -14 WM ( A )1.2 V ，1350 mAh 
( MIN ) Ni-MH 1個 
•アルカ I 」乾電池（単3形）1個 
USB クレー ドル： 

AC パワーアダプター DC 3 V , AC 
100 V , 己0/60 Hz 

電池持続時間 3 ) 

「電池の持続時間」 （72 ページ）参照 

本体寸法 

約 77. 7 X 71.4 X 16.4 mm 
(幅眉さ觸行き、突起部含まず） 

最大外お寸法み 

約78.日 X 73.0 X 19.9 mm 
(幅眉さ/奥行き） 

質量 

約 87 g (本体のみ） 

約 114 g (充電式電池含む） 

リ入力（光デジタル）と入力（アナ□グ）は兼用ジャ 
ック 

2) へッドホンと LINE OUT はま用ジャック 

の J 曰 TA (電子情報技術産業協会）規格による測定値 


本機は、ドルビーラボラトリーズの米国及び 
外国特許に基づ < 許語製品です。 

本機の仕様およびが観は、改良のため予告な 
く変更することびありますび、ご了承くださ 
し、。 


その他 
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別売りアクセサリー 

充電式ニッケル水素電池 NH - 1 4 WM 
ガム型ニッケル水素充電池巧充電器 BC -9 HM 
光デジタルケーブル 

光角形プラグ^光ミニプラグ 
POC -5/10/15 AB 
光ミニプラグ^光ミニプラグ 
POC -5/10/15 B 

光ミニプラグ（入/出力）卜 ►!_ 型7 
ピン]ネクター P 0 C - DA 12 SP 
接続コード(アナ□グ） 

ステレオ S ニプラグト " K ピンプラグ 

( X 2) RK - G 129 

ステレオ S ニプラグトステレオ S 
ニプラグ RK - G 136 
カーコネクティングパック CPA -81) 

力ーバッテリー]-ド DCC - E 230 1) 

ステレオマイク□ホン ECM -717、 ECM - 

MS 907. ECM - MS 9 己7 

ステレオへッドホンの MDR - EX 7 日 SL 、 MDR - 

E 888 SP 

アクティブスピーカー SRS - Z 日 00/ Z 7 己0/ 
Z1000 

ミニディスク(生ディスク) ES シ U - ズ 
MD ソフトキヤ U ングポーチ MD -4 SCPL/N 
車載巧□-タリー]マンダー RM - WMC 13) 

MD ラベルプリンター MZP -1• にメモリー • 
リピートラーニング. MD コント□—ラー 
RPT - M 1 は使巧できません。 

リ本体に直接つないで<ださい。 US 巨クレー 
ドルにはつなげません。 

2 ) ヘッドホンは、ステレオ S ニプラグのもの 
をおホめください。マイク□プラグのもの 
は使えません。 

3) この U モコンでグル_プ機能は使えません。 


巧 証書と アフターサービ 
ス 

巧証書 

• この製品には保証書び添付されていますの 
で、お買い上げの際お買い上げ店でお受け 
取り < ださい。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめ 
のラえ、大切に保存してください。 
•保証期間は、お買い上げ曰より1年間で 
す。 

ア フターサー ビス 

• 調子が悪いとさはまずチェックを 

この説明書をちラー度ご覧になってお調べ 
<ださい。 

• それでち具合の悪いときは 

テクニカルインフォメーションセンターま 
たはお買い上げ店、添付の「ソニーご相談 
窓□のご案内」にあるお近くのソニーサー 
ビス窓□にご相談ください。 

• 保話期間中の修理は 
保証書の記載内容に基づいて修理させてい 
ただをます。詳し<は保証書をご覧くださ 
い。 

• 保話期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持でをる場合は、ご 
要望により有料修理させていただ去ます。 

• 部品の保有期間について 
当社ではポータプル S ニディスクレコーダ 
一の補修巧性能部品(製品の機能を維持する 
ために必要な部品)を、製造打ち切り棲8年 
間保有しています。この部品保有期間を修 
理巧能期間とさせていただをます。保有期 
間び経過した後ち、故障個所によっては修 
理可能の場含びありますので、お買い上げ 
店またはサービス窓□にご相談ください。 
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解説 

ここでは、技術用語やミニディスクの特 
徴的な動作について解説します。 

Net MD とは？ 

OpenMG と MagicGate による高度な 
著作権保護を巧いて、パソコンと MD 機 
器を USB (Universal Serial Bus ) ケー 
ブルにより接続し、パソコンの音楽デー 
夕を MD 機器に高速転送することびでき 
る フオー マツ トです。 

MD 方ディアへの記録方法は、従来か5 
変更びないため、既をのディスクび使用 
でを、記録された音楽データは、既存の 
MD 機器*で再生可能です。 

パソ]ン上の OpenMG Jukebox で 
は、様々な編集操作や漢字やひ5びなを 
含めた文字入力び簡単に巧えます。 

* LP モードで転をした場合ま、 MDLP 対応機 
器のみ。 

rroc EDITJ とは 

TOC とは Table Of Contents の略で、 
音声]^^外の情報を記録する、 S ニディス 
ク上の領域です。どの曲び何曲目でディ 
スクのどこにあるかなどを記録していま 
す。 S ニディスクび本だとすると、索引 
や目次にあたります。 

録音やトラックマークの記録-削除、曲 
の移動などのさい、ミニディスクレコー 
ダーは TOC の書き換え作業を行います 
(「TOC Edit 」 び表示されます)。この間 
はディスクへの記録をしていますので、 
衝撃を与えたり、電源を抜いたりしない 
でください。記録び正しく行われないば 
かりか、ディスクの内容び失われること 
びあ0ます。 


サンプ U ングレートとは 

ヴンプ U ングレートとは、1秒間の音声 
をどれだけの量のデジタル信号にするか 
を表す数値です。一般に数値び大さいほ 
ど高音質になります。ヴンプ U ングレー 
卜の異なる機器同±では、通常デジタル 
信号によるダビングはできません。これ 
を可能にするのび、サンプ U ングレート 
コンバータです。コンバータは、デジタ 
ル信号を他のヴンプ U ングレート用のデ 
ジタル信号に変換します。本機はこのコ 
ンバータを内蔵しています。光デジタル 
入力端子に入ってさたヴンプ U ングレー 
卜の異なる信号 （ BS チューナー: 32 kHz ， 
DAT :48 kHz など）は、コンバータによ 
って 、 M D のサンプリングレート 
(44.1 kHz ) に変換されて録音されます。 

MD の a 巧のつをかた 

CD など巧番のついたディアか5録音 
した場を、レコーダーは次のよラな条件 
で巧番を作成し記録します。 

デジタル入力からの録音-^入カソースの 
トラック番号び変化したとさ 
アナ □ グ入力からの録音-^2秒間！; LL 無 
音状態び続さ、その後音声び入ってきた 
とさ。 

なお、 CD で「-0:03」から新しい巧番び 
始まっているとさは、0:00になった時 
点で MD に新しい曲番び記録されます。 

無音レベルとは？ 

本機ではアナ□グ入力時は約 4.8 mV 
(Manual REC 時を除く）、光デジタル 
入力時はフルビットを日 d 巨とした場 
含、約-89 dB 政下の入カレベルです。 


圓その他 
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デジタル録音の制限について 

本磯は、音楽ソフトの菅作権を保護する 
ため、「シ U アルコピーマネジ方ントシ 
ステム （ SCMS )」 に準拠しています。 
CD や再生専用 MD などの市販ソフトか 
5、光デジタル入力端テを使って録音し 
たミニディスクは、さらに他の機器でデ 
ジタル録音することはでをません。光デ 
ジタル入力で録音したミニディスクを別 
のミニディスクに録音するには、アナ n 
グ入力 （LINE IN ) を使ってください。 


CD または再生専用 MD などの市販ソフト 


© 


デジタル録音可 


国於 De 

お世巧の MD 系苗モ世代の MD 


マイク□ホン、 レコー 
ドプレーヤー、チュー 
ナーなど(アナ□グ出 
力端子付さ） 


アナ□グ録音 


親世代の 
MD 


デジタル録音可 


於 


子世代の M D デジタル孫世代の M D 
録音不可 


ごま意 

善作権を保護するためのコピーコント□ール 
信号を除ま、改変してコピーを作成すること 
は、個人として楽しむ目的であってち法律で 
禁止されています。 

パソコンか5チェックアウトした巧 
の編集に関ずる制限 

パソコンか5チェックアウトした巧の編 
集（巧を消す、頭出しマークをつける* 
消す）は、チェックインの権利の消失を 
防ぐため、本体では巧えない仕様になっ 
ています。元のパソコンにチェックイン 
してそこで編集を行ってください。 

誤消去防止つまみについて 

録音したちのを誤って消さないために、 
誤消去防止つまみをずらして巧び開いた 
状態にします。つまみをず5して巧びあ 
いた状態にすると、録音-編集びできま 
せん。録音-編集するとをはつまみを開 
めます。 
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ま巧 
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6巧 

録音 
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開始位置の設定 32 
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DSP TYPE-R 21 

G-PROTECTION 26 

MDLP 29 

Net MD 23、91 

SDMI 10 

USB 

ケープル 10 、 12、23 
クレードル 12 、 17、23 






^Operating Instructions 

Overview 

See the illustrations in Japanese text (page 10). 
You can easily store digital audio files* 

(e.g., audio CDs, MP3, WAV, Windows 
Media format files, or audio data 
downloaded from EMD services**) on your 
computer and transfer the files to the 
MiniDisc recorder. 

* "OpenMG", a copyright technology that 
conforms to the SDMI (Secure Digital Music 
Initiative) specifications, allows you to 
record or play digital music while protecting 
the copyright privileges of its holders. 
**EMD is available only in certain areas of the 
world. 


Looking at the controls 

The numbers are keyed to the illustrations in 
the Japanese text (pages 13 to 15). 

The recorder 

圧！ END 甜 ARCH bu け on 
回 Display window 
团 VOLUME +V-buttons 

* The VOLUME + button has a tactile dot. 
团 Battery compartment 

固 T MARK button 
固 HOLD switch (at the rear) 

团 Terminals for attaching dry battery case. 
圓 DC IN 3V jack 
图 USB cradle connecting jack 
圆 Control bar 

Press to play/enter. 

* The ► button has a tactile dot. 

Press / to rewind/fast forward. 

Flip towards II to pause. 

Flip towards ■ CHG to stop/charge. 
回 GROUP/CANCEL button 
回 OPEN switch 
画 Charge lamp 
画 Jog dial (MENU/ENTER) 

Press to enter the menu, turn to select, 
and then press to enter. 

固 LINE IN (OPT) jack 
圃 MIC (PLUG IN POWER)* jack 

* The MIC (PLUG IN POWER) jack has a 
tactile dot. 


胚 I 民 EC (record) switch 
画 0/LINE OUT jack 


The display window of the 
recorder 

m Character information display 
Displays the track, group, or disc 
name*, date, error messages, track 
numbers, etc. 

* Names appear only with MDs that have 
been labeled. 

图 Group indication 

图 Disc indication 

Shows that the disc is rotatine for 
recording, claying or editing an MD. 

团民 EC indication 

Lights up while recording. Flashes 
when standing by for recording. 

间 SYNC (synchro-recording) indication 
Lights up while synchro-recording. 

固 Play mode indication 

Shows the play mode of the MD. 

团 Level meter 

Shows the level of the MD being 
played. 

圓 LP2 (LP2 stereo), LP4 {LP4stereo), 
MONO (monaural) indication 

图 Sound indication 

Lights up when Digital Sound Preset is 
on. 

圆 Battery level indication 

Shows approximate battery condition. 
While charging the rechargeable 
battery, this indication shows the 
charging condition. 

[Til Melody timer indication 


The headphones/earphones with 
a remote control 

田 DISPLAY button 
图 PLAY MODE button 
团 REP/ ENT (repeat/enter) button 
团 SOUND button 
固 11 (pause) button 
固 ■ (stop/enter) button 

团 Clip 

图 Control (I ◄◄/ ►►W) 

►►W: play, AMS, FF 
I ◄◄: REW 

Turn or turn and hold to play, fast 
forward, rewind, etc.. 


圓 Control (VOL +/-) 

Puli ana turn to adjust the volume. 
画 Display window 
因 ] HOLD switch 


The display window of the 
remote control 

m Disc indication 
回 Track number display 
图 Character information display 
团 Play mode indication 
固 SOUND indication 
固 Battery level indication 
团 REC indication 
图 Group indication 
顶 Melody timer indication 


List of menus 
Menu functions 

To use menu items on the recorder, press 
the jog dial to enter the menu, turn the dial 
to select the item, and then press the dial 
again to confirm the menu. 

To use menu items on the remote control, 
press DISPLAY for 2 seconds or more, turn 
the control repeatedly to select the item, 
and then press ■ to confirm the menu. 


menu of the 
recorder/the 
remote control 

functions 

EDIT/EDIT 

Selecting editing operations 
(labeling tracks, groups, or 
discs, erasing tracks, groups, 
or discs, etc.) (pages 110 to 118). 

DISPLAY/— 

Displaying elapsed playing 
time, remaining playine time, 
etc. 

PLAY MODE/ Selecting the play mode 
— (repeat play, shuffle play, 

etc.) (page 106). 

RecVolume/ — Selecting the automatic or 
manual recording level 
adjustment (page 104). 

REC MODE/ — Selecting the recording mode 
(SP stereo, LP2 stereo, LP4 
stereo, or monaural) (page 101). 

M-TIME 民 / 
Melody Timer 

Settine the alarm (Melody 
timer) (page 119). 


AUDIO OUT/ 

Selecting 0/LINE OUT jack 
output {page 109). 

SOUND/— 

Selecting "SOUNDl", 
"SOUND2/' or "SOUND 

OFF" (Digital Sound Preset) 
(page 108). 

—/SPEED 

Changing the playback speed 
durine play (page 108). 

—/GROUP 

Turning the group function on 
and off (page 102). 

PERSONAL/ 

PERSONAL 

Entering or erasing the disc 
information in the Personal 
Uisc Memory (page 120). 

SYNC REC/— Selecting "SYNC ON" or 

"SYNC OFF" when synchro- 
recording (page 97). 

TIME MARK/ Selecting the Auto Time 
— Stamp setting (pace 104). 

MIC SENS/ — Selecting the microphone 
sensitivity (page 103). 

—/SEARCH 

Selecting the search mode 
(Index search/Time search) 
(page 105). 

OPTION/ 

OPTION 

• AVLS (Automatic Volume 
Limiter System) 

Selecting "AVLS ON" or 
"AVLS OFF". 


• BEEP 

Selecting "BEEP ON" or 
"BEEP OFF" for both 
"MAIN UNIT" or 
" 民 EMOTE" 妃 r the recorder 
(page 12 日 ). 

Selecting "BEEP ON" or 
"BEEP OFF" for the remote 
control. 

OPTION/— 

• REC-Posi 

Selecting the start point 
when recording (page 103). 


• LP Stamp 

Selecting "Stamp ON" or 
"Stamp OFF" (page 101). 


• CONTRAST 

Adjusting the contrast of 
the display. 


• CLOCK SET 

Setting the clock (pace 104). 
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To check the menus and menu items that 
can be selected at each menu level, see the 
following pages in Japanese text. 

Menus while the recorder is: 

— stopped, see pages 81 and 82. 

— playing, see page 83. 

— recording, see page 84. 

Menus while the remote control is: 

— stopped, see page 85. 

— playing or recording, see page 86. 

^Preparing 


Getting started! 

See the illustrations in Japanese text (pages 16 
and 17). 

Charge the rechargeable battery before 
using. Even if the rechargeable battery is 
not charged, you can use the recorder as 
long as the A し power adaptor is connected. 

1 Insert the nickel metal hydride 
rechargeable battery (NH-14WM) into 
the recorder with the minus end first. 

To use the recorder with an alkaline dry 
battery, insert the dry battery into the 
dry battery case and attach it to the 
recorder. 

2 Charging the rechargeable battery. 

① Connect the AC power adaptor to the 

USB cradle and the AC adaptor to a wall 
outlet. 

感 Place the recorder on the USB cradle. 
While pressing down the recorder, tilt it 
backward to fit it onto the USB cradle. 

③ Verify that the charge lamp lights up. 
Full charging takes about three and a 
half hours. When it is completed, the 
charge lamp goes off. 

0 Remove the recorder from the USB cradle. 
While pressing down on the recorder, lean 
it forward to remove 比 

3 Connect headphones/earphones with 
the remote control to the recorder and 
slide HOLD to unlock the control. 

Notes 

• The supplied 化 B cradle can be used only 
with this recorder. Any other models 
cannot be charged. 

• Do not use the supplied USB cradle to 
charge any other battery besides the 
supplied one or the one designated for it 
( 順 - 14WM). 


• Thou eh the USB cradle and the battery may 
become hot durine the charging procedure, 
this poses no danger. 

• Be sure to use the supplied AC power adaptor. 

• If you are recharging the battery for the first 
time or after a long period of disuse, the 
battery may not charge up to its rated 
capacity. This is a normal characteristic. 

After you use and recharge the battery a few 
times, it will return to its normal charge 
capacity. 

• When the battery life of a fully charged 
rechargeable battery becomes about half the 
normal life, replace it. 

• If the recorder will not be used for a long 
period ot time, disconnect the AC power 
adaptor from a wall outlet and remove the 
recorder from the USB cradle. 

• The charee lamp will go off about three and 
a half hours after you place the recorder on 
the USB cradle. If you remove the recorder 
from the USB cradle for 3 minutes or more 
while it is charging, the charge lamp will go 
off and it will take about three and a half 
hours for the lamp to go off from the next 
time you place the recorder on the USB 
cradle. 

• If during operation the recorder stops with 
"LOW BATT" in the display, charge the 
rechargeable battery. You may be able to 
operate the recorder for a while without 
charging, however, if you operate the 
recorder until the rechargeable battery is 
completely discharged, you may not be able 
to recharge it again by placing the recorder 
on the USB cradle. It this happens, remove 
the battery from the recorder once, then 
reinsert it before placing the recorder on the 
USB cradle. 

• Please note the following points when 
charging the battery directly with the AC 
power adaptor. 

— If you flip the control bar towards ■CHC 
immediately after charging has 
completed, charging will begin again. It 
this happens, flip the bar towards ■CHG 
again to stop the charging operation 
since the battery is already fully charged. 
— Charging stops when you try to operate 
the recorder during charging. 

Notes on dry battery 

Incorrect battery usage may lead to leakage of 

battery fluid or bursting batteries. To prevent 

such accidents, observe the following 

precautions : 

• Insert the + and - poles of the battery 
correctly. 
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• Do not try to recharge the battery. 

• When the recorder is not be used for a long 
time, be sure to remove the battery. 

• If a battery leak should develop, carefully 
and thoroughly wipe away battery fluid 
from the battery compartment before 
inserting new ones. 

►/WD recording 


Recording an MD right away! 
(Synchro-recording) 

See the illustrations in Japanese text (pages 19 
and 20). 

This section explains the basic procedure 
for making digital recordings using an 
optical cable connected to a CD player, BS 
tuner or other digital equipment. The 
recorder starts and stops recording in sync 
with the source sound. Track marks are 
added whenever they appear in the sound 
source. It is recommended to use the AC 
power adaptor when recording. 

To record from a cassette deck, radio, etc. 

— ►"Recording in analog {analog recording)" 
(page 101) 

To record using a group mode —► "Recording 
tracks using the group function (Group Mode 
Recording)" {page 102) 

1 Insert an MD. 

① Slide OPEN to open the lid. 

⑤ Insert an MD with the label side 
facing front, and press the lid to close. 
Insert an recordable MD when recording. 

2 Make connections. (Insert the cables 
firmly and completely into the 
appropriate jacks.) 

© Connect the LINE IN (OPT) jack of 
recorder to the digital (optical) out jacks 
of the source with a optical cable. 

The recorder switches to digital input 
automatically. 

③ Connect the DC IN 3V jack of the 
recorder to a wall outlet with the AC 
power adaptor. 

When the recorder has different sound 
sources connected at the same time, the 
recorder switches to the digital, 
microphone, or analog input in this 
order of priority. 


3 Record an MD. 

① While the recorder is stopped, press 
the jog dial. 

⑥ Turn the jog dial until "SYNC REC" 
flashes in the display, and then press 
to enter. 

③ Turn the jog dial until "SYNC ON" 
flashes in the display, and then press 
to enter. 

④ Press and slide RE し to the right. 
"REC" and REC LED on the 民 EC 
switch light up and recording starts. 

⑤ Play the CD or tape you want to 
record. 

To stop recording, flip the control bar 
towards ■. 

After you flip the bar towards ■ to stop, the 
recorder will automatically turn off in about 
10 seconds (when using batteries) or about 3 
minutes (when using AC power adaptor). 

Note 

If you record on a previously recorded disc, 
the recorder is factory set to overwrite the 
entire contents of the disc. If you want the 
recording to start after the existing contents, 
do the procedure "Recording without 
overwriting existing material'' (page 103) 
before step 3, "Record an MD" (this page). 


To 

Do this 

Record from 
the end of the 
current 
contents^* 

If "REC-Posi" is set to 
"Prom Here'', press END 
SEARCH, and then press 
and slide REC to the right. 
If "REC-Posi" is set to 
"From End", press and 
slide REC to the right. 

Record over 
partway 
through the 
previous 
recording 

Press ►, or to 

find the start point of 
recording and flip the bar 
towards ■ to stop. Then 
press and slide REC to the 
rieht. 

Pause 

Flip the bar towards ■ い ) 
Flip thebartowards 11 again 
to resume recordine. 

Remove the MD 

Flip the bartowards ■, 
then slide OPEN to open 
the lid. 3 ) 


リ If "REC-Posi" is set to "From End", 
recording operations will always start from 
the end of the previously recorded material 
without pressing END SEARCH. 
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2) A new track mark is added at the point 
where you flipped the bar towards II again 
to resume recording while pausing; thus the 
remainder of the track will be counted as a 
new track. 

If you open the lid while " 民 EC-Posi" is set 
to "From Here", recording will begin from 
the top of the disc the next time you record. 
Check the point to start recording on the 
display. 

If the recording does not start 

• Make sure the recorder is not locked. 

• Make sure the MD is not record-protected. 

• Premastered MDs cannot be recorded over. 
About the DSP TYPE-R for ATRAC 
"TYPE- 民 " is a high-level Sony specification 
used in the Digital Signal Processor (DSP), 
whicn IS heart of the MiniDisc sound. This 
technology gives the MiniDisc recorder twice 
the signal processing capability as previous 
MiniDisc Walkman models, producing a 
sound quality close to that of MiniDisc decks. 
This function works only when recording or 
playing in normal stereo. "TYPE-R" does not 
work when the recorder is in MDLP mode. 
Also, if you check out audio data in normal 
stereo using OpneMG Jukebox from your 
computer, "TYPE- 反 " does not work. 

Notes 

• The pause function cannot be turned on or 
off manually during synchro-recording. Flip 
the bat towards ■ to stop recording. 

• Do not switch the "SYNC 民 EC" setting 
while recording. Recording may not be done 
properly. 

• Even when there is no recorded sound on 
the sound source, there may be cases when 
recording does not pause automatically 
during synchro-recording due to the noise 
level emitted from the sound source. 

• If a silent portion is encountered for 
approximately 2 seconds durine synchro- 
recording from a sound source other than a 
CD or an MD, a new track mark is 
automatically added at the point where the 
silent portion ends. 

• Synchro-recording cannot be done if the 
connecting cord is not an optical cable, or if 
the cable is connected to the MIC (PLUG IN 
POWER) jack. 

• You cannot change the recording mode 
during recording. 


• "Data Save" or "TOC Edit" flashes while 
data of the recording (the track's start and 
end points, etc.) is being recorded. Do not 
move or jog the recorder or disconnect the 
power source while the indication is flashing 
in the display. 

• The lid does not open until "TOC Edit" 
disappears in the display. 

• If the power supply is disrupted (i.e. the 
battery is removed or becomes exhausted or 
the AC power adaptor is disconnected) 
durine a recording or editing operation, or 
while "TOC Edit" appears in the display, 
then it will not be possible to open the lid 
until power is restored. 

• You can make a digital recording only from 
an optical type output. 

• When recording from a portable CD player, 
set the CD player to pause, and then do the 
recording procedure on the recorder. 

• Note the following when recording from a 
portable CD player: 

— Some portable CD players may not be 
capable of digital out unless powered by 
the AC power. If this is the case, connect 
the AC power adaptor to the portable 
CD player and use it on AC power as the 
power source. 

— On some portable CD players, optical 
output may not be possible when using 
an anti-skip function (e.g., ESP* or G- 
PROTECTION). If this is the case, turn 
off the anti-skip function. 

* Electronic Shock Protection 


Transferring songs from the 
computer to the MiniDisc 
(Check-out) 

See the illustrations in Japanese text (pages 23 
and 24). 

1 Install the supplied OpenMG Jukebox 
software onto your computer. 

Note 

When you connect the recorder to your 
computer for the first time, make sure to 
install the "OpenMG Jukebox software" and 
"Net MD driver" from the supplied CD-ROM. 
If OpenMG Jukebox has already been 
installed, you should install the driver for the 
Net MD before connecting the recorder to 
your computer. Even if the recorder is 
connected to the computer, computer control 
of the computer will not be possible without 
installing the software and driver. 


2 Make connections. 

① Insert a disc into the recorder. 

⑤ Insert a rechargeable battery into the 
recorder. 

⑤ Connect the AC power adaptor to the 
USB cradle. 

@ Connect the recorder to your computer 
with the supplied dedicated USB caole. 
⑤ Release HOLD and place the recorder 
(while stooped) on the USB cradle. 

Notes 

• Make sure to connect the AC power adaptor 
to the USB cradle and the AC adaptor to a 
wall outlet. 

• The recorder supports USB 2.0 (previously 
USB 1.1). 

• Use of this recorder with a USB hub or a 
USB extension cable is not guaranteed. Make 
sure to use the USB cable for connection. 

• Connect only one MD recorder to your 
computer. If more than one recorder is 
connected, normal operation is not 
guaranteed. 

3 Record audio data to the OpenMG 
Jukebox. 

4 Transfer the music file to the recorder 
(Check-out). 

Notes 

• Only the VOLUME +/-button on the recorder 
and the VOL +/- control and the SOUND 
button on the remote control can be used when 
the recorder is connected to your computer. 

• Make sure not to touch the recorder or 
disconnect the AC power adaptor while 
checking out, as this may cause the data 
recorded up to that point to be lost. 

• While the recorder is connected to your 
computer, the lid will not open during 
editing operations. 

5 Remove the recorder from the OpenMG 
Jukebox. 

Make sure not to remove the recorder 
from the USB cradle until "TOC Edit" 
disappears in the display. 

Note 

Before changing the disc, first stop the 
recorder and remove it from the USB cradle. If 
the rechargeable battery is not inserted in the 
recorder at this time, the recorded or edited 
contents may not be saved to the disc, or you 
may not be able to take the disc out. Make 
sure the rechargeable battery is inserted before 
placing the recorder onto the USB cradle. 


►MD playing 

Playing an MD right away! 

See the illustrations in Japanese text (page 25). 

If you want to use the rechargeable battery, 
be sure to recharge them before playing 
(page 88). 

1 Insert an MD. 

① Slide OPEN to open the lid. 

@ Insert an MD with the label side 
facing front, and press the lid to close. 

2 Start playing. 

① Press ► on the recorder. Turn the 
control towards ► on the 
remote control. 

A short beep sounds in the 
headphones/ earphones. 

③ Press VOLUME +/- on the recorder 
to adjust the volume. Pull and turn 
the control towards VOL + or 
towards VOL - on the remote control. 

To stop play, flip the bar towards ■. 

After you flip the bar towards ■ to stop, the 
recorder will automatically turn off in about 
10 seconds (when using batteries) or about 3 
minutes (when using AC power adaptor). 

Playback starts from the point you last 
stopped playing. To start playback from the 
beginning of the disc, press ► for 2 seconds 
or more on the recorder, or turn and hold the 
control towards ► for 2 seconds or more 
on the remote control. 


To 

Do this 

Select the track Turn the jog dial and 
directly viewing press to enter, 
the track number 
or name. 

Find the 
beginning of the 
current track" 

Press . Turn the 

control towards on 

the remote control. 

Find the 
beginning of the 
next trac を） 

Press Turn the 

control towards ► 
on the remote control. 

Go backwards 
while playing 

Keep pressing . 

Turn and hold the 
control towards on 

the remote control. 


Hoperatin 近 Instructions 


Continued 00 


Go forward 
while playing 

Keep pressing Turn 

and hold the control on 
the remote control. 

Pause 

Flip the bar towards II. 
Press II on the remote 
control. Flip the bar/press 
II again to resume play. 

Remove the MD 

Flip the bar towards■. 
Press ■ on the remote 
control. Then slide OPEN 
to open the lid 夕 

リ If you press 

twice continueously while 


playing the first track of the disc, the 
recorder goes to the beginning of teh last 
track on the disc. 

2) If you press during the last track of the 
disc, the recorder goes to the beginning of 
the first track on the disc. 

3》 Once you open the lid, the point to start play 
will change to the beginning of the first track 
(except when the disc information has been 
stored in the Personal Disc Memory). 

If the playback does not start 

Make sure the recorder is not locked. If it is 
locked, slide the HOLD switch in the opposite 
direction of the arrow. 

Suppressing the skips of the sound (G- 
PROTECTION) 

The G-PROTECTION function was developed 
to provide a higher level of shock resistance 
than that of existing players in order to allow 
the recorder to be used while jogging. 

Note 

The playback sound may skip if: 

• the recorder receives stronger continuous 
shock. 

• a dirty or scratched MiniDisc is played. 

When using the headphones/earphones 
connect them directly to the recorder 

1 Press the jog dial 

2 Turn the dial until "AUDIO OUT" flashes 
in the display, and then press to enter. 

3 Turn the jog dial until "HeadPhone" appears 
in the display, and then press to enter. 


>^Various ways of 
recording 


Connecting digital (optical) 
and analog (line) inputs 

The recorder selects digital or analog input 
according to how the sound source is 
hooked up. 

Input 

Digital 

Analog (line) 

\ 

(optical) 

input 

DifferencV\ 

input 


Connectable 

Equipment 

Equipment 

source 

with an 

with an analoe 


digital 

(line) output 


(optical) 
output jack 

jack 

Usable cord 

Optical caole Line caole 


(with an 

(with 2 phono 


optical or an plugs or a 


optical-mini 

stereo-mini 


plug) 

plug) 

Signal from 

Digital 

Analog 

the source 


Even when a 
digital source 
(such as a CD) 
is connected, 
the signal sent 
to the recorder 
is analog. 

Track 

Marked 

Marked 

marks" 

(copied) 

•after more 


automatically 

than 2 seconds 


•at the same 

of blank or low 


positions as 

level segment. 


the source;). 

•while the 


•after more 

recorder is 


than 2 

paused while 


seconds of 

recording. 


blank or 

•automatically 


low-level 

at specified 


segment 3>. 

intervals when 


•when 

the Auto time 


recording is 

stamp is on. 


paused 

You can erase 


while 

unnecessary 


synchro- 

marks after 


recording4). 

recording. 
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Recorded Same as the Adjusted 

sound source. automatically. 

level You can also You can also 

adjust it adjust it 

manually manually. 

(Digital REC 
level control). 

1) You can erase unnecessary marks after 
recording ("Erasing a track mark", page 117) 

2) When the sound source is a CD or an MD. 

3) With a sound source other than a CD or an MD. 

4) The recorder pauses automatically when it 
encounters a section with no audio signal for 3 
seconds or more. 

Note 

Track marks may be copied incorrectly: 

• when you record from some CD players or 
multi disc players using digital (optical) input. 

• when the source is in shuffle or program 
play mode while recording using digital 
(optical) input. In this case, play the source 
in normal play mode. 

• when recording BS or CS programs through 
digital (optical) input. 


Recording in analog (analog 
recording) 

See the illustration in Japanese text (page 28). 

The sound will be sent from the connected 
equipment as analog signal but will be 
recorded digitally on the disc. 

1 Connect the LINE IN (OPT) jack of the 
recorder to the line output jack of the 
source with an line cable (not supplied). 
The recorder switches to analog input 
automatically. 

2 Connect the power source. 

To use on AC power, see "Recording an 
MD right away!". 

3 Press and slide REC to the right. 

" 民 EC" and the 民 EC LED lights up and 
recording starts. 

4 Play the sound source. 

Note 

If you temporarily stop a recording operation 
by flipping the bar towards II, a new track 
mark will be added at that point where you 
flipped the bar towards II again to resume 
recording. The recording resumes on a new 
track. 


Long-time recording (MDLP) 

See the illustration in Japanese text {page 29). 
Select each recording mode according to 
the recording time that you want. 

Stereo recording is possible at 2 times (LP2) 
or 4 times (LP4) the normal recording time 
(MDLP mode). MDs recorded in monaural, 
LP2, or LP4 mode can be played back only 
on MD components with monaural, LP2, or 
LP4 mode. 

1 Press the jog dial. 

2 Turn the jog dial untir'REC MODE" 
flashes in the display, and then press to 
enter. 

3 Turn the jog dial to select the desired 
recording mode. 

The recording mode can be selected 
from ''(none)''(standard stereo mode), 
"LP2" (2 X normal recording mode), 
"LP4" (4 X normal recording mode), and 
"MONO" (monaural). 

4 Press and slide REC to the right. 
Recording starts. 

5 Start the sound source. 


When you do not want "LP:" 
added at the beginning of the 
track 

The recorder is factory set to add "LP:" at 
the beginning of tracks recorded in MDLP 
mode. 

1 While the recorder is stopped, press the 
jog dial. 

2 Turn the jog dial until "OPTION" 
flashes in the display, and then press to 
enter. 

3 Turn the jog dial util"LP Stamp" flashes 
in the display, and then press to enter. 

4 Turn the jog dial until "Stamp OFF" 
flashes in the display, and then press to 
enter. 

If you want "LP:" added, select "Stamp ON" 
in this step, and then press the jog dial. 

Notes 

• "LP:" is added to tracks checked-out in LP 
stereo from your computer regardless of the 
"LP Stamp" setting. If you want to delete 
"LP:", do the procedure "Relabeling 
recordings" (page 111). 
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• It is recommended that you use the supplied 
AC power adaptor for long recordings. 

• During monaural recording of a stereo 
sound source connected through the digital 
(optical) input jack, you can still monitor the 
recorded sound in stereo by using 
headphones/earphones connected the 0/ 
LINE OUT jack. 

• When you record in LP4 stereo mode, 
momentary noise may be produced on very 
rare occasions with certain sound sources. 
This is because of the special digital audio 
compression technology that enables a 
recording time 4 times longer than normal. 

If noise is produced, it is recommended that 
you record in normal stereo or LP2 stereo 
mode to obtain better sound quality. 


Recording tracks using the 
group function (Group Mode 
Recording) 

See the illustrations in Japanese text (pages 30 
and 31). 

What is the group function (group 
mode)? 

It is a function that allows you to separate 
tracks on a disc into different groups for 
playback, recording and editing. 

It is convenient for managing multiple CD 
albums recorded in MDLP (LP2 stereo/ 

LP4 stereo) mode onto a single MD. You 
can create a maximum of 99 groups on a 
disc. 

How is group information 
recorded? 

When recording in group mode, the group 
information is written to the disc name 
recording area automatically. 

Therefore, the character string written in the 
disc name recording area is displayed in its 
entirety as the disc name if you load an MD 
recorded in group mode into a system that 
does not support group mode, or if you try to 
edit the contents of a disc on this recorder 
with the group mode turned off. 

You can change the character string by 
performing the procedure of "Relabeling 
recordings" in ''Labeling/relabeling 
recordings" (page 111). However, if you 
rewrite this character string by mistake, 
you may be unable to use the group 
102 function of that MD. 


Notes 

• The group function setting is stored even if 
you eject the MD or turn off the recorder. 

• In group mode, the recorder treats all tracks 
without group settings as belonging to the 
last group on the disc. The last group is 
indicated in the display window on the 
recorder as "Group —— Within a group, the 
tracks appear in their order on the disc, not 
their order within the group. 

• It will not be possible to make a group 
setting if the tracks and disc name on a disc 
exceed the maximum number that can be 



To activate the group mode 

To record tracks in group mode, you must 
first turn the group mode on before the 
start of recording. 

On the recorder 

1 Press GROUP for 2 seconds or more. 
" じ )" and "GROUP ON" light up in the 
display and the group mode turns on. 

To cancel the group mode, press 
GROUP for 2 seconds or more. 

On the remote control 

1 Press DISPLAY for 2 seconds or more. 

2 Turn the control repeatedlyuntil 
"GROUP" flashes in the display, and 
then press ■ to enter. 

3 Turn the control repeatedlyuntil 
"GROUP ON" flashes in the display, 
and then pres ■ to enter. 

lights up in the display and the 
eroup mode turns on. 

To cancel the group mode, select 
"GROUP OFF" in step 2. 

Recording a track into a new 
group 

• This function can be operated on the 
recorder only. 

• Turn the group mode on. 

1 Press END 甜 ARCH. 

2 Press and slide REC to the right. 

3 Play the source sound. 

To stop recording, flip the わ a/* towards ■. 

The material that was recorded up until the 
bar was flipped towards ■ is entered as a new 
group- 


Recording a track into an 
existing group 

• This function can be operated on the 
recorder only. 

• Insert a disc with group settings. 

• Turn the group mode on. 

1 Press GROUP slightly. 

"P~r flashes and you can select a group 
directly (group skip mode). 

2 Within 5 seconds, press or 
repeatedly until the group you want the 
track to belong to appears. 

3 Press and slide REC to the right. 

4 Play the source sound. 

Newly recorded track is added after the 
current contentes. 

Notes 

• Even if "REC-Posi" is set to "From Here", 
newly recorded tracks are inserted after the 
existing tracks in the specified group 
without recording over the current contents. 

• The group skip mode turns off 
automatically in step 2 if nothing is done 
within 5 seconds. To continue the 
procedure, do step 1 again. 


Recording without 
overwriting existing material 

See the illustration in Japanese text (page 32). 
If you wish to avoid overwriting the 
current contents of an MD, do the 
following procedure. All new material will 
then be recorded from the end of the 
current contents. 

1 While the recorder is stopped, press the 
jog dial. 

2 Turn the jog dial until "OPTION" flashes 
in the display, and then press to enter. 

3 Turn the jog dial repeatedly until " 民 EC- 
Posi" flashes in the display, and then 
press to enter. 

4 Turn the jog dial repeatedly until "From 
End" flashes in the display, and then 
press to enter. 

To start recording from the current point. 

Select "From Here', in step 4. 

Notes 

• The setting will remain even after the power 
is turned off. 


• If you start recording while the recorder is in 
play-paused, the recording will begin from 
the point at which it is paused even when 
the "REC-Posi" is set to "From End". 


Recording from a microphone 

See the illustration in Japanese text {page 33). 

1 Connect a stereo microphone (ECM-717, 
ECM-MS907, ECM-MS957, etc., not 
supplied) to the MIC (PLUG IN 
POWER) jack. 

2 Press and slide REC to the right. 

To select microphone sensitivity 

1 Press the jog dial while the recorder is 
stopped 

2 Turn the dial repeatedly until "MIC 
SENS" flashes in the display, and then 
press to enter. 

3 Turn the jog dial repeatedly to select 
"SENS HIGH" {when recording a soft 
sound or a sound in the distance) or 
"SENS LOW"(when recording a loud 
sound or a sound at close range), and 
then press to enter. 

Notes 

• The recorder automatically switches input in 
the following order; optical input, 
microphone input, and analog input. You 
cannot record through the microphone 
while an optical cable is connected to the 
LINE IN (OPT) jack. 

• The microphone may pick up the operating 
sound of the recorder itself. Use the 
microphone away from the recorder in such 
cases. Do not use a microphone with a short 
connector, as this may cause the operating 
sound of the recorder to be picked up. 

• Only the left-channel sound is recorded 
when a monaural microphone is used. 


Adding track marks 
automatically at specified 
intervals (Auto Time Stamp) 

See the illustration in Japanese text {page 33). 

Use this feature to add track marks 
automatically at specified intervals when 
recording through the analog input 
connector or a microphone. 


Hoperatin 近 Instructions 


103 


1 While the recorder is recording or in 
recording pause, press the jog dial. 

2 Turn the jog dial repeatedly until "TIME 
MARK" flashes in the display, and then 
press to enter. 

3 Turn the jog dial repeatedly until the 
desired time interval flashes in the 
display, and then press to enter. 

Select one of the following intervals: 
"OFF" 

"5 min. ON" (track marks are added in 
every 5 minutes.) 

"10 min. ON" (track marks are added in 
every 10 minutes) 

"15 min. ON" (track marks are added in 
every 15 minutes) 

To cancel the setting, select "OFF" in this 
step. 

Notes 

• Automatic track marking by Auto Time 
Stamp starts when you add a normal track 
mark to the disc (i.e., by pressing T MARK 
or flipping the bar towards II, etc.). 

• The setting will be lost when the recording 
stopped. 


Adjusting the recording level 
manually (Manual recording) 

See the illustrations in Japanese text (pages 34 
and 35). 

When you record, the sound level is 
adjusted automatically. If necessary, you 
can set the level manually. You can adjust 
the recording level while recording and 
stopped. 

1 While flipping the bar towards II, press 
and slide REC to the right. 

The recorder stands by for recording. 

2 Press the jog dial. 

3 Turn 出 e jog dial until" 民 ecVolume" 
flashes in the display, and then press to 
enter. 

4 Turn 出 e jog dial until "Manual 民 EC" 
flashes in the display, and then press to 
enter. 

To switch back to the automatic level 
adjustment, select "Auto RE し " in this 
step. 

5 Play the program source. 


6 While observing the level meter in the 
display, adjust the recording level by 
turning the dial. 

Set the level so that the meter segments 
lieht up between 〇 (the fifth segment) 
and © (the ninth segment). If the level 
meter lights up to the right of 包 , reduce 
the input level. 

The upper level meter shows the L 
channel input level and the middle 
meter shows the R channel input level. 

If your source is an externally connected 
component, be sure to cue the source to 
the begining of the material to be 
recorded before you start playback. 

f Flip the bar towards 11 again to start 
recording. 

Notes 

• If you flip the bar towards ■ during 
recording operation, the recorder will revert 
to automatic recording level adjustment 
mode the next time you start a recording 
operation. 

• "RecVolume" cannot be selected in step 2 
during synchro-recording. To set the 
recording level manually during synchro¬ 
recording, do the procedure below. 

1 Do 0 and CD of "Record and MD" {step 3 of 
"Recording an MD right away!) (page 97)) 
and select "SYNC OFF" in 感 . 

2 Do steps 1 to 6 of manual recording 
procedure. Then do the procedure of 
"Record and MD"(step 3 of "Recording an 
MD right away!) (page 97)) again. 

Recording starts automatically whenever the 
source sound is played. 


Setting the clock to stamp the 
recorded time 

See the illustrations in Japanese text (page 37). 

To stamp the date and time on the MD 
when you record, you first need to set the 
clock. 

1 Press the jog dial while the recorder is 
stopped. 

2 Turn the jog dial until "OPTION" 
flashes in the display, and then press to 
enter. 


3 Turn the jog dial until "CLOCK SET" 
flashes in the display, and then press to 
enter. 

The digits of the year flash. 

4 Change the current year by turning the 
jog dial and press to enter. 

The digit of the month flashes. 

5 Repeat steps 4 to enter the current 
month, date, hour, and minute. 

When you press the jog dial to enter the 
minute, the clock starts operating. 

To display the current time 
On the recorder 

1 When the recorder is not operating or 
while recording, press the jog dial. 

2 Turn the dial until "DISPLAY" appears 
in the display, and then press to enter. 

3 Turn the jog dial until "Clock" flashes in 
the display, and then press to enter. The 
current time appears in the display. 

On the remote control 
1 Press DISPLAY repeatedly until current 
time appears in the display. 

If you make a mistake while setting the 
clock 

Press to go back wrongly entered 
item, and then enter the correct value. You 
can skip a step by pressing 

To display the time in the 24-hour 
system 

Press T MARK while setting the clock. To 
change the clock to the 12-hour system, 
press T MARK again. 

To maintain the correct time 

Once you set the clock, it will keep correct 
time as long as the recorder is connected to a 
power source, such as the rechargeable 
battery, alkaline dry battery, or AC power 
adaptor. However, if no power source is 
connected, the clock setting will change back 
to the factory setting after about 3 minutes. 
When changing the rechargeable battery or 
alkaline dry battery, make sure to do it within 
3 minutes. 

Notes 

• Make sure the time is correctly set if you want 
the time stamp to be accurately recorded for 
an important recording. 

• Under normal conditions, the clock may vary 
by about plus or minus 2 minutes per month. 


►l/ar#ous ways of 
playback 


Searching for a specific track 
or a position quickly (Quick 
Search) 

See the illustration in Japanese text {page 38). 

You can do two kinds of quick search. 

• Index search — Searching quickly while 
monitoring the track numbers or track 
names. 

• Time search — Searching quickly while 
monitoring the elapsed time. 

Selecting the search mode 

The search mode can be selected only on 
the remote control while the recorder is 
stopped, playing, or play-paused. 

1 Press DISPLAY for 2 seconds or more. 

2 Turn the control repeatedly until 

" 沈 ARCH" flashes in the display, and 
then press ■ to enter. 

3 Turn the control repeatedly until 
"Index"(index search) or "Time"(time 
search) flashes in the display, and then 
press ■ to enter. 

The recorder is factory set to "Index". 

4 Press 11 while playing a disc. 

5 Tun and hold the control repeatedly 
until the desired track number or track 
name appears in the display. 

6 Press II to cancel the pause. 

Playback starts from the selected track. 


Using the group function 

See the illustrations in Japanese text (pages 38 
to 40). 

The recorder can operate various playback 
with a disc which has group setting. 


Listening to tracks in a specific 
group (Group Mode Playback) 

• Insert a disc with group settings. 

On the recorder 

1 Start playback. 
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2 Press GROUP for 2 seconds or more to 
turn the group mode on. 

Playback stops at the end of the last track 
in the selected group. 

For details on selecting another group, see 
"Selecting and playing groups (Group Skip 
Mode)" (this page). 

On the remote control 

1 Start playback. 

2 Press DISPLAY for 2 seconds or more. 

3 Turn the control repeatedly until 
"GROUP" flashes in the display, and 
then press ■ to enter. 

4 Turn the control repeatedly until 
"GROUP ON" flashes in the display, 
and then press ■ to turn the group 
mode on. 

To turn off the group function 

• On the recorder 

Press GROUP for 2 seconds or more again. 

• On the remote control 

Select "GROUP OFF" in step 4. 

Note 

In group mode, the recorder treats all tracks 
without group settings as belonging to the last 
group on the disc. The last group is indicated 
in the display window on the recorder as 
"Group —— Within a group, the tracks 
appear in their order on the disc, not their 
order within the group. 


Selecting and playing groups 
(Group Skip Mode) 

Operations are possible regardless of whether 
group mode is on or off. However, playback 
on the recorder will differ, depending on 
whether group mode is on or off. 

• When group mode is on: 

Playback starts from the first track of the 
selected group and ends with the last 
track in the group. 

• When group mode is off: 

Playback starts from the first track of the 
selected group and ends with the last 
track on the disc. 

• Insert a disc with group settings. 


On the recorder 

1 Press GROUP slightly while playing. 

"\ _I" flashes in the display and the 
group become selectable. 

2 Within 5 seconds, turn the jog dial to 
select your desired group, and then 
press to enter. 

The recorder starts playing from the first 
track in the group. 

On the remote control 

1 While the recorder is playing, press and 
hold PLAY MODE until" —— "flashes 
in the display. 

The group skip mode turns on. 

2 Within 5 seconds, turn the control 
repeatedly to select your desired group. 

Notes 

• If no operation is performed within 5 
seconds after step 1,the group skip mode 
will be canceled and you will not be able to 
perform step 2 thereafter. To continue with 
step 1 at this point, repeat from the 
beginning of the procedure. 

• The group skip mode cannot be used with a 
disc that has no group settings. 


Changing a play mode 

See the illustrations in Japanese text (pages 40 

to 42). 

Steeines can be stored to the Personal Disc 

Memory. 

Selecting a play mode 

On the recorder 

1 While the recorder is playing, press the 
jog dial. 

2 Turn the jog dial until "PLAY MODE" 
flashes in the display, and then press to 
enter. 

3 Turn the jog dial to select the play mode, 
and then press to enter. 
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play mode/indication 

"Normar/"(none)" {All the , 
tracks are played once) 

♦ 

"AllRepe が 7"G" (All the 
tracks are played repeatedly) 

♦ 

"1 Tmck"/"1"(A single track 
is played) 

♦ 

"1 Repeat'7"G 1"(A single 
track is played repeatedly) 

♦ 

"Shuffle"/"SHUF " (After 
currently selected track finishes 
playing, the remaining tracks 
are played in random order) 

♦ 

"Shuf. 民 ep'7"C SHUF "(After 
currently selected track finishes 
playing, the remaining tracks 
are played repeatedly in 
random order) 

♦ 

"PGM"/"PGM" (Tracks are 
played m the order that you 
specified) 

♦ 

"PGMRepeat'7"G ： PGM" (tracks 

are played repeatedly 

in the order that you specified). 

On the remote control 

1 Press PLAY MODE during playback. 
Each time you press this button, the play 
mode changes as follows. 

"(none)" (All the tracks are played > 
once) 

♦ 

"1"(A single track is played) 

♦ 

"SHUF "(After currently selected 
track finishes playing, the 
remaining tracks are played in 
random order) 

♦ 

"PGM " (Tracks are played in the 
order that you specified). 

2 If you want to repeat playback in the 
selected play mode, press RPT/ENT. 
" ご ' appears in the display. 


Creating a Program (Program play) 

You can set the program with up to 20 

tracks. 

On the recorder 

1 Press the jog dial while "PGM" flashes 
in the display at step 2 of "Selecting a 
play mode." 

2 Turn the jog dial to select a track, and 
then press to enter a track number. 

3 Repeat step 2 to program more tracks. 

4 Press the jog dial for 2 seconds or more. 

On the remote control 

1 While the recorder is playing, press 
PLAY MODE repeatedly until "PGM " 
flashes in the display. 

2 Turn the control repeatedlyo select a 
track, and then press RtP/ENT to enter 
a track number. 

4 Repeat step 2 to program more tracks. 

5 Press REP/ENT for 2 seconds or more. 

Notes 

• All program settings are lost when the lid of 
the recorder is opened. 

• If you turn group mode on or off during the 
setting of a program, program setting mode 
will be canceled, but the proeram contents 
up to that point will remain. 

• You cannot turn group mode on or off while 
proeramming tracks. 

• If you turn group mode on during program 
play, the program play is canceled. 


Adjusting treble and bass 
(Digital Sound Preset) 

See the illustrations in Japanese text (pages 42 
and 43). 

You can adjust the treble and bass to suit 
your taste. The recorder can store two sets 
of treble-bass adjustments, which can then 
be selected later during playback. 

The sound can be adjusted in 8 steps (-4, - 
3, ...±0, ...+2, +3). Settings can be stored to 
the Personal Disc Memory. 

Continued 
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Selecting the sound quality 

Factory settings of the Digital Sound Preset 

are as follows: 

• "SOUNDl" (on the recorder)/"S 1"(on 
the remote control) : bass +1,treble ±0 

• "SOUND2" (on the recorder)/"S 2" (on 
the remote control): bass +3, treble ±0 

On the recorder 

1 Press the jog dial. 

2 Turn the jog dial until "SOUND" flashes 
in the display, and then press to enter. 

3 Turn the jog dial until "SOUND 1" or 
"SOUND 2" flashes in the display, and 
then press to enter. 

On the remote control 

1 Press SOUND on the remote control 
repeatedly to select "S 1" or "S 2". 


Adjusting the sound quality 

On the recorder 

1 Press the jog dial. 

2 Turn the jog dial until "SOUND" flashes 
in the display, and then press to enter. 

3 Turn the jog dial until "SOUND r or 
"SOUND 2" flashes in the display. 

The display shows the currently selected 
T (treble) and B (bass) settings. 

4 Select "T" or "B" flipping the bar 
towards ■ or II. 

You can change the adjust of the item in 
which the cursor is flashing. 

5 Turn the jog dial to adjust the sound level. 
To move the cursor between "T" to "B": 
flip the bar towards ■ or II. 

To switch between "SOUND 1"to 
"SOUNDS": move the cursor to the top 
row, and then turn the jog dial. 

6 Press the jog dial to enter. 

The sound settings are saved and the 
playback display appears again. 

On the remote control 

1 Press SOUND on the remote control 
repeatedly to select "S 1" or "S 2". 

2 During playback, press SOUND for 2 
seconds or more. 

The recorder changes to B-setting mode. 
Pressing the SOUND button for 2 
seconds again changes the recorder back 
to T-setting mode. 


3 Turn the control repeatedly to adjust the 
bass or treble. 

To switch "B" and "T": 

Press SOUND for 2 seconds or more. 

To switch "SI" and"S2": 

Press SOUND for a short time. 

4 Press ■ to enter . 

To cancel the Digital Sound Preset 

• On the recorder 

Select "SOUND OFF" in step 3. 

• On the remote control 

Press SOUND repeatedly until nothing 
appears in the display. 

Notes 

• Digital Sound Preset becomes inoperative 
when the "AUDIO OUT" parameter for the 
0/LINE OUT jack is set to "LINE OUT". In 
this case, set the "AUDIO OUT" to 
"Headphone" (page 100). 

• When you use the Digital Sound Preset, the 
sound may break or become distorted 
depending on the settings or the track. In 
this case, change the settings of the sound 
quality. 

• Changing to another Digital Sound Preset 
during a recording operaHon will not affect 
the quality of recorded sound. 


To change playback speed 
(Speed Control) 

See the illustrations in Japanese text (pages 44 
and 45). 

The playback speed can be adjusted in 7 
steps {80%, 85%,…100%,105%,110%). 
Setting can be stroed to the Personal Disc 
Memory. 

• This function can be operated on the 
remote control only. 

1 Press DISPLAY for 2 seconds or more 
during playback. 

2 Turn the control repeatedly until 
"SPEED" flashes in the display, and then 
press ■ to enter. 

The recorder changes to speed-setting 
mode. 

3 Turn the control repeatedly to select the 
playback speed. 

"+" shows the normal speed and the 
cursor shows the playback speed you 
are selecting. 


4 Press ■ to set the playback speed. 

"S" appears in the display when the 
speed is changed. 

Notes 

• The playback sound will be affected by the 
playback speed. 

• All settings will be lost when you remove 
the disc from the recorder (except when the 
settings of the disc has been stored to the 
Personal Disc Memory). 


Connecting to a stereo system 
(LINE OUT) 

See the illustration in Japanese text (page 47). 

Connect the fVLINE OUT jack of the 
recorder to the LINE IN jacks of an 
amplifier or a tape recorder with a line 
cable (RK-G129 or RK-G136, not supplied). 
The output is analog. The recorder plays 
the MD digitally and sends analog signals 
to the connected equipment. 

When connecting a line cable to 
the 0/LINE OUT jack 

When connecting a line cable (not supplied), 
be sure to set the "AUDIO OUT" parameter 
for the rVLINE OUT jack. 

1 Press the jog dial. 

2 Turn the dial until "AUDIO OUT" flashes 
in the display, and then press to enter. 

3 Turn the dial until "LINE OUT" flashes 
in the display, and then press to enter. 

Notes 

• If the "AUDIO OUT" parameter for the 0/ 
LINE OUT jack is set to "LINE OUT", 
VOLUME +/- or Digital Sound Preset will 
not function. 

• The "AUDIO OUT" parameter for the 0/ 
LINE OUT jack cannot be set to "LINE 
OUT" when the supplied remote control is 
connected. 

• When you connect the headphones/ 
earphones directly to the recorder, set the 
"AUDIO OUT" parameter for the 0/LINE 
OUT jack to "Headphone". 


►fc/ け " ig recorded tracks 

You can edit your recordings by addins/ 

erasing track marks or labeling tracks and 

discs. 

Premastered MDs cannot be edited. 

Notes on editing 

• You cannot edit tracks on an MD that is 
record -protected. Before editing tracks, 
close the tab on the side of the MD. 

• If you perforin an editing operation while 
playing, editing results will not be recorded 
until you stop the recorder and "TOC Edit" 
disappears in the display. 

• Do not move or jog the recorder while "TOC 
Edit"* is flashing in the display. 

• The lid does not open until "TOC Edit" 
disappears in the display after editing. 

• When the group mode is on, editing can be 
performed only for the tracks registered into 
the selected group. 

* TOC = Table of Contents 


Labeling/relabeling recordings 

See the illustrations in Japanese text (pages 48 
to 51). 

You can name tracks, groups and discs 
using the recorder's character palette. 

Available characters 

• Katakana characters (Japanese model 
only) 

• Capital and small letters of the English 
alphabet. 

• Numbers 0 to 9 
•!"#$%&()*.;< = >? 

@ : -(space) 

Numbers of characters you can 
input 

Track, group, or disc name: Approx. 200 
each (all available characters are mixed). 

Numbers of characters you can 
input in a disc 

Alphanumeric characters/symbols only: 
Approx.120 titles of about 10 characters 
each (a maximum of about 1,700 letters) 
Japanese katakana characters: Approx. 60 
titles of about 10 characters each (a 
maximum of about 800 letters) 
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The number of titles that can be stored on a 
disc depends on the number of characters that 
are input for track names, group names, and 
disc name. 

About the character palette 

During operations on the recorder, characters 
can be selected from the character palette in 
the display. 

Since only a part of the character palette is 
visible on the display, use the control bar to 
move the cursor and enter characters. 

For configulation of the character palette, 
see page 48 in Japanese text. 

Notes 

• "NAME FULL" appears when you try to 
enter more than 1,700 characters on a disc. 
Enter a shorter name for the track, group, or 
disc, or set the "LP Stamp" setting to "Stamp 
OFF'' so that "LP:" is not be added at the 
beginning of the track name. 

• When labeling a disc which has been 
recorded using the group function, make 
sure group mode is on in order to prevent 
the group management information from 
being overwitten by mistake. 

• If you enter the symbol "//" between the 
characters in disc names such as "abc/ /def," 
you may be unable to use the group function. 

Labeling recordings 

On the recorder 

1 Insert a disc and do the followings. 

To label a track: 

Start playing or recording the track you 
want to label, and then label the track 
while the recorder is playing or 
recording. 

To label a group: 

Turn the group mode on (page 102) and 
start playing or recording the track 
within the group you want to label, and 
then label the group while the recorder 
is playing or recording. 

To label a disc: 

Label a disc while the recorder is 
stopped or recording. 

If you label a disc with group settings, 
turn the group mode on (page 102). 

2 While the recorder is stopped, press the 
jog dial. 

3 Turn the jog dial until "EDIT" flashes in 
110 the display, and then press to enter. 


4 Turn the dial until the following item 
appears in the display, and then press to 
enter. 

When labeling a track: " ぶ： Name" 
When labeling a group: " む : Name" 
When labeling a disc: : Name" 

The cursor flashes in the letter input area 
and the track, group, or disc is ready to 
be labeled. 

5 Flip the bar towards ■. 

The cursor shifts from the letter input 
area to the character palette. 

6 Select a letter with the control bar and 
press ►to enter. 

The selected letter appears in the letter 
input area and the cursor moves to the 
next input position. 

The buttons used for character input and 
their functions are listed below. 


Functions^ 

Operations 

To move the cursor in 
the character palette. 

Control bar. 

Turn the jog dial 
(move the cursor 
upward or 
downward ド . 

To select a character in 
the letter input area. 

Turn the jog dial. 

To enter a letter. 

Press ►. 

Press the jog dial. 

To move the cursor from Flip the bar 
the letter input area to towards ■. 
the character palette. 

To move the cursor 
from the character 
palette to the letter 
input area. 

Press CANCEL. 

To enter a name. 

Press ► or the 
jog dial for 2 
second or more. 

To insert a blank space 
before the cursor in the 
letter input area. 

Press VOLUME +. 

To delete a letter in the 
letter input area. 

Press VOLUME 

To display and 

"/" repeatedly at the 
input position in the 
letter input area. 

Press T MARK. 



To cancel labeling in Press CANCEL, 
the letter input area. 

い Functions of the buttons and control may differ 
depending on where the cursor is in the letter 
input area or the character palette. 

リ If phrases are stored in the name bank, the 
first phrase stored appears in the display 
(page 112). 

7 Repeat step 6, and then enter all 
characters of the label name. 

8 Press down the jog dial for 2 seconds or 
more. 

The disc is labeled. 

On the remote control 

1 Insert a disc. 

See step 1of "On the recorder" to check 
the varieties of name you can label (page 
110 ). 

2 Press DISPLAY tor 2 seconds or more. 

3 Turn the control repeatedly until "EDIT" 
flashes in the display, and then press ■ 
to enter. 

4 Turn the control repeatedly until the 
following item appears in the display, 
and then press ■ to enter. 

When labeling a track: "Track Name" 
When labeling a group: "Group Name" 
When labeling a disc: "Disc Name" 

5 Turn the control repeatedly to select a 
letter and press ■ to enter. 

The selected letter stops flashing and the 
cursor moves to the next input position. 
Functions Operation 

To switch between Press 11 
katakana, capital letters, 
small letters, numbers/ 
symbols and phrases". 

To move the cursor to Pull and turn the 
the left or right. control (VOL +/-). 

To change the letter to Turn the control 
the one before/next one. / ►►►!). 

To insert a blank space Press DISPLAY. 
to type in a new letter. 

To cancel labeling. Press DISPLAY 
for 2 seconds or 
more. 

To delete a letter and Pess PLAY MODE, 
move back all following 
letters to the left. 


リ If phrases are stored in the name bank, the 
first phrase stored appears in the display 
(page 111). 

6 Repeat step 5 and enter all characters of 
the label name. 

f Keep pressing ■ for 2 seconds or longer. 
The track or disc is labeled. 

To cancel labeling 

Press CANCEL on the recorder. 

Press DISPLAY for 2 seconds or more on the 
remote control. 

Notes 

• When the recordine is stopped while labeling a 
track, a group, or a disc during recording, or 
when the playback moves on to the next track 
while labeling a track during playback, the input 
at that point is entered automatically. 

• "LP:" has automatically been added at the 
beginning of the track names for tracks recorded 
in MDLP mode. 

• You cannot label or relabel the premastered disc. 

Relabeling recordings 
On the recorder 

1 Insert a disc and do the following. 

To relabel a track: 

Start playing a track you want to relabel, 
and chanee a track name while the 
recorder is playing. 

To relabel a group: 

Turn the group mode on (page 102) and 
start playine or recording a track within 
the group you want to relabel, and 
change the group name while the 
recorder is playing or recording. 

To relabel a disc: 

Relabel the disc while the recorder is 
stopped or recording. 

If you relabel a disc with group settings, 
turn the group mode on (page 102). 

2 Follow steps 2 to 4 of "Labeling 
recordings" (page 110) to display a track, 
group, or disc name 

3 Follow steps 5 to 8 of "Labeling 
recordings" (page 110), and then keep 
pressing the jog dial for 2 seconds or 
more. 
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On the remote control 

1 Insert a disc and do the following. 

See step 1of "On the recorder" to check 
the varieties of name you can relabel. 

2 Follow steps 2 to 4 of "On the remote 
control" (page 111) in "Labeling 
recordings" to display a track, group, or 
disc name 

3 Follow steps 5 to 7 of "On the remote 
control" (page 111) in "Labeling 
recordings", and then keep pressing the 
■ for 2 seconds or more. 

To cancel labeling 

Press CANCEL on the recorder. 

Press DISPLAY for 2 seconds or more on the 

remote control. 

Notes 

• Track and disc titles that were entered in 
Japanese katakana characters will appear in 
Roman letters on minidisc players that do 
not support the display of katakana 
characters. Such titles will be marked with a 
" へ " at the beginning and the end. 

• You cannot relabel premastered MDs or 
label MDs that have not been recorded. 

• The recorder cannot rewrite a track, group, 
or disc name of more than 200 letters that 
was created by another device. 


Storing phrases frequently 
used in labeling 

See the illustrations in Japanese text (page 52). 
Phrases that you often use while labeling 
can be stored in the recorder's memory. 
Approximately 25 phrases of about 10 
characters each (with a total character 
count of about 40 日 ) can be stored in the 
phrase bank. The actual number will 
depend on the length of each phrases. 


Storing phrases while labeling a 
track or disc 

You can store phrases in three ways. 

• Storing phrases while labeling a 
track, group, or disc: 

You can store phrases while labeling a 
track, group, or disc by doing the 
procedure "Labeling recordings" (page 
11 日). 


• Storing phrases from a previously 
labeled track, group, or disc: 

You can store an existing track, group, 
or disc name as a phrase. 

• Inputting and storing phrases: 

You can store frequently used phrases in 
advance, and then retrieve and use them 
when labeling a track, eroup, or disc. 

Storing phrases while labeling a 

track or disc 

On the recorder 

1 Follow steps 1 to 7 of "Labeling 
recordings" (page 110) to enter a phrase. 

2 After entering the phrase, press 
CANCEL to remove the cursor from the 
character palette to the letter input area. 

3 Press END SEARCH for 2 seconds or 
more. 

"Entry!" appears in the display and the 
cursor flashes after the phrase you just 
stored. 

4 If you continue labeling operation, do 
steps 5 to 7 of "Labeling recordings" 
(page 110). 

On the remote control 

1 Follow steps 1 to 6 of "On the remote 
control" (page 111) in "Labeling 
recordings" to enter a phrase. 

2 After entering the phrase, press II for 2 
seconds or more. 

3 If you continue labeling operation, do 
steps 5 to 6 of "On the remote control" 
(page 111) in "Labeling recordings". 

Storing phrases from a previously 

labeled track, group, or disc 

On the recorder 

1 Follow steps 1 and 2 of "Relabeling 
recordings" (page 110) and display the 
track, group, or disc name that contains 
the phrase that you want to store. 

2 Press K4 / repeatedly to move the 
cursor to the rieht of the phrase. 

3 Press END SEARCH for 2 seconds or 
more to store the phrase. 


On the remote control 

1 Follow steps 1 and 2 of "On the remote 
control" in "Relabeling recordings" 

(page 111) and display the track, group, 
or disc name that contains the phrase 
that you want to store. 

2 Pull and turn the control towards VOL + 
or VOL - to move the cursor to the right 
of the phrase. 

3 Press 11 for 2 seconds or more to store 
the phrase. 

Entering and storing phrases 
On the recorder 

1 Press the jog dial. 

2 Turn the dial until "EDIT" flashes in the 
display, and then press to enter. 

3 Turn the jog dial until "Name Bank" 
flashes in the display, and then press to 
enter. 

4 Follow steps 5 to 8 of "Labeling 
recordines" (page 110) to enter a phrase. 
"Entry!" appears in the display and the 
phrase is stored. 

On the remote control 

1 Press DISPLAY for 2 seconds or more. 

2 Turn the control repeatedly until "EDIT" 
flashes in the display, and press ■ to enter. 

3 Turn the control repeatedly until "Name 
Bank" flashes in the display, and then 
press ■ to enter. 

4 Do steps 5 to 7 of "On the remote control" 
in ''Labeling recordings" (page 111) to enter 
a phrase. 

Note 

If you have entered and then stored a phrase, 
you cannot retrieve it by followine the 
procedure of "Searching a phrase by- 
displaying the stored phrase one by one". 
When you retrieve a stored phrase, follow the 
procedure of "Searching for a phrase by its 
first letter." 


Using a retrieved phrase for 
labeling 

There are two ways to retrieving phrases 
for labeling. 

• Searching for a phrase by displaying 
the stored phrase: 

You can retrieve a phrase by keyword, 
and then use the phrase in a new label. 


• Searching for a phrase by its first 
letter: 

You can retrieve a phrase by its first 
letter, and then use the phrase in a new 
label. 

Searching for a phrase by 

displaying the stored phrase 

On the recorder 

1 Follow steps 1 and 4 of "Labeling 
recordings" (page 110). 

A track, group or disc is ready to be 
labeled. 

2 Press END SEARCH so that the phrase 
stored in the recorder's memory appears 
in the display. 

3 Flip the bar towards ■ to move the 
cursor from the letter input area to the 
character palette. 

4 Turn the jog dial until the desired phrase 
flashes in the display. 

Turnins the jog dial causes the phrases 
stored in the recorder's memory to 
appear one by one in sequential order. 

5 Press the jog dial while the phrase you 
want flashes in the display. 

The phrase is selected and lights up in 
the letter input area. 

6 Press the jog dial for 2 seconds or more. 
The phrase is retrieved. 

l If you continue labeling operation, do 
steps 5 to 8 of "Labeling recordings" 
(page 110). 

On the remote control 

1 Follow steps 1 to 4 "On the remote 
control" in "Labeling recordings" (page 
111 ). 

2 Press 11 repeatedly until the phrase 
stored in the recorder's memory appears 
in the display. 

3 Turn the control repeatedly. 

Turnine the control causes the phrases 
stored in the recorder's memory to 
appear one by one. 

4 Press ■ slightly while the phrase you 
want is shown in the display. 

5 If you continue labeling operation, do 
steps 6 to 7 of "On the remote control" 
in "Labeling recordings" (page 111). 
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Searching for a phrase by its first 

letter 

On the recorder 

1 Follow steps 1 to 5 of "Labeling 
recordings" (page 110). 

A track, group or disc is ready to be 
labeled. 

2 Turn the jog dial until the letter which 
the desired phrase begins with. 

3 END SEARCH to search so that the 
phrase corresponding to the letter 
appears. 

4 Flip the bar towards ■ to move the 
cursor from the letter input area to the 
character palette. 

5 Turn the jog dial until the desired phrase 
flashes in the display and then press the 
jog dial. 

The phrase is selected and lights up in 
the letter input area. 

6 Press the jog dial for 2 seconds or more. 
The selected phrase is retrieved. 

7 If you continue labeling operation, do 
steps 5 to 8 of "Labeling recordings" 
(page 110). 

On the remote control 

1 Follow steps 1 to 5 "On the remote 
control" in "Labeling recordings" (page 
111 ). 

2 When labeling a track, group, or disc, 
turn the control repeatedly until the 
letter which the desired phrase begins 
with flashes in the display. 

3 Press 11 repeatedly to search so that the 
phrase corresponding to the letter 
appears. 

When the letter appears, turn the control 
towards ^ until the desired phrase 
appear one by one. 

4 Press ■ while the phrase you want is 
shown in the display. 

5 Press ■ for 2 seconds or more. 

6 If you continue labeling operation, do 
steps 5 to 7 of "On the remote control" 
in "Labeling recordings" (page 111). 


Erasing phrases 
On the recorder 

1 While the recorder is stopped press the 
jog dial 


2 Turn the dial until "EDIT" appears, and 
then press to enter. 

3 Turn 化 e jog dial until "BankErase" 
appears, and then press to enter. 

4 Turn the jog dial until the phrase you 
want to erase flashes in the display, and 
then press to enter. 

"Erase!" appears and the phrase is 
erased. 

On the remote control 

1 While the recorder is stopped, press 
DISPLAY tor 2 seconds or more. 

2 Turn the control repeatedly until "EDIT" 
flashes in the display, and press ■ to 
enter. 

3 Turn the control repeatedly until 
"BankErase" appears in the display, and 
then press ■ to enter. 

4 Turn the control repeatedly until the 
phrase you want to erase appears, and 
then press ■ to enter. 

To cancel the operation 

Press CANCEL on the recorder. 

Press DISPLAY for 2 seconds or more on the 

remote control. 


Registering tracks or groups as 
a new group (Group setting) 

See the illustrations in Japanese text (page 56). 

Do the following procedure to register 
tracks or groups as a new group. The 
tracks or groups must, however, be 
sequential. If the desired tracks or groups 
are not consecutive, you must move them 
to make them consecutive before you can 
register them ("Moving recorded tracks", 
page 115). The operation of this function 
depends on whether group mode is on or 
off. 

• When group mode is ON: 

Several groups are registered as one group. 
A track without group setting can be 
registered to an existing group. 

• When group mode is OFF: 

Several tracks are registered as one group. 
The following section explains the 
operation when group mode is on. 

On the recorder 

1 Press GROUP for 2 seconds or more to 
turn the group mode on. 
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2 While the recorder is stopped, press the 
jog dial. 

3 Turn the jog dial until "EDIT" flashes in 
the display, and then press to enter. 

4 Turn the jog dial until "り : Set" flashes in 
the display, and then press to enter. 

5 Turn the jog dial until the number or 
name of the desired first track flashes in 
the display, and then press to enter. 

This selects the first track of the new group. 
Even when the group mode is on, track 
numbers appear according to their order 
on the disc, not their order within the 
group. 

6 Turn the jog dial until the number or 
name of the desired last track flashes in 
the display, and then press to enter. 

This selects the last track of the new group. 

7 Follow steps 4 to 8 of "Labeling 
recordings" (page 110) to label a group. 

On the remote control 

1 Follow the procedure of "To activate the 
group mode" (page 102) to turn the 
group mode on. 

2 While the recorder is stopped, press 
display tor 2 seconds or more. 

3 Turn the control repeatedly until "EDIT" 
flashes in the display, and then press ■ 
to enter. 

4 Turn the control repeatedly until 
"Group Set" flasehs in the display, and 
then press ■ to enter. 

5 Turn the control repeatedly until the 
number or name of the desired first 
track flashes in the display, and then 
press ■ to enter. 

6 Turn the control repeatedly until the 
number or name of the desired last track 
flashes in the display, and then press ■ 
to enter. 

7 Follow steps 5 to 7 of "On the remote 
control" in "Labeling recordings" (page 
111) to label a group. 

Notes 

• In step 5, the first track must be either the 
first track of an existine group or a track that 
does not belong to a group. 

• When selecting the last track in step 4, make 
sure the track comes after the one selected in 
step 5. The last track must be either the last 
track of an existing group or a track that 
does not belong to a group. 


To release a group setting 

See the illustrations in Japanese text (page 57). 

On the recorder 

1 Press GROUP for 2 seconds or more to 
turn the group mode on. 

2 Select a group that you want to release and 
check the contents ("Selecting and playing 
groups (Group Skip Mode)" (page 106)). 

3 Flip the bar towards ■. 

4 Press the jog dial. 

5 Turn the jog dial until "EDIT" flashes in 
the display, and then press to enter. 

5 Turn the jog dial until "P~i : Release" 
flashes in the display, and press to enter. 
"Release?" and "PushENTER" appear in 
the display. 

6 Press the jog dial to enter. 

The group setting of the selected group 
is released. 

On the remote control 

1 Follow the procedure of "To activate the 
group mode" (page 102) to turn the 
group mode on. 

2 Select a group that you want to release の 
and check the contents (see "Selecting お 
and playing croups (Group Skip Mode)" 
(page 106)). 

3 Press ■. 

4 Press DISPLAY for 2 seconds or more. 

5 Turn the control repeatedly until "EDIT" 
flashes in the display, and then press ■ 
to enter. 

6 Turn the control repeatedly until 
"GroupReiease" flasehs in the display, 
and then press ■ to enter. 

7 Press ■ to enter. 
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Moving recorded tracks 

See the illustrations in Japanese text (page 58). 

You can change the order of the recorded 
tracks. 

On the recorder 

1 While playing the track you want to 
move, press the jog dial 

2 Turn the jog dial until "EDIT" flashes in 
the display, and then press to enter. 

Continued 


3 Turn the jog dial until": Move" flashes 
in the display, and then press to enter. 
The selected track number or name of 
the group that the selected track belongs 
flashes in the display. If the track has 
been labeled, press to make the 
track name appear in the display. Press 

to display the track number again. 

4 Turn the jog dial until the destination 
track number flashes in the display. 

5 Press the jog dial to enter. 

The track moves to the selected 
destination track. 

On the remote control 

1 Press DISPLAY for 2 seconds or more. 

2 Turn the control repeatedly until "EDIT" 
flashes in the display, and then press ■ 
to enter. 

3 Turn the control repeatedly until "Track 
Move" flashes in the display, and then 
press ■ to enter. 

4 Turn the control repeatedly to select the 
destination track number. 

5 Press ■ to enter. 

To cancel moving 

Press CANCEL on the recorder. 

Press DISPLAY for 2 seconds or more on the 
remote control. 

Note 

If the disc has group settings, turn group 
mode on before moving a track. Moving a 
track with group mode off may affect the 
structure of the group. 


Moving a track to a different 

group 

See the illustration in Japanese text {page 59). 

On the recorder 

1 Press GROUP for 2 seconds or more to 
turn the group mode on. 

2 While playing the track you want to 
move, press the jog dial. 

3 Turn the jog dial until "EDIT" flashes in 
the display, and then press to enter. 

4 Turn the jog dial until": Move" flashes 
in the display, and then press to enter. 


5 Turn the jog dial until the destination 
group flashes in the display, and then 
press to enter. 

The group number to which the 
currently playing track belongs flashes 
in the middle section of the display. If 
the group has been labeled, press to 
display the group name. Press to 
return to the group number display. 

6 Turn the jog dial until the number of the 
destination track within the group 
flashes in the display, and then press to 
enter. 

The selected track number or name of 
the group that the selected track belongs 
flashes in the display. If the track has 
been labeled, press to make the 
track name appear in the display. Press 
to display the track number again. 

On the remote control 

1 Follow the procedure of "To activate the 
group mode" (page 102) to turn the 
group mode on 

2 Press DISPLAY for 2 seconds or more 
while the track you want to move is 
が aying- 

3 Turn the control repeatedly until "EDIT" 
flashes in the display, and then press ■. 

4 Turn the control repeatedly until "Track 
Move" flashes in the display, and then 
press ■ to enter. 

5 Turn the control repeatedly until the 
destination group flashes in the display, 
and then press ■ to enter. 

6 Turn the control repeatedly until the 
number of the destination track within 
the group flashes in the display, and 
then press ■ to enter. 

To cancel moving 

Press CANCEL on the recorder. 

Press DISPLAY for 2 seconds or more on the 

remote control. 
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Changing the order of a group 
on a disc (Group move) 

See the illustrations on Japanese text (page 60). 

On the recorder 

1 Press GROUP for 2 seconds or more. 

2 While playing a track within a group 
whose order you want to change, press 
the jog dial. 

3 Turn the jog dial until "EDIT" flashes in 
the display, and then press to enter. 

4 Turn the jog dial until '' P~| : Move" flashes 
in the display, and then press to enter. 

5 Turn the jog dial to select the destination 
point on the disc, and then press to enter. 

On the remote control 

1 Follow the procedure of "To activate the 
group mode" (page 102) to turn the 
group mode on. 

2 While playine a track within a eroup 
whose order you want to change, press 
DISPLAY for 2 seconds or more. 

3 Turn the control repeatedly until "EDIT" 
flashes in the display, and then press ■ 
to enter. 

4 Turn the control repeatedly until 
"Group Move" appears in the display 
and then press ■ to enter. 

5 Turn the control repeatedly to select a 
destination point on the disc, and then 
press ■ to enter. 

To cancel moving 

Press CANCEL on the recorder. 

Press DISPLAY for 2 seconds or more on the 

remote control. 


Adding a track mark 

See the illustrations in Japanese text {page 61). 

You can add a track mark so that the part 
after the new track mark is counted as new 
track. You cannot add a track mark on a 
track that has been checked-out from your 
computer. 

1 While playine or pausing an MD, press 
T MARK on the recorder at the point 
you want to mark. 

"MARK ON" appears in the display, 
and the track mark is added. 


To add track marks while 
recording (except while synchro¬ 
recording) 

Press T MARK at the point you want to 
add a track mark. You can use Auto Time 
Stamp to add track marks automatically at 
specified intervals (except while digital 
recording). 


Erasing a track mark 

See the illustrations in Japanese text (page 62). 

When you record with analog (line) input, 
unnecessary track marks may be recorded 
where recording level is low. You can erase 
a track mark to combine the tracks before 
and after the track mark. You cannot erase 
a track mark on a track that has been 
checked-out from your computer. 

1 While playing the track with the track 
mark you want to erase, flip the bar 
towards II to pause. 

2 Find the track mark by pressing 
slightly. 

"MARk" appears in the display for 2 
seconds. 

3 Press T MARK to erase the mark. 
"MARK OFF" appears in the display. 
The track mark is erased and the two 
tracks are combined. 

To cancel moving 

Press CANCEL on the recorder. 

Press DISPLAY for 2 seconds or more on the 
remote control. 

Notes 

• When you erase a track mark between the 
two consecutive tracks that are registered 
into different groups, the second track is re¬ 
registered into the group containing the first 
track. In addition, if you combine a track 
that is registered to a group with a track that 
is not registered to a group (two consecutive 
tracks), the second track takes the same 
registration setting as the first track. 
However, when the group function is on, 
you can only combine tracks witnin the 
selected group. 

• You cannot erase track marks according to 
the system limitations. 
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Erasing tracks or groups 

See the illustration in Japanese text {page 62). 

You can quickly erase recorded tracks, all 
the tracks and data of the MD, or groups. 

Note that once a recording has been 
erased, you cannot retrieve it. Make 
sure of the contents you are erasing. 

Note 

You cannot erase tracks that have been 
checked out from your computer. You cannot 
erase a group or an entire disc if it contains a 
checked-out track. In this case, check in the 
track or tracks to OpenMG Jukebox. 


Erasing a track 

On the recorder 

1 While playing the track you want to 
erase, press the jog dial. 

2 Turn the jog dial repeatedly until 
"EDIT" flashes in the display, and then 
press to enter. 

3 Turn the jog dial until": Erase" 
flashes in the display, and then press to 
enter. 

"Erase OK?" and "PushENTER" 
appear in the display. 

4 Press the jog dial to enter. 

The track is erased and the next track 
starts to play. All the tracks after the one 
erased are automatically renumbered. 

On the remote control 

1 While playing the track you want to 
erase, press DISPLAY for 2 seconds or 
more. 

2 Turn the control repeatedly until "EDIT" 
flashes in the display, and then press ■ 
to enter. 

3 Turn the control repeatedly until "Track 
Erase" flashes in the display, and then 
press ■ to enter. 

4 Press ■ to enter. 


Erasing a whole disc 

1 While the recorder is stopped, press the 
jog dial. 

2 Turn the jog dial until "EDIT" flashes in 
the display, and then press to enter. 

3 Turn the jog dial until: Erase" 
flashes in the display, and then press to 
enter. 

"AUErase?" and "PushENTER" appear 
in the display. 

4 Press the jog dial to enter. 

"TOC Edit" flashes in the display, and 
all the tracks will be erased. 

When erasing is complete, 
"BLANKDISC" flashes and "00:0 日 " 
appears in the display. 


To erase a group 

1 Press GROUP for 2 seconds or more to 
turn the group mode on. 

2 Follow steps 1 and 2 of the procedure 
described under "On the recorder" in 
"Selecting and playing desired groups 
(Group Skip Mode)" (page 106) to check 
the contents. 

3 Flip the bar towards ■. 

4 Press the jog dial, turn the dial until 
"EDIT" flashes in the display, and then 
press the dial again. 

5 Turn the jog dial until_| : Erase" 
flashes in the display, and then press the 
jog dial. 

The group name, "GP Erase?" and 
"PushENTER" appear in the display. 

6 Press the jog dial again. 

The group is erased. 

To cancel moving 

Press CANCEL on the recorder. 

Press DISPLAY for 2 seconds or more on the 

remote control. 


To erase a part of a track 

Add track marks at the beginning and the 
end of the part you want to erase, then 
erase the part. 
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►other operation 

Setting the alarm (Melody 
Timer) 

See the illustrations in Japanese text (pages 65 
and 66). 

You can set the alarm to go off in 1 to 99 
minutes. 

The following sounds can be selected: 
"TIMER 1" Classical music 1 

"TIMER 2" Classical music 2 

"TIMER 3" Beeps 

On the recorder 

1 While the recorder is stopped, playing, 
or play-paused, press the jog dial. 

2 Turn the jog dial until "M-TIMER" 
flashes in the display, and press to enter. 

3 Turn the jog dial until "ON" flashes in 
the display, and then press to enter. 

知 )) lights up in the display and the alarm 
sound can be selected. 

4 Turn the jog dial repeatedly to select the 
alarm sound. 

5 Press the jog dial. 

The alarm sound is set. 

6 Turn the jog dial repeatedly to select the 
elapsed time. 

One rotation of the control changes the 
elapsed time setting (TIM じリ by 1 
minute, within a range ot 1 to 99 
minutes. To change the time quickly, 
keep turning the jog dial. 

7 Press the jog dial. 

Melody timer is set. 

The time remaining until the alarm is 
shown in the display while the recorder 
is stopped or play-paused. 

To show the remaining time during 
play, do steps 1 to 3. After verifying the 
time, press CANCEL. 

On the remote control 

1 While the recorder is stopped, playin を . 
or play-paused, press DISPLAY for 2 
seconds or more. 

2 Turn the control repeatedly until 
"Melody Timer" flashes in the display, 
and then press ■ to enter. 


3 Turn the control repeatedly until "ON" 
flashes in the display, and then press ■ 
to enter. 

4 Turn the control repeatedly to select the 
alarm sound. 

5 Press ■ to enter. 

The time is set. 

6 Turn the control repeatedly to select the 
elapsed time. 

To change the time quickly, turn and hold 
the control repeatedly. 

7 Press ■ to enter. 

The Melody timer is set. 

To show the remaining time during 
play, do steps 1 to 3. After verifying the 
time, press DISPLAY for 2 seconds or 
more. 

To check the time remaining on the 
alarm while playing 

Follow steps 1 to 3 on the recorder or steps 1 
to 4 on the remote control. The remaining time 
and the selected sound appear in the display. 

Press CANCEL on the recorder or DISPLAY 
for 2 seconds or more on the remote control 
after you checked. 女 

の 

To cancel setting the alarm. 3 

Press CANCEL on the recorder, or press ゴ . 

DISPLAY for 2 seconds or more on the remote 近 
control. — 

To cancel Melody Timer. 5 

Select "OFF" in step 2, and then press the jog な 
dial on the recorder or ■ on the remote O 

control. 3 

To stop the alarm. 

Press any button. 

Notes 

• The settings will be lost when you start 
recording. 

• The timer will begin counting down {using 
the factory setting) from the moment you 
select "ON" in step 3. The recorder will 
begin counting down again from the 
moment you change the elapsed time in step 
6 . 
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storing the settings for 
individual discs (Personal Disc 
Memory) 

See the illustrations in Japanese text (page 68). 

The recorder can store the various settings 
for each disc, and then retrieve them 
automatically whenever the disc is 
inserted. Do the following procedure to 
store the volume, playback mode, group 
mode playback, playback order, sound 
quality (Digital Sound Preset), and 
playback speed (Speed control) settings for 
a disc. 

On the recorder 

1 While the recorder is stopped, playing, 
or play-paused, press to enter. 

2 Turn the jog dial until "PERSONAL" 
flashes in the display, and then press to 
enter. 

"Entry?" flashes in the display. 

3 Press the jog dial. 

"Entry OK" appears in the display and 
the disc settings are stored in the 
recorder. 

On the remote control 

1 While the recorder is stopped, playing, 
or play-paused, press DISPLAY for 2 
seconds o 『 more. 

2 Turn the control repeatedly until 
"PERSONAL" flashes in the display, 
and then press ■ to enter. 

3 Press ■ to enter. 

To erase information 

On the recorder 

In step 3, turn the jog dial until "Erase?" 
flashes in the display, and then press to enter. 
On the remote control 
In step 3, turn the control until "Erase?" 
flashes in the display, and then press ■ to 
enter. 


Notes 

• The settings for up to 20 discs can be stored. 
Any settings stored afterwards will replace 
the settings for the least used disc among the 
2 日. 

• If you add tracks or perforin an editing 
operation (not including labeling) to a disc 
whose settings have been stored on the 
recorder, the disc will no longer be 
recognizable by the recorder and the stored 
information will become useless. In this 
case, store the settings again. 

• If you try to erase the disc information of a 
disc that have never been stored, "No 
Entry!" appears in the display for 2 seconds. 


Turning off the beep sound 

See the illustrations in Japanese text (page 70). 

Using the recorder, you can turn off the beep 
sound on the recorder and the remote control. 
Using the remote control, you can turn off the 
beep sound on the remote control only. To 
turn off the beep sound by using remote 
control, see "Menu functions" (page 95). 

1 Press the joe dial. 

2 Turn the jog dial until "OPTION" 
flashes in the display, and then press to 
enter. 

3 Turn the jog dial until "BEEP" flashes in 
the display, and then press to enter. 

4 Turn the jog dial until "MAIN UNIT" or 
" 民 EMOTE" flashes in the display, and 
then press to enter. 

MAIN UNIT: when turning off the beep 
sound on the recorder. 

REMOTE: when turning off the beep 
sound on the remote control. 

5 Turn the jog dial until "BEEP OFF" 
flashes in the display, and then press to 
enter. 

To turn on the beep sound 

Select "BEEP ON" in step 5. 
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u The battery life may be shorter due to 
operating conditions and the temperature of 
the location. 

2) When you record, use a fully charged 
rechargeable battery. 

3》 Measured value by the standard of 
JEITA{Japan Electronics and Information 
Technology Industries Association). 

み When using a 100% fully charged 
rechargeable battery. 

When using a Sony LR6 (SG) "STAMINA" 
alkaline dry battery (produced in Japan). 

When to replace the batteries 

When the dry battery or rechargeable 
battery are weak, flashing ■□or "LOW 
BATT" appears in the display. Replace the 
dry battery or charge the rechargeable 
battery. 

The battery level indicator is approximate. 
It may be more or less than the indication 
depending on the operating condition. 


►Power sources 

You can use the recorder on ... 

- house current. 

- a nickel metal hydride rechargeable 
battery (supplied). 

- dry battery (not supplied). 

It is preferable to use the recorder on house 
current when recording for a long time. 

Battery lifei> 

When recording]) (JElTAsq 


(Unit: approx, hours) 


Batteries 

Stereo 

LP2 

LP4 

NH-14WM(A) 
nickel metal 
hydride 
rechatgeaDle 

battery* 

12 

17 

21 

LR6 (SG) 
alkaline dry 
battteryS) 

12 

19 

23 

NH-14WM(A) 
nickel metal 
hydride 
rechargeable 
battery4) + one 
LR6 (SG) 巧 

30 

43 

52 

When playing (JEITA !)》 

(Unit: approx, hours) 

Batteries 

Stereo 

LP2 

LP4 

NH-14WM(A) 
nickel metal 
hydride 
rechatgeaDle 
battery*) 

30 

38 

42 

LR6 (SG) 
alkaline dry 
battteryS) 

44 

52 

62 

NH-14WM(A) 
nickel metal 
hydride 
rechareeable 
battery* + one 
LR6 (SG) 巧 

79 

95 

110 
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>^Additional information 


Messages 

If the recorder cannot carry out an 
operation, error messages may flash in the 
display window as follows. 

BANK FULL: 

The phrase bank is almost full and 
cannot store the phrase you tried to 
enter.Delete some phrases from the 
phrase bank, and then reenter the new 
phrase. 

BLANK DISC: 

You tried to play an MD with no 
recording on it. 

BUSY: 

You tried to operate the recorder while 
it was accessing the recorded data. 
Wait until the message goes out (in 
rare cases, it may take a few minutes). 
Data Save : 

The MD recorder is recording 
information (sounds) from the 
memory to the disc. Wait until this 
process is completed. Do not expose 
the recorder to any physical shock, nor 
disrupt power supply. 

DISC FULL: 

There is no more space to record on 
the MD. 

EMPTY : 

You tried to erase data in the phrase 
bank but no data have been recorded. 
Hi DC in: 

The power supply is higher than 
required. Use the recommended 
power sources. 

HOLD: 

You tried to operate the recorder with 
the HOLD switch slid in the direction 
of the arrow. Slide back the switch. 
LINE OUT: 

You pressed VOL +/- while the 
"AUDIO OUT" parameter is set to 
"LINE OUT." Use the jog dial to set 
the "AUDIO OUT" parameter to 
"Headphone." 

LOW BATT: 

The rechargeable battery or dry 

battery is weak. Charge the 

rechar 泛 eable battery or replace the dry 

battery. 

MEM OVER: 

You started recording with the 
recorder receiving continuous 
vibration. Put the recorder on the 
stable place and start recording again. 


MENU: 

You pressed a key on the remote 
control while selecting a menu on the 
recorder. 

NAME FULL: 

You tried to enter more than 200 letters 
to label a single track or disc. 

You tried to enter a total of more than 
1700 letters for track or disc names. 

NO BATT: 

The rechargeable battery is not 
inserted. Insert a rechargeable battery. 
NO COPY: 

You tried to make a copy from a disc 
that is protected by the Serial Copy 
Management System. You cannot 
make copies from a dieitally connected 
source which was itself recorded using 
the digital connection. Use the analog 
connection instead. 

NO DISC: 

You tried to play or record with no 
disc in the recorder. 

No Entry! : 

You tried to erase a setting in the 
Personal Disc Memory on a disc that 
contains no settines in the Personal 
Disc Memory. 

NO SIGNAL : 

The recorder could not detect digital 
input signals. Make sure that the 
source is connected firmly. If the 
message appears while recordine, flip 
the bar towards ■ (or press ■ on the 
remote control) to end recording. 

NO TEXT 

You tried to use the CD text copying 
function to copy a track or disc name 
from a CD that has no text data. 

P/B ONLY; 

You tried to record or edit on a 
premastered MD (P/B stands for 
playback). 

PROTECTED : 

You tried to record or edit on an MD 
with its tab in the record-protect 
position. 

REC ERR 

The recording is not correctly done. 
Place the recorder at no vibration and 
record aeain. 

The disc is dirty (withoil stainor finger 
prints), scratched, or out of standard. 
Record again with another disc. 

READ ERR 

The recorder cannot read the disc 
information correctly. Reinsert the 
disc. 


SORRY : 

You tired to set Digital bound Preset 
whUe the "AUDIO OUT" parameter is 
set to "LINE OUT." Use the jog dial to 
set the "AUDIO OUT" parameter to 
"Headphone." 

You tried to erase a track mark while 
playing the MD or at the beginning of 
the first track. 

You tried to erase a track mark to 
combine tracks the recorder cannot 
combine (a track recorded m different 
recording mode such as in LP2 and 
LP4, or a track recorded through 
analog connection and digital 
connection)*. 

You tried to overwrite a track marrk. 


You tried to flip the bar towards 11 (or 
pess II on the remote control),T 
MARK or REC MODE while synchro- 
recording or the joint text function is 
active. 


■ If you have recorded or erased many 
times on the same MD, the data of a 
single track may be scattered 
throughout the MD. When the data is 
scattered in eroups ot less than 12 
seconds long, the recorder will not be 
able to combine the tracks. 


TEMP OVER: 

Heat has built up in the recorder. Wait 
until the recorder cools down. 


TOC Edit: 

The MD recorder is recording 
information (track start and end 
position) from the memory to the disc. 
Wait until this process is completed. 
Do not expose the recorder to physical 
shock, nor disrupt power supply. 

TOC ERR 

The recorder cannot read the disc 
information correctly. Insert another 
disc. If it is no problem to erase all the 
contents of the disc, erase all (page 64). 
TR FULL: 

You tried to record more than 254 
tracks. 


TrPROTECT : 

You tried to record over or edit a track 
which has been protected from being 
recorded over*. 

* Track-protected MmiDiscs — Some 
MD recorders will let you protect 
individual tracks from being recorded 
over. This recorder, however, does not 
offer this feature. 


お問い合わせ窓□のご案内 

J くーソナルオ — ティオ . カスタ 7— ヴポ—卜 

Net MD 対応機器に関する最新サポート情報や、よ 
くあるお問い合わせとその回答をご案内するホーム 
ページです。 

http://www.sony.co.jp/support-pa/ 

テクニカルインフオメーシヨンたンター 

お使いになってご不明な点、技術的なご質問、 
故障と思われるときのご相談は下記までお問い 
合わせください。 

電話： 048-794 -日194 
受付時間：月〜金午前別寺から午後6時まで 
(祝日、年末年始、弊社休日を除く） 

ご相談になるときは次のことをお知ちせください。 

♦型名： MZ - N 1 
♦ ご相談内容：でさるだけ詳しく 
♦お買い上げ年月日 
♦ご使用のパソコンの環境 
-ご使巧のパソコンの機種名 
-メモ U —容量 
-八ードディスクなどの容量 
- OS の種類 


http://www.sony.co.jp/ 

ソニー株式会な 

f 141-0001東京都品川区化品川 6-7-35 

この説明書は100%古紙再生紙と VOC 
SSSa (揮発性有機化合物）ゼロ植物油型インキ 
を使用しています。 


Printed in Japan 




